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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　あにうえは、最強の力と言うとどんなものをイメージなさいますか？

　うふふ、ずばりそのものわたくしを思い浮うかべていただいて構いませんが、それでは議論になりません。まったく、最初から答えが分かっているというのも難なん儀ぎいたしますわね。

　あるいは、山をも砕くだく腕わん力りよく？　あるいは、絶大な射程距きよ離りを誇ほこる砲ほう撃げき？　あるいは、誰だれの目からも逃のがれる隠おん密みつ性せい？　あるいは、敵の連れん携けいを削そぐ高度な情報戦の名手？

　今回はそんなお話。

　しかし、強さや力というものは単独で存在するのではございません。それを手に入れるまでの過程や努力、それを手にする事で生じるしがらみ、それを御ぎよするために必要な措そ置ち……。わたくしのように極大なイレギュラーでもない限り、生き物は必ずその力の影えい響きようを受ける。人が力を手にするように、力は人を手に入れるのでございます。この辺りは、思い思いに進化し、一つの機能に特化していった昆虫などの生態を紐ひも解とけばイメージしやすいと思いますが。

　では、もしもの話をいたしましょうか。




　被召物マテリアルを操るように、同じく人を操る力が存在するとしたら？




　それも一山いくらの有う象ぞう無む象ぞうではない。いつも傍そばにいるクラスのあの娘、街ですれ違ちがった名前も知らない美人、絶対に手の届かないどこぞのお姫様。そうした全すべてを欲望丸出しで操る事ができるとしたら。人は、人という心の形を保ち続ける事ができるのでございましょうか。

　あら。

　難しい顔をなさいましたね。あにうえなら、存外、すでに最適化されている召しよう喚かん儀礼の形を分解・再構築すれば机き上じようの空論でない事もお分かりなのでは？　くすくす、こうしている間にもいくつかの数式が頭に浮かんでいるご様子でございますが。そして、人がそんな力を手に入れたら、そんな力は人をどのように縛しばり付けるのでしょう。

　案外何も変わらないのか。

　理性を捨てた獣けものになるのか。

　何もかもがつまらなくなって厭えん世せいしてしまうのか。

　たとえ世界人口を征せい服ふくしても、最愛の一人だけはどうしても操れないのか。

　うーん、あにうえならどうでございましょうね。

　ま、あにうえがわたくし以外の女になびいて好き放題しようってんなら、地球の一つ二つくらいかち割っちゃいますけどー☆
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　五月二〇日、お昼時。

　ゴールデンウィークが終わると、五月は一気に色いろ褪あせてしまう。

　だからその日、『フリーダム』アワード９０３、『不殺王アリス（ウイズ）ラビツト』の異名を持つ凄すご腕うでの召しよう喚かん師し、城しろ山やま恭きよう介すけとて気が緩ゆるんでいたのかもしれない。

（まったくさあ、引退するにもお金が入用ってどういう訳よ。結局おかげで仲ちゆう介かい人にんの愛あい歌かに面めん倒どう見てもらわなくてはならなくなっているし……）

　いつものように愛歌のマンションの扉とびらを開いた瞬しゆん間かん、その匂においを嗅かいで回れ右するべきだったのだ。いいや、扉のノブに手を掛かける前に気づくべきだったのだ。そしてエレベーターシャフトに飛び込んででも、一刻も早くこの場から逃にげ去るべきだったのだ。

（『ガバメント』が『フリーダム』に依い頼らいする仕事なんて大たい抵ていろくなものではないけど、でもでもこれが最後なんだ。少しくらいは我が慢まんしないとね）

　だが、彼は不用意に踏ふみ込んでしまった。

　そして廊ろう下かの奥おくから、何やら上じよう機き嫌げんな少女の鼻歌らしきメロディが流れてくるのを耳にした。

　奥に進んでみると、何故なぜか白と緑のミントアイスみたいなしましまビキニを纏まとう華きや奢しやな少女、愛歌が水着の上からエプロンを纏っていた。

　やたらと広大なキッチンスペースから、彼女は振ふり返ってこう言った。




「……あっ、お兄ちゃん。今、お兄ちゃんのためにお料理を作っ

「あーもー!!　早速これ死ぬ流れではないか!!」




　音が聞こえる。ぐつぐつごとごと、と不快な沼ぬまの底からガスの気き泡ほうが湧わき上がるような奇き怪かいな音。びちびちとまな板の上で飛び跳はねる何かと、ゴキリ、ゴキンと硬かたい骨ごと分厚い刃物で切断していく音。あれは何だ。一体何をしているというのだ。すでにこの時点で白目を剝むきかけている恭介の脳裏に浮うかんだのはもはや料理名などではなく、『ああ、そういえば追い焚だきしたままお風呂の中で亡くなった老人がスープのような状態で消防隊員に見つかったという話があったなあ』というド級のトピックスであった。

「ハッ!?　そ、そういえばリューさんは？　あの人なら普ふ通つうに料理ができたはず。リューさんが愛歌を見ていれば、せめて人類の許容範はん囲い内ないで丸く収まったものを……!!」

「見てもらっていましたよ……」

「あ、そう。そうなの。だったら早く言ってよ、それなら一安心───」

　言いかけて、しかし恭介は言葉を切った。

　見てもらっていました。……何故、見てもらっている、ではなく過去形なのだ？

　答えはすぐにやってきた。

　何の前まえ触ぶれもなく、戸と棚だなの大きな扉とびらが外側へ開いた。誰だれも触さわっていなかったから、内側からの力で開いたのだろう。そしてぐらりと何かが倒たおれ込んできた。フローリングの床ゆかの上へ転がり出たままピクリとも動かない影かげは、改造チャイナドレスの美女、緑リユウ娘ニヤン藍ランその人であった。

「りっ、リューさーん!?」

「…………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………」

　へんじ　が　ない。ただ　の　ぬけがら　の　ようだ。

　……いや冗じよう談だんではなく、いっそ安らかな顔を浮うかべている緑娘藍は灰の如ごとく真っ白になっていた。人はあれを死相と呼ぶのか。口の端はしから赤いものが垂たれているのは、ケチャップか何かであろうか。率直に言わせてもらうと、血のイメージしかないのだが。

「お、愚おろかな事を。見ている内に情でも移ったのかい、リューさん……。愛あい歌かの料理を味見、いいや毒見するだなんて……!!」

「……ちっ、バレたか。ともあれ、お兄ちゃんの分ももうすぐできるのです。座って待っているが良いのです……」

「もはや骨を拾っている時間もない訳だが!?」

　と、恭きよう介すけはパーカーのポケットへ手を伸のばした。取り出したのは召しよう喚かん儀ぎ礼れいで用いる励起手榴弾インセンスグレネードではなく、目め晦くらましに使う軍用のスタングレネードだ。形状は全まつたく同じなので、油断した召喚師の目を潰つぶして一方的にフルボッコという悪意の塊かたまりみたいな戦術に使える。

　ピンを抜ぬいて投げる。

　だが、

「ライガー」

　ばくんっ!!　と虎とらやライオンよりなお巨きよ大だいな肉食動物が、宙に浮いていたヘアスプレー大の爆ばく発はつ物ぶつを咥くわえ込んでしまった。スタングレネードは激しい閃せん光こうと音おん響きようを撒まき散らすが、殺傷能力はほとんどない。場合によっては接せつ触しよくしたまま起爆すると死亡事故に発展する事もあるが、それは飛び散った外装ケースの破片などが直ちよく撃げきした場合だ。何度も使い回せる金属ケースを使っている場合は、さらに殺傷力は激減する……事にはなっている。

　それでもホワイトライガーの口内で炸さく裂れつしたはずだが、光は全く漏もれてこなかった。まるでパチパチ刺し激げきの出るガムのように爆発後の残ざん骸がいを横へ放り出すと、愛歌のペット、相棒、ソファであるホワイトライガーはのそりと恭介の方へ近づいてくる。

　涙なみだ目めで回れ右をしたがもう遅おそかった。

　三歩走る前にパーカーの首根っこを子こ猫ねこみたいに咥えられる。

「ま、待ってくれライガー!!　取引をしようではないか。アンガスサーロインの熟じゆく成せい赤身肉を二〇キロくらいあげるから見み逃のがしていただくというのはどうかなー!?」

　うるさい、おら、こっちこい、大人しくしろ。そんな感じで恭きよう介すけはダイニングテーブルの特等席に座らされてしまった。

　そして死刑執しつ行こうの時間がやってきた。

　水着にエプロンの愛あい歌かは、大皿に載のった『それ』を、ごとりと恭介の前に置く。

　それだけで、嫌いやな汗と涙なみだがぶわりと浮うかぶ。

　対面に腰こし掛かけながら、愛歌は両りよう肘ひじをテーブルにつき、合わせた手の上に小さな顎あごを乗せてにこにこしていた。

　喰くうまで絶対逃にがさん、という覚かく悟ごの構えであった。

「……今日はオムライスにしてみたのです……」

「もうすでに、この距きよ離りで生なま臭ぐさい訳だが」

「卵料理なんだから生臭いに決まっているのです」

「その概がい念ねんがもうおかしいんだってえー！　絶対ここから幸せになる事はないってえー!!」

　ジタバタするがどうにもならない。背後でホワイトライガーが『ぐる』と唸うなり声を上げて先を促うながす。

　ロシアンルーレットで二、三回回した後に拳けん銃じゆうがこちらへやってきた時のように、恭介は震ふるえる手で銀色のスプーンを摑つかむ。目を瞑つぶり、口を引き結んで、神様にお祈いのりするが、恐おそる恐る瞼まぶたを開けても目の前の黄色い物体はなくならない。神話の神々すら愚ぐ弄ろうし踏ふみ台にする召しよう喚かん師しには、その恩恵はやってこないのかもしれない。

　覚悟を決めて丸まった先せん端たんで黄色い表面に触ふれると、ぶじゅりという粘ねん質しつな音と共に焼いた卵の膜まくが引き裂さかれた。まるで何かの腹ふつ腔こうを破って内臓が溢あふれ出すかのように、奥おくから赤と肌はだ色いろの中間みたいな色のチキンライスが顔を覗のぞかせる。むわりと顔へ迫せまりくる湯気と熱。夏の日に極ごく彩さい色しきのどぶを覗き込むのと良く似ていた。

　ねっとりぬめぬめ。

　奇き妙みように粘質な光こう沢たくが恭介の視覚を惑わく乱らんさせる。

「……オムライスはふわとろが命。半はん熟じゆくにしてみたのです、えっへん……」

「ま、マジかよう……。生臭い匂においが透とう明めいな壁かべみたいに迫ってくる訳だが」

　うっぷ、と喉のど元もとまで胃酸が込み上げるが、ギリギリのところで吞のみ込む。まだ一口も食べていないのに、もう水が欲しくてたまらなかった。

　成分は変わらないはずだ。

　食べたら死ぬものは入っていないはずだ。

　そんな自己暗示をかけるが、どうにも上手うまくいかない。床ゆかに崩くずれ落ちたまま、灰色になってピクリとも動かない緑リユウ娘ニヤン藍ランの安らかな顔が脳裏をちらつく。あれは絶対に幸せだからあんな表情を作った訳ではない。ある種のガス兵器は全身の筋肉を弛し緩かんさせ、笑ったような顔で死体を死し後ご硬こう直ちよくさせるという話を聞いた事がある。

『瘦身暗器パーフエクトドラゴン』でああなのだ。魑ち魅み魍もう魎りようを自在に操る召しよう喚かん儀ぎ礼れいの中において、徒と手しゆ空くう拳けんで並なみ居る召しよう喚かん師しを撃げき滅めつする『イリーガル』の始末人でさえ、その鋼はがねの肉体をもってしてもあんな風になってしまうのだ。

　もう無傷での生せい還かんは不可能だ、諦あきらめよう。

　瓦が礫れきに挟はさまった足を切って生き残るか、このまま死ぬか。

　求められているのは、そういう戦士の選せん択たくである。

「二日……いや三日。たまの入院生活だって悪くはないさ!!　とりゃーっ!!」

　躊躇ためらったら永遠に終わらない。そしておそらく、料理が冷めたら地じ獄ごくの難度はもっと増す。形容しがたい音を立ててスプーンをオムライスへ突つき刺さし、ぶちぶちと何かの束を引き千切るような感かん触しよくと共に抉えぐり出し、三さん半はん規き管かんが眩くらむのを無理矢理押おさえ込んで一気に口へ運




　あら、あにうえ。

　まあまあ、随ずい分ぶんとお早いお着きで。もう現世に未練はないのでございますか？




「ぶっ、ふォォォおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおゥゥあああああああああああああああああああ!!!???」

　人は。

　脳で思考する生き物だと信じていた。

　ハートで考えるんだ、という俗ぞく信しんについても、分からなくもなかった。

　だが。

　この時、城しろ山やま恭きよう介すけは未知の領域へと足を踏ふみ入れていた。人に限らずあらゆる動物は食事を取る事で栄養を獲かく得とくし、命を繫つないでいく生き物だったのだ。であれば当然、人の中心には胃い袋ぶくろがあってしかるべきだったのだ。

　腹で何かが爆ばく発はつした。

　その奔ほん流りゆうは背骨を伝って全身の内臓を不規則に蠕ぜん動どうさせ、脳のう髄ずいに突き刺さる。五感の全すべてが激しく明めい滅めつしていた。目の前の全ての輪郭がじわじわと極ごく彩さい色しきの乱らん舞ぶに埋うめ尽つくされていく。料理を食べて視界が狂くるうとはおかしな話だが、これもまた、人は目玉だけでものを見るのではなく、脳で分ぶん析せきしてものを見るからか。

　危うくトランス系の芸術世界へと飛び込みかけ、寝ね転ころがって午後のテレビを嗜たしなむ『白き女王』の幻げん覚かくに魂たましいを持って行かれそうになった城山恭介は、渾こん身しんの力を込めて何とか現世へと帰ってくる。

　吐はいたら終わりだ。この場でグラスの水を三杯も一気飲みして、無理矢理にでも上から押さえ込む。

　ようやくの人語が出た。

「なんっ……だ!?　これは本当に卵料理なのかな、二ふつ日か酔よいのおじさんの胃い袋ぶくろを裏返してべろりと舐なめたような味がする訳だが……!!」

「詩的過ぎて分からないのです」

「中身のチキンライスはケチャップが多過ぎるっていうか、もう料理じゃなくて医学のレベルで身の危険を感じるしょっぱさだし……!!」

「でもこれくらい入れないと、血のように美しい赤色は出せないのです」

「そもそも全体的にジャリジャリしているのは何!?　砂……いや石か……!?」

「お兄ちゃん」

　ぴしゃりと愛あい歌かが遮さえぎった。

　彼女は自みずから核かく心しんを突ついた。

「……根本的に、妹の手料理が『美味おいしい』訳がないでしょう？　それは美味しくないからパーフェクトで、絶望的に不味まずいからこそチャーミングなのですよ……？」

　神経の。

　細い糸がぷちりと焼き切れる音を少年は聞いた。

「やっぱりかよおー!!　やっぱり自覚はあったのかよおー!!　というか、精一杯頑がん張ばっても上手うまくいかなかったのならまだ分かるよ。でも狙ねらって不味く作るのは食材に対する冒ぼう瀆とくでしかないではないかーっ!!」

　ぐわおー!!　とホワイトライガーばりに吼ほえる城しろ山やま恭きよう介すけ。

　そこで、対面にいた愛歌の瞳ひとみから、ほろり、と透とう明めいな雫しずくが落ちた。

　もちろん自らの手料理を罵ば倒とうされて哀かなしくなった、などと可愛かわいげのある理由ではない。彼女も彼女で三大勢力の一角『ガバメント』のアワード８７０、『専守防衛HIKIKOMORI』の異名を持つ凄すご腕うでの召しよう喚かん師しであり、同時に各種の依い頼らいを割り振ふり管理する、一流の仲ちゆう介かい人にんでもあるのだから。そんな豆とう腐ふのように脆もろい心の持ち主であるはずがない。

　水着にエプロンはこう言ったのだ。

「……お兄ちゃん、なんだかんだと文句を言いながらも、やっぱりお兄ちゃんは気がついていたのですね。『妹の手料理について一家言を述べるほどに』世のお約束というものを……」

「なっ」

「私は嬉うれしい、とても嬉しいのですお兄ちゃん。やはり、やはりこのショック療りよう法ほうを続けてきたのは間ま違ちがっていなかった……!!」

「別に『妹の』だなんて冠かんむりを付け足したつもりはただの一度だってないし、何だか強引な流れに持っていかれそうな雰ふん囲い気きな訳だが……!!」

「……私はこの答えを耳にするまで、幾いく星せい霜そうの時を待ち続けてきた事か……!!　ライガー！　今日はお兄ちゃんが経験した初めての妹記念日です、こうなったらお赤飯を炊たかなくてはならないのですよ……ッッッ!!!!!!」

「面めん倒どうだよう、面倒臭くせえよお……!!　あっちもこっちも絶望的な行き止まりばっかりで、どっちに進んで良いのかももう分からないよう……!!」

　ジタバタするがどうにもならない。

　怒ど濤とうの手料理タイム、第二幕が開いていく。
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　現地時間で五月二二日、深夜三時。

　太平洋上空、高度五〇〇〇メートルの位置を、複数の大型輸送用レプリグラス『オオハクチョウ』が編隊を組んで飛行していた。周囲を護ご衛えい用飛行型レプリグラス『ツバメ』に固められ、ものものしい格好で闇やみ夜よを切り裂さく一同は、どう考えてもバカンスを楽しむために多くの観光客を詰つめ込んでいるようには見えなかった。

『オオハクチョウ』はその名の通り、渡わたり鳥の機構を取り込んだ機体で、水陸どちらからでもテイクオフ可能な利便性と、三〇トンもの貨物積せき載さい量りようを持ち、無補給で一万三〇〇〇キロも飛び続けられるのが特とく徴ちようだ。全すべて人員に割り振ふれば二〇〇名の兵士を地球の裏側まで運うん搬ぱんできる。さらに地ち磁じ気きを読み取って方位や現在位置を正確に捉とらえる独自の航こう法ほうシステムを採さい用ようしているため、既き存そんのＧＰＳ信号やら衝しよう突とつ防止信号やらを民間アプリに捕ほ捉そくされて地対空ミサイルで落とされる、などという間ま抜ぬけな事態も防止できる。

　いずれも米系軍ぐん需じゆ企き業ぎようクアッドモータースの主力商品。その中でも『オオハクチョウ』の三番機。

　内部は悲鳴や怒ど号ごうにも似た報告が渦うずを巻いていた。

　そもそも、機内の照明自体が非常事態を示す真っ赤なものに切り替かわっている。

「直衛の『ツバメ』、三番、八番ダウン！　残り四機、劣れつ勢せいです!!」

「敵性は一二機健在。……いえ、他に高性能ステルスが混ざっています！　総数は不明!!」

『エンゼル02よりセラフ03、数の差が一定以上開いた。これ以上は抑おさえきれない、直接本隊へ突つっ込まれるぞ!!』

　もはや正規のマニュアルを無視して座席のベルトを外はずし、慌あわただしくバタバタと駆かけ回るクルー達とは対照的に、ピクリとも動かず隔かく壁へきに背中を預け、両りよう腕うでを緩ゆるやかに組んでいる少年がいた。

　城しろ山やま恭きよう介すけ。

　彼は片目を瞑つぶったまま、小さな城の主人に向けて言い放った。

「こうなる事は分かっていたのでは？『ツバメ』のパイロット達が無事に脱だつ出しゆつできたから良かったものの……」

「……まー、でなけりゃ高いお金を払って『フリーダム』の召しよう喚かん師しを雇やとう訳もないわよねえ」

　もはや冷静を通り越こし、時間の流れから置いていかれたような、おっとりとした女性の声が返ってきた。

　ゆるふわな栗くり色いろの長い髪かみに、フレームの細いメガネ、タイトスカート、スーツに合わせるような白いブラウスとループタイ。これだけだと会社員のように聞こえるかもしれないが、上から羽織った白衣が印象を全すべて上書きしている。とはいえ、纏まとっている雰ふん囲い気きが雰囲気なせいか、冷たい科学者というよりは保健室の先生のようなイメージの方が近いかもしれないが。

『ガバメント』アワード１０９、『無戦連勝アカデミア』。

　マリア＝ハートオーシャン。

　生涯一度も戦わずにアワード１００越えを達成した召喚師にして、純じゆん粋すいな研究者として召喚儀ぎ礼れいの業界に佇たたずむ、ある意味では『瘦身暗器パーフエクトドラゴン』緑リユウ娘ニヤン藍ランと同クラスの突とつ然ぜん変へん異い。

　パイプ椅い子すの上で脚あしを組み、優ゆう雅がにくつろぐマリアはこう告げた。

「わたし達『ガバメント』が外野の『フリーダム』へ送る依い頼らいなんてそういうものでしょ。かくいうあなたも、リスクを承しよう知ちで仕事を受けたんじゃなくてー？」

「……原因特定不能の腹痛は意外と値が張る訳だが。まあ、リューさんの伝つ手てで宝石並みに珍ちん重ちようされる漢方に頼たよったのも原因の一つだろうけどさ……」

「？」

　マリアはことりと首を傾かしげた後、

「で、戦せん闘とうのプロとしてはどー思います？　世界のバランスを崩くずす頭脳と研究成果がここに揃そろっているとしてー、『イリーガル』の掃そう除じ屋やさん達はわたしを海の藻も屑くずに変えるだけで満足するものなのかしらあ？」

「何を……」

　と、口を挟はさんだのは恭きよう介すけではなかった。

　むしろ少年から余計な発言権を奪うばうべく、略式の勲くん章しようを胸むねにびっしりと貼はり付けた高級軍人が横から割り込んできたのだ。

「お言葉ですがレディ、我々は陸海空に海兵隊と、あらゆる時と状じよう況きようにおいて必殺必勝の結果を示す世界最大の軍隊です。我々が世界の警察だ！　故ゆえに、外部からこのような傭よう兵へいの手を借りる必要はありません！」

「でーもー、現に直ちよく衛えいの『ツバメ』は残り四機、いえ三機に減ったのかしら？　『イリーガル』側の戦力を押おし返すだけの数も力ももーないわあ。『不殺王アリス（ウイズ）ラビツト』、敵方が本隊に接せつ触しよくするまでの予測時間は？」

「三分未満」

「ですってえ？　チェスの盤ばんに残ってんのはキングとポーンが二つくらいかしら。対して『イリーガル』はフルセット。で、ここからどう巻き返すのー？」

「馬ば鹿かな……そんな馬鹿な……」

　呻うめくように言う現場責任者は、やがて心に詰つまった内圧を逃にがすように、手近な部下へ当たり散らし始めた。

「相手はたかが旧式戦せん闘とう機きだ、具体的に何が起きている!?　我が軍のレプリグラスは世界最強水準のはずだ、クアッドモータース製だぞ!!　他のあらゆる軍より一・五世代は進んでいるはずなのに!!」

「そ、それが……」

　若いクルーが泣なき出しそうになっているのは、答えが分からないからではなく、答えてしまえば火に油を注ぐと理解できてしまったからだろう。

　ため息をつき、壁かべに背中を預けたまま恭きよう介すけは憎にくまれ役を買った。

「向こうが使っている旧式戦せん闘とう機き。レーダー上の挙動を見る限り、第六・五世代かな。確か、ユーロギルドの有人機コールドウェーブと無人機ブリザードの組み合わせがこんな挙動をしていたと思うけど」

「じっ、冗じよう談だんじゃない……。こちらは最さい新しん鋭えいのレプリグラスだぞ!?　模も擬ぎ戦せんではステルス機相手に一対二〇〇で圧勝し、既き存そんの空対空ミサイルなら〇対五〇で完全回かい避ひ。そんな旧式ごときに追い込まれるはずがない。そもそも、欧おう州しゆう勢ぜいも技術競争の敗北を認め、我が軍の兵器の輸入を決めていたはずだ！」

　マリアはパイプ椅い子すに腰こし掛かけたまま肩かたをすくめた。

　先を促うながされた恭介は涼すずしい顔でこう続ける。

「だけど、相手がレプリグラス『だけ』で固めていると分かれば、専門の撃げき墜つい手段を揃そろえる事ができる訳だが。輸送機の『オオハクチョウ』と直ちよく衛えいの『ツバメ』、いずれも渡わたり鳥と同じく地ち磁じ気きを利用して方位や現在位置を算出する独自の航こう法ほうシステムを採さい用ようしていて、回避挙動にもそのデータが使われている。……ここに磁気性のジャミングを仕掛ければ、回避率は激減すると思うけど？」

「なっ」

「模擬戦の数字なんて実戦じゃ役に立たないって話も良く聞くし。まー、たった一つで全すべて賄まかなえる万能最強神話なんて内実はそんなもんよねえ。人じん智ちを超こえた『白き女王』じゃないんだからー」

　マリアの言い分はいかにも『召しよう喚かん師しらしい』物言いだったが、たとえに使われた極大の邪じや悪あくの名に、恭介の心がわずかなさざ波を作る。意図して心を鎮しずめ、彼はこう続ける。

「珪けい素そ性せい装そう甲こうや筋肉、骨格によって破格の衝しよう撃げき吸収効率を持つって言っても、逆に言えば珪素ガラスを腐ふ食しよくさせる類たぐいの化学弾だん頭とうを使えば効果的にダメージを与えられる訳だが。おあつらえ向きに、コールドウェーブとブリザードは開発コンペでレプリグラスと戦い、そして敗やぶれた幻まぼろしの機体だ。敵対広告を仕掛けるため、『レプリグラスは戦闘機で倒たおせる』よう様々なオプションを開発していた可能性は高いよね？」

　そこまで言って、恭介は一度言葉を切った。

　改めて、発言の許可を求めるようにマリアに向けてこう話す。

「ところで、これは本筋から外はずれてしまうようで恐きよう縮しゆくなんだけど」

「何かしらあ？」

「……欧州は伝統的に独自兵器の開発にこだわる風潮がある。たとえ自国だけでは賄えなくても、欧おう州しゆう各国が手を取って技術情報を共有してでもね。ユーロギルドなんてまさにそのための枠わく組ぐみだし。だけど結局、米系企き業ぎようクアッドモータースのレプリグラスには敵かなわないって分かって、彼らも武器の輸入を渋しぶ々しぶ承しよう諾だくした訳だが。……まあ、実はマゼンタレイン家は純じゆん粋すいな米系ではなく、欧州勢から送り込まれた最有力ロビー団体だった、っていうのも彼らのプライドを慰なぐさめるきっかけにはなったんだろうけど」

「そ、それが何なのだ。今ここでそのような無む駄だ話ばなしをしている余よ裕ゆうが……!!」

「では開発競争に敗やぶれ、結局一度も回す事のなかったコールドウェーブとブリザード、つまり戦せん闘とう機きの製造ラインはどこへ消えたのかな。もっと言えば、『イリーガル』はどこからそれを買い取った？　……聞いた噂うわさでは『大口の顧こ客きやく』が倒たおれないよう、米空軍の一部門がユーロギルドの負ふ債さいを肩かた代がわりした、っていう話もある。表向きは『外の遺伝子』を取り込む事で兵器に多様性を促うながすため、とか報告されていたはずだけど、実際のところはどうだったのかな。よおく知っている人にご教示願いたい訳だが」

　まず、城しろ山やま恭きよう介すけの視線があった。

　マリアが不思議そうに目で追い駆かけ、それから周囲を慌あわただしく行き交っていた若いクルー達の目線が集中する。

　今まで憤いきどおっていた、胸むねに略式の勲くん章しようを山ほど貼はり付けた高級軍人へと。

「……自分で売り飛ばした製造ラインで作られた戦闘機に嬲なぶられる気分ってどんなものなのかな？　技術レベルの世代が違ちがうなら、たとえならず者が世界中で猛もう威いを振ふるっても、最新式のレプリグラスで守られるアメリカ人だけは安全安心だ、とでも？」

「……、」

　最初、高級軍人はぽかんとした顔で時間の流れを忘れていた。

　しかし言われた事の意味と今の状じよう況きようを思い出した途と端たん、腰こしのホルスターから素早い動きで拳けん銃じゆうを引き抜ぬこうとする。

　その前に、周り一面から若いクルー達が一いつ斉せいに飛びかかった。

　マリアは床ゆかに組み伏ふせられた高級軍人の方を見ようともしなかった。

「困ったわねえ……」

「こんなのは何の解決にもなっていないよ。さっきも言ったけど、本筋から外はずれている訳だが」

「じゃー本題に戻もどりましょうかあ。『イリーガル』は、世界のバランスを崩くずすわたしを海の藻も屑くずに変えるだけで喜ぶと思う？」

「ノー。死体を確認しない暗殺者なんていないし、できる事なら技術は欲しい。故ゆえに、深夜の暗い海に落とすとは思えない訳だが。生命維い持じに特化した『クマムシ』を纏まとえば海の中でも一ヶ月以上仮死状態を続けていられるんだしさ」

「つまりい」

「直接ここに乗り込んでくる」

　簡単に言ってのけると、驚おどろいたのは高級軍人を取り押おさえている若いクルーだった。

「そんな馬ば鹿かな……。輸送機の足は遅おそいと言っても、ここは高度五〇〇〇メートルで、時速七〇〇キロは出ています。カーゴドアだって、ノックをすれば開く訳ではありません。こんな中でどうやって……」

「生あい憎にくと、できるんだよ。常識から外はずれた召しよう喚かん師しなら」

　恭きよう介すけはあっさりと言ってのけた。

「五〇〇〇メートルなら雲のある高さだ。早く『オオハクチョウ』を雲の中に隠かくした方が良い。肉眼で見られるのは致命的だから」

　訳が分からないという顔のまま若いクルーが従う流れに乗ったのは、この場の主格が『米国』ではなく『ガバメント』だからか。運が良い事に、恭介の顔を見たまま───つまり召喚師を視界に捉とらえたまま───インカムを使ってコックピットと連れん絡らくを取り合う。

　マリアはマリアで、ゆっくりのんびりこう告げる。

「でーもー、逃にげているだけじゃ解決しないわよねえ。てゆーか、最後まで逃げ切れるとも思えないし」

「……、」

「そんな訳でえ、『イリーガル』の召喚師が乗り込んでくるなら、『ガバメント』としても使える召喚師を送り出して迎げい撃げきさせたいところよねー」

　声と共に。

　かつん、と。これだけの喧けん騒そうの中でも不思議と響ひびき渡わたる足音が一つ応じた。

　輝かがやく金きん髪ぱつをショートヘアにした、色白で胸むねの薄うすい小こ柄がらな少女。真っ赤な色しき彩さいの帽ぼう子しに、同色のタイトスカートの特とく殊しゆな軍服をベースに各所を真っ黒なベルトで彩いろどった、拘こう束そく衣いとしての側面を持った衣装。足回りは膝ひざ上うえまでのブーツで、やはりベルトでぐるぐる巻きにされていた。ただし、召喚儀ぎ礼れいの業界では、手て錠じようや目隠しといった拘束具には特殊な意味が与えられる。

　召喚師とペアで動く依より代しろの象しよう徴ちよう。

　悪あく霊りようや邪じや悪あくな精せい霊れいといった、呼び寄せてもいないモノに憑ひよう依いされないよう、自己の意識を戒いましめるためのものだ。

　つまり、

「『ガバメント』が保有している依代のイザベルちゃん。今はフリーだからー、いつでも『不殺王アリス（ウイズ）ラビツト』の即そく戦せん力りよくにできるわよお？」

「……、そっちもそっちで、最初から分かっていた訳だ。ようは、僕ぼくと彼女を契けい約やくさせるお膳ぜん立だてをするために、『イリーガル』まで誘さそい込んでこんな状じよう況きようを作り上げた、と」

「あら、これでもおよそ六〇の政府、企き業ぎよう、宗教、団体が軒のきを連つらねる世界の警察『ガバメント』が組み上げたブランドものの依代よお？　不満があるとは思えないけどー」

　はあ、と恭介は息を吐はいた。

　どっちみち、放っておけば『オオハクチョウ』に乗っている全員が死ぬ。直接戦せん闘とうを担当する『ツバメ』と違ちがい、脱だつ出しゆつ装置のようなものはないからだ。召しよう喚かん儀ぎ礼れいの世界にどっぷり浸つかった召喚師や依より代しろの他に、何も知らずに出向させられた一いつ般ぱんの兵士達も多いだろう。そして何より、恭きよう介すけには『不殺王アリス（ウイズ）ラビツト』という冠かんむりがある。

　恭介は隔かく壁へきに背中を預けたまま、軍服少女の方へ目をやり、

「だってさ。そっちの準備は？」

「うん。別に戦うのは良いけど、イザベルはやる気を注入してほしい」

「？」

「具体的には目に見える報ほう酬しゆうがほしい。みんなで一いつ緒しよに頑がん張ばりましょうとかそういうのじゃなくて」

　恭介は死んだ目でマリアの方へ視線を投げるが、彼女は彼女でパイプ椅い子すに腰こし掛かけたまま肩かたをすくめていた。そういう子なのよ、というサインらしい。

「電でん撃げき亭ていの大だい王おう丼どんで」

「イザベルは萌もえ御ご膳ぜんが良い」

「魔ま王おう定食」

「ジーズランチ」

「ホビーセットが限界だ」

「んー」

　恭介とイザベルは互たがいの顔に指を突つき付け同時に言い合う。

「「ではそれでヒアウイゴー」」

　少年は隔壁から背中を離はなし、少女はそんな召喚師の隣となりを歩き、二人して『オオハクチョウ』の最さい後こう尾びを目指す。




「召喚儀礼を束ね導く『大三角』の一、『「黄」の鰓はためきし天空を統べる精霊s・a・so・voz・tix・ei・yw・za』を介かいし血の盟約を結ぶ。汝なんじは確かな心と魂たましいを持つ人の身でありながら、今この時より万象を受け入れる有限の器うつわとなる者なり」




　剃刀かみそりの刃で人差し指の腹を傷つけながら、恭介は歌うように囁ささやく。




「汝は器を満たすその力を用いて、時に世界の理ことわりさえも曲げる空くう虚きよな王となる者なり」




　真っ赤な血の珠たまの浮うかぶ人差し指の先を、傍かたわらのイザベルにそっと突き付ける。




「ならばその器を仕上げてみせよう。我われは召喚師、人の世を飛び出す事もできず、しかし人の世を超こえた力を使役して人の世を次なる時代へ導く傲ごう岸がんなる叡えい智ちの象しよう徴ちようなり!!」




[image: ]

　小さな舌を使って鉄の味のする液体を、イザベルは無表情で舐なめ取った。

　それが契けい約やく成立の合図。

　城しろ山やま恭きよう介すけはパーカーの背中から、とぐろを巻く蛇へびのように収納していた一八〇センチもの長大な棒を一気に引き抜ぬく。ブラッドサイン。召しよう喚かん儀ぎ礼れいを行うために使う道具の一つ。

　二人は『オオハクチョウ』の最さい後こう尾びへと辿たどり着いた。

　超低圧環境下でも作業できるよう、特とく殊しゆなマスクを装着した兵士へ恭介は自みずから声を掛かける。注目を集めない限り、召喚師や依より代しろは『忘れられて』しまうからだ。

「一番手前の隔かく壁へきを閉めて、カーゴドアを開けてもらえるかな？」

「えっ、は!?　でも、だって、ここは五〇〇〇メートルですよ。スーツもマスクもなしに一体何を……!?」

「良いから早く。猶ゆう予よは二〇秒」







　ユーロギルド製第六・五世代戦せん闘とう機き、有人機コールドウェーブと無人機ブリザード。

　その構成は一機の有人指し揮き管かん制せい機きに三～四機の無人高機動機が張り付く、といった特異なもので、感覚としては既き存そんの兵器よりもシューティングゲームに出てくる子機といった方が近いかもしれない。

　慣性Ｇの限界を超こえる急きゆう旋せん回かいの応おう酬しゆうで敵機を確実に追い込みつつ、サイバー攻こう撃げきやジャミングで挙動を妨ぼう害がいされないよう、常に近きん距きよ離りから有人機がサポートに回るなど、確信的な打撃力と万ばん端たんの安全性を兼かねね備えたモデルだった。

『ドン、ドン、ドン！　例の磁じ性せいジャミングが効きに効きまくってるぜ。これでターキーは丸まる裸はだかだ、いつでも行ける!!』

『念のために頭を押おさえなさい。できる事ならコックピットからパイロットの顔を覗いておきたいわ。そっちの方が効果的だし。……アイコ、準備しておいて』

　彼らの第一優先目標は『ガバメント』の輸送レプリグラス『オオハクチョウ』を落とす事、ではない。

　そこに積せき載さいされた、とある研究成果とその学者を可能な限り確保する事。

　無理なら落とす。つまり撃げき墜ついは予備目標だ。

『それにしたってイカれてやがるぜ。「ガバメント」の連中、ついに人の魂たましいにまで手を伸のばしやがった』

『厳げん密みつには魂ではなく霊れい障しような。魂の穢けがれを見つけ、洗い、または利用する。魂そのものの定義までは向こうだって分かっちゃいないさ』

『どっちだって同じ事だ。ツキモノだのナマナリだのやりたい放題って訳だろ。今に妖よう精せいさんみてえに背中から羽の生えた新人類が開発されちまうぞ』

　そんなやり取りを耳にしながら、コールドウェーブの女性パイロットは膝ひざの上で固定させているリボルバー式のグレネードランチャーを指先でなぞった。

　励起手榴弾インセンスグレネード。

　そんなものを手にしているという事は、そのパイロットもまた、召しよう喚かん師しに他ならなかった。

　人工霊れい場じようは標的を肉眼で捉とらえ、励起手榴弾インセンスグレネードを投げる事で展開させる。そして人工霊場を張ってしまえば、壁かべでも天井でも、高速移動する列車だろうが飛行機の主しゆ翼よくだろうが、どこでも自由に張り付く事ができる。

『イリーガル』アワード７０１、『スカイブレイン』。

　召喚師の中にはアクの強い局地戦せん闘とうや特異な戦法を好む者も少なくないが、彼女の場合もその一人。世にも珍めずらしい空中戦専門の召喚師である。

　耐たいＧスーツの上からはっきりとメリハリの分かる女性召喚師は、無線越ごしにではなくすぐ後ろのサブシートに向けて振ふり返らずに声を放つ。

「アイコ、準備はできてる？」

「う、うん。いつでも」

　その一言のやり取りをしている間に、次のアクションが起こった。

　ボッ!!　と標的の『オオハクチョウ』の群れが急速に機首を下げ、分厚い雲の中に頭を突つっ込み始めたのだ。

『くそっ！　潜もぐられる!!　肉眼で見えなくなっちまうぞ!!』

『一番機、四番機、ロスト。本命の三番機はまだ無事だ!!　あれだけでも喰くらいつけ!!』

『頭はもう雲の中だ、コックピットは見えねえって!!』

　無意味なやり取りを続ける無線機のスイッチを切る。

　背後から依より代しろの少女の声が飛んでくる。

「いけそう？」

「まあね」

　前述の通り、召しよう喚かん師しは標的を肉眼で捉とらえた上で励起手榴弾インセンスグレネードを投げる事で、初めて人工霊れい場じようを生み出せる。

　この場合、厄やつ介かいなのは『標的の定義』というヤツだ。

　生身の人間ならアリか？　そいつが覆ふく面めんを被かぶっていたら？　全身着ぐるみで覆おおっていたら？　戦車や戦せん艦かんに乗っていたら？

　明確な答えは未いまだに出ていないが、現場で動く『スカイブレイン』の私見で良ければ、この辺りは正確なイメージ力がモノを言う、と考えている。たとえ相手が一いち分ぶの隙すきもない着ぐるみであっても、その中に明確に人の像を思い浮うかべる事ができれば人工霊場は張れる。それが戦車、戦艦となっても同じ事。ただしはっきりと設計図を思い描えがき、座席の位置を把は握あくし、そこへ実際に人が腰こし掛かけていなければ空から振ぶりに終わるが。

　逆に、イメージできなければ通路の角、紙の膜まく一枚にも阻はばまれる。例えば、強きよう烈れつな逆光や分厚い雲という形のないものは、召喚師にとってあまり面白い題材ではない。

　だから、隠かくれる前にトドメを刺さす。

　コックピットの強化ガラスのキャノピーから、直接パイロットの顔が見えるかどうかは関係ない。『オオハクチョウ』三番機の全景を見み渡わたし、どこにコックピットが、どこに座席があるかを『手に取るように』把握できる内に勝負を仕掛ける。

　両足の間にある脱だつ出しゆつ用ようのレバーを摑つかむ。

「行くわよ、アイコ!!」

　行っても良い？　ではいつまで経たってもぐずられる事を知っている『スカイブレイン』は相手の返事を待たずにレバーを一気に引く。

　強化ガラス製のキャノピーの外そと枠わくが、火薬の力で強引に切断されていく。風圧に押おされるように真後ろへかっ飛んでいき、続いて前後二つの座席が垂直に射出される。

　宙に投げ出されたまま、『スカイブレイン』はリボルバー式のグレネードランチャーを片手で正確に構える。狙ねらいは雲の中へ逃にげようとする『オオハクチョウ』三番機。今ならこちらの方が近い。正確に目視して励起手榴弾インセンスグレネードを叩たたき込めば、後は『励起手榴弾インセンスグレネード炸さく裂れつ時、召喚師と依代は人工霊れい場じようの中心点へ吸い寄せられる』という条件が彼女達を標的の元まで導いてくれる。

　その直前だった。

『オオハクチョウ』最さい後こう尾びのカーゴドアが大きく開く。緩ゆるやかなスロープのように変じたその先に、少年と少女が立っていた。そして、何かが投じられた。ものすごい暴風に煽あおられて夜空を水平に突つっ切ったのは、ヘアスプレーほどの金属缶だった。それはパイロットを失い、天空に捨てられた戦せん闘とう機きへと突き刺ささった。

　励起手榴弾インセンスグレネード。

「しまっ───」

　カッ!!　という炸さく裂れつ音おんが空間を満たす。

　叫さけぶ暇ひまも、パートナーたる依より代しろへ警告を送る暇もなかった。







　城しろ山やま恭きよう介すけとイザベルの二人は、酸素ボンベも耐たい圧あつスーツの恩恵も受けず、生身のまま高度五〇〇〇メートルの夜空へ投げ出された。登山で言えば、高度順応もせずに挑いどめば高山病のリスクが上昇する高さだ。

　ぐらつく視界に、痛む頭、締しめ付けられるような胸むね。全すべて無視して、水平に夜空をかっ飛ぶ。まるで磁じ石しやくで吸いつけられるように少年と少女はキャノピーの開いた戦闘機の主しゆ翼よくへビタリと張り付く。

　あらゆる生命の危機は、たった一点をクリアするだけで解決できる事を恭介は知っている。

「気をしっかり！　被召物マテリアルを呼び出す前に気絶されたら元も子もない!!」

「うん。そっちこそ、ここで召しよう喚かん師しが意識を失ったら爆ばく盛もりヤバい、真っ逆さまだから」

　ブラッドサインで球形の白い光『白しろ棘とげ』を突き放つ。

　空間に直接浮うかび、基準面である人工霊場に相対速度を合わせる立方体───六×六×六、都合二一六個の赤い球形の光の集合体───に直ちよく撃げきさせ、『薔薇ばら』の塊かたまりを無数の『花弁』へ分解させる。低、中、高、極低音。ほうぼうへ散らばった真っ赤な光の流線が、空間に開いた握にぎり拳こぶし大の黒い穴『スポット』へと叩たたき込まれていく。

　同時。

　城山恭介の肉体はあらゆる外的・内的要因から身を守る防護円に包まれ。

　イザベルの全身は一挙に変質し、三メートル大の半はん透とう明めいの赤い粘ねん液えき『始祖の赤ｂ』と化す。

　恭介を苛さいなんでいた痛みの全てが一いつ瞬しゆんで吹ふっ飛んだ。

　そして勝負もまた、瞬まばたきの間で決まる。

「くっ!!」

　敵方の召喚師と依代は莫ばく大だいな風圧に叩かれ、もはや地上（というか、厳げん密みつには戦闘機の上）に立つ事はできなかった。ただただ後方へ弾はじかれ、人工霊場の端はしである透明な壁へき面めんに両足を着けている。

　そしてそのまま女性召しよう喚かん師しはリボルバー式のグレネードランチャーを放り捨て、水分を集め、渦うずのように巻いて独自のブラッドサインを生み出した。そこから『白しろ棘とげ』を放つまでの瞬しゆん発ぱつ力りよくは、確かに褒ほめられたものだった。

　だが遅おそい。間に合わない。

　変化が傍かたわらの依より代しろを巻き込むより早く、イザベルの粘ねん液えきがねじれ、錐きりのように尖とがる。そのまま突とつ撃げきする。未いまだ少女のままの依代へと突撃し、その鳩尾みぞおちへと容よう赦しやなくめり込む。メシィ!!　という鈍にぶい音と共に、その意識を正確に刈かり取る。

　無意識状態では依代は機能しない。

　かつ、すでに『白棘』を放ち、防護円で召喚師が守られている以上、敗北時のペナルティだけはそのまま通る。

　がくんっ!!　と召喚師と依代の全身から力が抜ぬけた直後、彼女達の体が人工霊れい場じようの端はし、壁かべと化した一面をすり抜けた。戦せん闘とうの標的から外はずれ、完全無力化された人間は人工霊場の壁に阻はばまれない。そのまま暴風に吞のまれて暗くら闇やみの中へと消えていく。わずかに、その行方ゆくえを目で追い駆かけそうになった恭きよう介すけだったが、

《心配ない、パラシュートは高度に合わせて勝手に開くから。ぶわさー（棒）って》

「だね。先を急ごう」

　告げた直後、恭介の意図を正確に汲くんだイザベルが、半はん透とう明めいの粘液を動かして足元の戦闘機を菓か子し箱ばこのように叩たたき潰つぶした。

『人工霊場は基準面を持ち、それが破は壊かいされた場合、最初に人工霊場を張った側の召喚師が次に足を着けた面を新しい基準面にする』。

　自由を得た召喚師と被召物マテリアルが暗い空を舞まう。

　足場を崩くずして疑似重力を失った途と端たん、猛もう烈れつな烈れつ風ぷうを浴びて彼らの体が激しい風圧で真後ろへかっ飛ぶ。全すべては計算済み。大空を舞う二人は次の足場を目指す。

　時に無人高機動機ブリザードの主しゆ翼よくに立ち、その翼つばさをへし折って次の機体へ飛び移り、有人指し揮き管かん制せい機きコールドウェーブの機首の裏側に立ち、やはり召喚師や依代が顔を出す前に戦闘機ごと紙箱のようにねじり潰して無力化を続けていく。難しいのは純じゆん粋すいな無人機を標的として新しい人工霊場を張る事はできない点だが、初めからそうだと理解していれば利用は容易たやすい。どっちみち、『チェイン』中も防護円は展開されるので、不死身は不死身なのだから。

　次々と。

　風に乗って、枝から枝へ渡わたるように。

　着地と跳ちよう躍やくを繰くり返し、飛び去る際には足場にしていた戦闘機を破壊していく。

　こういう時、属性やコストによって自在に個体を変へん更こうできる被召物マテリアルは効果的だ。何故なぜなら体を自由に切り替かえる事で、空力、揚よう力りよく、空気抵てい抗こう、空を飛ぶのに必要な材料を適時入れ替え、調達できるのだから。

　常に一定の防護円に守られる恭きよう介すけも、被召物マテリアルに寄り添そう事で多少の恩恵は得られる。ブラッドサインの先を突つき出すだけでも、体はぐるりと大きく回る。

　九〇秒の『チェイン』待機時間は新たな人間の敵を捉とらえれば更こう新しんできる。言ってみればタイムボーナスのような感覚で、有人機、無人機を交こう互ごに撃げき破はしていく。

　あっという間だった。

　死を招く鋼こう鉄てつの鳥も、第一線の召しよう喚かん師しの前では夜空を彩いろどる花火でしかなかった。

　そして。

　最後の一機。

「ひっ、ひっ!?」

　コールドウェーブの機上にて、城しろ山やま恭介は無機質な瞳ひとみを足元に向けていた。強化ガラスでできたキャノピー越ごしに、コックピットからこちらを見上げるパイロット達は、すでに外へ出る気力もないらしい。

　頑がん張ばって機体を振ふり回しているが、時間の無む駄だだ。人工霊れい場じよう展開時は、どんな事があっても召喚師や依より代しろは基準面から振り落とされる事はない。こんな基本の基本を忘れている時点で、向こうの頭は完全に真っ白になっているだろう。

「早く出て、何か呼び出せ。瞬しゆん殺さつされればパラシュートで逃にげられる」

　コンコン、とキャノピーをブラッドサインの先せん端たんでつつき、恭介は唇くちびるの動きで知らせる。

「戦せん闘とう中は、依代も被召物マテリアルの凶きよう暴ぼう性せいを完全に抑おさえる事はできない。最初の一発目が放たれる前に決断しなければ、生身のまま攻こう撃げきを受ける事になる訳だが」

　恭介は約束を守った。

　完全に戦意を失っていた召喚師と依代のペアを五秒もかからずに撃破すると、無人になった戦闘機の機首の上で依代にこう尋たずねた。

「被召物マテリアルはどれだけ抑えていられる!?」

《『チェイン』待機時間の今だけならほぼ一〇〇％、爆ばく盛もり問題なし》

「ではそのまま維い持じ。これからもう一仕事するから!!」

《イザベルはもっと説明してほしい。はにゃーん（棒）？？？》

「ヤツらの母ぼ艦かんを襲おそう。次が飛び立つ前に」

　今は緊きん急きゆう脱だつ出しゆつ用ように強化ガラスのキャノピーが開いているため、コックピットは剝むき出しだ。だが恭介は操そう縦じゆう桿かんなどいちいち握にぎらない。機首から主しゆ翼よくへひらりと舞まうとそのブラッドサインの先を主翼の端はしへ押おし付けた。厳げん密みつには、切り裂さく空気の流れを変える事で機体の向きを変更させるためのフラップへと。そのまま全体重を掛かける。

　がくんっ!!　と。

　直後に、磁じ石しやくのように恭介達を張り付けたまま、戦闘機は大きく回転を始める。







　空母というといかにも大おお仰ぎような軍事機き密みつの塊かたまりで、一〇本指で数えられる程度の大国にしか開発できないものと思われがちだが、これは厳密には事情が異なる。

　ようは、最新式のカタパルトを搭とう載さいできるか否いなかというのが焦しよう点てんになっていて、逆に言えば、蒸じよう気きなりリニアなり、こうした短たん距きよ離り発はつ艦かん用のカタパルトを使わない空母なら割と簡単に手が届くのだ。

　例えば、スキージャンプのようなスロープ式のジャンプ台を使った空母であれば。

　その『イリーガル』の一派が使っていたのも、耐たい用よう年数を過ぎて解体される予定だったボロボロのタンカーを（書類を誤ご魔ま化かして）買い叩たたき、即そく席せきで組み立てられるスロープ式のジャンプ台を取りつけたものでしかなかった。

　管制・早期警けい戒かいレーダーなどは時代遅れで、また、護ご衛えい用ようの艦隊もない。しかし国家以外の犯罪勢力が、第六・五世代の戦せん闘とう機きを二桁けた単位で自由に飛ばせる環境を整えただけでも十分過ぎる偉い業ぎようと言えるだろう。

　そこへ。




　ゴッッッ!!!!!!　と、まともに戦闘機が墜つい落らくした。

　まるでオレンジ色の洪こう水ずいのように、横一線の爆ばく炎えんはスロープ式のジャンプ台を粉々に砕くだく。




　最初、味方が落ちたと思われただろう。

　舌打ちしながらもパイロット達を助けるために消火活動に向かったクルーもいただろう。

　だが、すぐに息を吞のむ。

　そこはもう召しよう喚かん師しの領域。

「待機時間の九〇秒で間に合ったようで何より」

　知らずに人工霊れい場じようへ飛び込んできた若者達を『チェイン』の輪の中に閉じ込め、新たな一〇分間を獲かく得とく。そして紅ぐ蓮れんの炎ほのおの中に立つ少年はブラッドサインを肩かたに担かついで短く言い放った。




「では、第二ラウンドを始めようか」




　人の形をしたその災さい厄やくは、流星のように落ちてきた。

　かの暴ぼう虐ぎやくは一いつ般ぱん兵力も『イリーガル』の召喚師も巻き込み、最終的に偽ぎ装そうタンカー空母が真っ二つに折れるまで続いたという。
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　　　　１




　時差ボケの頭には寝ね起おきがキツい。

　自宅代わりに使っているクルーザーのキャビンスペースにあるダブルベッドの上で、目覚まし時計のベルに頭を叩たたかれながら、城しろ山やま恭きよう介すけはごしごしと目元を擦こすっていた。

　仕返しに、ベッドサイドの目覚まし時計のスイッチを叩く。

　そして何故なぜだかダブルベッドの中には黒くろ猫ねこの動物着ぐるみパジャマを着た依より代しろ・イザベルが潜もぐり込んでいた。

「……、」

　しばし、ボーッとした頭を回そうとした恭介。

　だが途と中ちゆうで力尽つき、衝しよう動どうのままに二度寝に入ってしまう。

　布団の中から少女の声が響ひびいた。

「体を張った渾こん身しんのボケに付き合ってくれないと哀かなしい。ずーん（棒）」

「？」

　何だこれは。

　布団の中から何か聞こえてこないか？

　茫ぼう洋ようとした頭で中をまさぐってみると……何だろう。なんか柔やわらかくて温かい……本当に何だ？　おまんじゅう？？？　にしては少し小さめなような気も……。

「というか、真正面からまさぐられるとイザベルは細盛り程度には対応に困る」

　ようやく現実に頭が追い着いた。

　それはまだ彼が『不殺王アリス（ウイズ）ラビツト』ではなかった時代。遠い遠い夏の日に置いてきた、屈くつ辱じよくのおねしょの記き憶おく。初め信じられず、かと言っていつまでも現実的な違い和わ感かんから目を逸そらし続ける事もできず、恐おそる恐る布団の中を覗のぞき込み、そして百ひやく戦せん錬れん磨まの召しよう喚かん師しは幼い少年だった頃ころのように絶ぜつ叫きようしていた。

「うわあああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!!???」

「やっとの正しいリアクション、ぴんぽんぴんぽーん（棒）」

　驚おどろきと衝しよう撃げきとわずかな哀しさが入り混じり、勢い良くベッドから転がり落ちるところまでがあの日のままであった。

「ななななんなん何でここに!?」

　唯ゆい一いつ、ダブルベッドの上で四つん這ばいの黒猫パジャマだけが世界に君臨していた。

「にゃにゃーん（棒）。イザベルは空中戦の報ほう酬しゆうをもらっていない」

「は？」

「電でん撃げき亭ていのホビーセットで手を打ったはず」

「Ａ区画の国際空港でまた明日と別れたはず。なのに何故なぜ!?　それ以前にどうやってクルーザーに入ってきたのかな。ピッキング？　メルティング？　あるいは電動ドリル？　怒おこらないから正直に言ってごらんよ!!」

　すると、ベッドの上でネコ科の精神を降ろした少女の顔が不ふ機き嫌げんになっていく。

「……イザベルは契けい約やく違い反はんには爆ばく盛もり厳しい罰ばつを与えるつもり」

「だからそれ以前に法律違反だようー一いつ般ぱん人じんから忘れられる召しよう喚かん師しだの依より代しろだのだからって社会から乖かい離りしていくのやめようようー侵しん入にゆう方法によっては壊こわれた鍵かぎを交こう換かんしなくてはならないんだからさっさと話しておくれようー」

「そんなこんなでチーターの構えで爆盛り出発進行！　しゅたーん（棒）」

「っ!?　何で怒っているのが僕ぼくであなたが飛びかかってくるのかーっ!?」

　全身のしなやかな筋肉にベッドのスプリングの力まで借りて、黒くろ猫ねこパジャマが怒ど濤とうの勢いで発射された。恭きよう介すけは為なす術すべもなく巻き込まれ、そのまま二人してごろんごろんキャビンの床ゆかを転がっていく。

　年とし端はもいかない少女から全力全開の馬乗りをされた恭介は、仰あお向むけのまま両手で自分の顔を覆おおってめそめそしていた。

「もう、何でも良いからさっさとどいてはくれまいか……」

「何でも良いけど報ほう酬しゆう。じゃないと新しいオーダーを受ける気ない」

　ぼすっぼすっ、とイザベルはその場で腰こしを上下させて恭介をせかす。

　傍はたから見れば艶なまめかしいかもしれないが、実際に鳩尾みぞおちへ受ける衝しよう撃げきは『ボクサーのトレーニングでお腹なかにデカいボールを落とすアレ』よりもきつい。

「早くー早くーホビーセット電撃亭のホビーセットが欲しーいー」

「げうっ、げぶっ!!　だっ、だからあなたが僕の上からどかない限りは前後左右一歩たりとも進めない訳だが……!!」

　すると黒猫パジャマは上下の動きをピタリと止め、代わりに小首を傾かしげた。

「んん。報酬がないとタスクを完了できないけど、新しいタスクを組まないとすぐそこにある報酬をもらえない……」

　ぐるぐるぐるぐる、と何やら瞳ひとみの奥おくに渦うず巻まきみたいにどんよりした光をたたえた後、

「……ぐぐぐ（棒）。ああダメだ、爆盛りで色々分からなくなってきた」

「おやあ!?　何でそこで人様の首を絞しめにかかるのか……!?」

　とりあえずどったんばったん下から突つき上げ馬乗りのイザベルを振ふり落とす。

　クールダウンまでに三〇秒以上も必要だった。

「いっイザベルは電撃亭のホビーセットを……」

「分かった分かった。あれ、モーニングでもやっているんだっけ……？」

　こんな調子ではのんびりシャワーを浴びている暇ひまもなさそうだ。最低限顔だけ洗うと、シャワースペースを使って学生服に着き替がえる。今日も学校はあるのだ。二重生活をしている恭きよう介すけだが、『可能な限り』はどちらもおろそかにはしたくない。

　イザベルもイザベルで、無人のキャビンスペースで例の赤い軍服に着替えていたようだった。恭介を待っている間退たい屈くつだったのか、テレビのリモコンを握にぎって勝手に朝の情報番組を眺ながめている。

『五月病なんて吹ふき飛ばして、初夏に第二のハロウィンを作ろう！　トイドリーム35では一足遅おそい魔ま女じよの夜、ディレイ・ヴァルプルギスのキャンペーンを実じつ施し中ちゆうです。当方では皆みな様さまの仮装を積極的に推すい進しんしており、なんと期間中の仮装参加者には各種の優ゆう遇ぐう措そ置ちを……』

「ほら行くよ。ホビーセットが待っているんだろう？」

「うん、サバクロ人形がイザベルを待ってる！」

　二人してクルーザーの外へ出る。

　トイドリーム35は財政破は綻たんに陥おちいった日本の地方都市を、外資系遊興企き業ぎようが丸ごと買い取り、巨きよ大だい遊園地として作り替えた街だった。その大部分は海の上に建つ超高層ビルの群れであり、それらを繫つなぐ形で、何重にも重なった巨大陸橋が蜘蛛くもの巣のように張り巡めぐらされている。

　恭介達のいたクルーザーは街の最下層、海に面したハーバーで、四角い巨大ビルの一階部分（つまり喫きつ水すい線せんの辺り）には大たい抵ていこんな感じで大量のクルーザーや水上ボートが停てい泊はくさせてある。

　ビルから飛び出た突とつ起きなんだかクルーザーとの衝しよう突とつ緩かん衝しよう材ざいなんだか良く分からない小道を使うと高確率で足を滑すべらせて落っこちるため、ご近所の馴な染じみで船から船へ飛び移りながら、直近の階段を目指す。

　何度も折れ曲がる格好でビルの壁かべに張り付いている非常階段を使って一定の高さまで上がると、ようやく巨大陸橋へ。人の群れの中に身を投じる事ができた。例の仮装キャンペーンなのか、あっちこっちに魔女や赤ずきんの格好をした人達が溢あふれている。

「ハッピーヴァルプルギス!!」

「おらー、ドーナツ出せー！　さもなくばワンコイン寄付だ!!」

「ござるござる。ござるザムライもガーゴイルに変身でござる！」

　もうなんていうかトンボ羽の妖よう精せいさんだの灰色の着ぐるみだのしっちゃかめっちゃかだ。ただコスプレと言っても武器の類たぐいはアウトなのか、サムライやくノ一なんかが警官に叱しかられている場面もあった。

「もっともっと、早く早く」

「朝ご飯は逃にげないよ」

「サバクロは大人気だから売り切れていたら大変。爆ばく盛もりで、爆盛りダッシュで！」

「ん？　さばくろ？？？」

　背広の社会人に様々な学生服を纏まとう生徒達、そして朝っぱらから気の早い仮装集団の外国人観光客などでごった返す巨きよ大だい陸橋。元は片側三車線の幹線道路に匹ひつ敵てきする幅はばがあるというのを忘れそうな感じだ。

　デカいカボチャの着ぐるみやセクシーなバニーガールなどの人の流れに従って歩き、そして途と中ちゆうで曲がってビルの一つに入る。

　ハンバーガー、フランクフルト、バーベキュー、ビーフステーキに炭酸飲料……。『外資系の遊園地』らしく、トイドリーム35に居並ぶ飲食店はどこかアメリカンでジャンクなものが多いのだが、その中で電でん撃げき亭ていはさらに無む秩ちつ序じよに大暴れしているとして一部で知られる店てん舗ぽだ。劣れつ勢せいを強しいられる国内チェーンが多い中、逆に海外へ殴なぐり込みをかけてある程度の成功も収めているらしい。ジャンルとしてはファミリーレストランに分類されるのか。丼どんぶり、プレート、定食、御ご膳ぜん、ランチ……まあメニューの中身は雑多というか何というか。この辺りのいい加減なこだわりもまた、『日本製のチェーン店』らしいと言えばらしいのか。

　それなりに混雑しているせいか、テーブル席は取れなかった。案内されるままにカウンター席に誘ゆう導どうされ、二人で並んで座る羽目になる。

「しゅたーん（棒）。店員さん、イザベルはホビーセット一つ！　サバクロの食しよく玩がんがついているのは分かっている!!」

　サバクロっていうのは何なんだ……？　と何となく渋しぶい魚料理のようなものをイメージする恭きよう介すけ。が、メニューのフェア紹しよう介かいコーナーにはこうあった。

『まさかのマスコット系ダークヒーロー、サバクロ！　黒い裁さばきが悪を討うつ!!』

　細かい事は良く分からないが、どうやら目つきの悪い二足歩行の黒くろ猫ねこの事らしかった。二・五等身くらいの頭でっかちの猫が両手（？）でワイヤーを握にぎっている。

　こんなのが年間収益五〇〇〇億とか超こえる国際戦略商品に化ける訳だから、やはりトイドリームという遊園地の街は独特だ。キャラクターの価値が油田並みに重宝されている。

「何でそんなにこだわるの？　それ、ようは洋食のプレートに小さなオモチャがついてくる、大人も安心して頼たのめるお子様ランチとかいうヤツだろう」

「内容は関係ない」

「？」

「契けい約やくが果たされた事を証明してタスクを閉じるのが爆ばく盛もり大切なの」

　ちなみにモーニングメニューにはシリアルと牛乳の組み合わせはないようで、絶望した恭介はエッグベネディクトとシーフードサラダとアイスコーヒーのセットを注文していた。

　注文した品がやってくるのを待つ間、イザベルは小さな体を左右に振ふりながらこんな風に言ってきた。

「これからどうするの？」

「ああ、あの件か。昨日の空中戦は予想外の展開だったけど、こっちがやる事は特に変わらない訳だが。言われた通りに仕事をしよう」

「こんな事なら最初から契けい約やくしていれば良かった」

「しなくても解決できる仕事なら、契約する必要もなかっただろう？」

　と、その時だった。

　恭きよう介すけのすぐ隣となりに、誰だれかの手が割り込んできた。ウェイトレスさんかな、と思った恭介だったが、目をやってみると他の客だった。簾れん堂どう明あき也や。一見すると茶ちや髪ぱつをセミロングにした少女だが、実際には女子生徒用のブレザーとプリーツスカートを着用する男子生徒にして、恭介のクラスメイトその人である。

　ただ、今日は格好が違ちがう。ディレイ・ヴァルプルギスに乗っかったのか、朝っぱらから三角帽ぼう子しにマントの魔ま女じよになっている。

　向こうも向こうで、椅子に腰掛けてから初めて恭介の存在に気づいたような顔で、

「おっ。どしたの城しろ山やまちゃん、スーパーの惣そう菜ざい派はがソトメシなんか頼たよっちゃって」

「色々あるの」

「何だよ冷蔵庫か電子レンジでも壊こわれやがったか？」

「それより何それ、その格好」

「ああこれか？」

　クラスメイトは両手を広げてミニスカートの衣装を見せびらかしつつ、

「魔女か妖よう精せいかで迷ったんだけどよ。ほれキャンペーン中はコスプレしていると買い物が割引になるだろ。確かこのファミレスも一五％オフだったはずだぜ。つかそっちの軍服の娘もコスプレじゃねえの？」

「そうではなくて、これから学校ではなかったっけ？」

「馬ば鹿かだねこの子犬ちゃんは。むしろ朝から晩まで制服着ているヤツの方が気が知れねえよ。つんつるてんか」

　ミニスカートの魔女となった簾堂は卵かけご飯をベースにした和食系のモーニングを注文しながら、

「そういや知ってるかよ、転校生の話」

「初耳」

「残念な事に野や郎ろうだってよ。やっぱりさ、そうそう簡単に美少女、ミステリアス、処女のスリーセブンが揃そろうって事はねえんだな」

　ご覧の通り、簾堂はあくまでファッションとして女物の衣装を選せん択たくしているだけで、根っこから『男の娘こ』な訳ではない。

　卵かけご飯のセットを持ってきたウェイトレスさんに片手を振ふって愛想を振りまくウィッチ簾堂を見ながら、ふと恭介は眉まゆをひそめ、そして今さらのように気づいた。

　後から注文したはずの簾れん堂どうの方が先に届いている。という事は……、

「ああ、これはまずい……」

「何がよ？」

「ちょっと厨ちゆう房ぼうに出かけてくる」

「どしたの城しろ山やまちゃん!?　シェフを呼べとか言い出すタイプ？」

　素すっ頓とん狂きような声を無視して恭きよう介すけは席を立ち、後をついてくるイザベルと一いつ緒しよにスタッフオンリーの戸を潜くぐる。

　最初、驚おどろいたような顔をする料理人達であったが、

「うっ？　あれ……？　あっ、そうだ、注文忘れてる!!」

「思い出していただけたようで何より」

　召しよう喚かん師しや依より代しろは、視界から外はずれるとその存在を忘れられる。機械的な注文票は残っていても、入力ミスだろうと誤認されたらおしまいだ。

「あ、その、ええと、もうこのような事はいたしませんので、元の席で待っていていただけると……」

「それが結構重たい食物アレルギーなもので、失礼ですが調理手順を見せていただいても？」

「ぬーん（棒）、イザベルのホビーセットも忘れられたら爆ばく盛もり困る」

　料理を一つ頼たのむのも大変だ。

　学校の学食みたいに、カウンターの奥に厨房が見えるくらい簡単な構造ならここまで苦労する事もないのだが。

　そしてようやく作ってもらった料理と一緒に元の座席の方へ戻もどってみれば、やはりウェイトレスさん達から『忘れられていた』のか、すでに自分達の席は他の客の尻しりで埋うめ尽つくされていた。

「……、」

「……、」

　もう、近くの壁かべに額ひたいを押おし付けて哀かなしむしかなかった。




　　　　２




　結果、ほとんど立ち食いのような有り様で朝食を取った後、恭介は一度イザベルと別れる事にした。

「学校が終わるまで暇ひまは潰つぶせそう？」

「爆盛り大だい丈じよう夫ぶ。その気になればイザベルは窓まどだって割れる、びゅんびゅん（棒）」

「この際、もう鍵かぎを開けるまでなら許そう。だが壊こわす系はナシだ」

　でもって恭介は一人、Ｒ区画内の正方形の敷しき地ちにある高校の校舎へ。教室に入ると、クラスメイトの図書委員ちゃんがこっちに気づいたようだった。

　流石さすがに校内に入ってしまえば、もう一面はいつも通りの制服だらけだ。狼おおかみ男おとこやフランケンシュタインが闊かつ歩ぽするような事はない。

「おはよう城しろ山やま君」

「うん。図書委員ちゃん何か今日早くない？」

「名前ね名前」

　……彼女は彼女で幽ゆう霊れい『雨中の少女』を巡めぐる召しよう喚かん師し達の戦いに巻き込まれたはずだが、最終的に事件そのものが『発生しなかった事』になったため、図書委員ちゃんもまたその時の記き憶おくを保っていない訳だ。

「図書委員ちゃんってあれやってるの？　ディレイ・ヴァルプルギスとかいう……」

「うっ!?　どこで聞きつけた、コスプレイベントのせいであたしがバイトでネコミミ少女っていうかネコレオタード少女になっているって話!!」

「あの、図書委員ちゃん……？」

「げっ、勇み足踏ふんだ!!　言っておくけど健全なお仕事だからね、やましい事はございません！　ただの配送業でございます!!」

　顔を真っ赤にして、何かしらの誤解を解きたいらしい図書委員ちゃん。だがその誤解自体が彼女の勝手な自家生産なのだからもうどうして良いやら。

　というか、『あの事件』が改変された後もバイト少女なのは変わらないらしい。

　ややあって落ち着いたのか、図書委員ちゃんはこんな風に話題を振ふってきた。

「とほほー。というかあれはバイトの制服みたいなもんで、あたしの趣しゆ味みとかセンスじゃないんだけどね。何事も色いろ眼め鏡がねっていうか、昨日もバイト絡がらみで酷ひどい目に遭あったし」

「なに、セクハラ系とか？」

「ある意味もっと!!」

　思い出しぷんすかで図書委員ちゃんの血圧が上がってきた。

「あたしがやってるのは自転車使ったエコなサイクル便なんだけどね、たまにあるんだよ。用済みのペットとか位い牌はいとか謎なぞの荷物を届けろパターン！　しかも荷札もテキトーだから目的地不明でこっち預かり、文句も言えないし突つき返せないし!!」

「ああ、振り込め詐さ欺ぎもＡＴＭじゃなくてバイク便使うって話があったっけ」

「でもってここ最近多いのが『少女使いガールズバツクドア』っての。ネトオクなんかでさ、その名の通り、年とし頃ごろの女の子を意のままに操る高額商品が出・品・中！　なーんかこれ、噂うわさの出所はトイドリーム35の中らしくてね。何でか知らないけどこっちまで警察に呼び止められて事じ情じよう聴ちよう取しゆされる始末だよ、信じられる!?　えーチミチミ、まさかと思うが手数料をもらってオークション詐欺に加担していたのではないかね、だってさ！　イラつく!!」

「……具体的に何なのそれ？　こめかみにプラグでも挿さして脳みそを書き換かえるとか？」

「知らないよ。ていうか信しん憑ぴよう性せいなんてゼロじゃん？　モノそれ自体より、そんな噂うわさを使ってオークションで荒あら稼かせぎしようとしている事の方がヤバいんだって。別に厚紙で作ったカードでも、ラベルを剝はがしたヘアスプレーでも、プラスチックの振ふり子でも、何だって良いのよ」

　言いながら、図書委員ちゃんはスマホの画面をこちらにずずいと突つき付けてくる。

　ネットオークションの画面には、確かに『少女使いガールズバツクドア譲ゆずります』といった内容の出品がいくつも軒のきを連つらねていた。一通り指先でスクロールさせても終わりが見えない。

　見本の写真画像を眺ながめる限り『形』はバラバラで、得体のしれない古書から手製のレーザーガンみたいなものまで、とにかく雑多。ムーブメントはムーブメントで間ま違ちがいないのだろうが、図書委員ちゃんの言う通り、『少女使いガールズバツクドア』そのものがどうこうと言うよりも、そう名前を付けておけばどんな廃はい品ひんだって高値で売り捌さばける、といったニュアンスの方が近いかもしれない。

「それにしても、結構すごいね。三万、四万なんて数字がゴロゴロ並んでいる訳だが。オークション制だっていうのを差し引いてもこれは……」

「でしょー？　つーか『女の子を意のままに操ってみたいヤツ』が潜せん在ざい的てきにこんなたくさんいるんかい！　それだけでもう十分に脅きよう威いだよ!!　って感じなんだけどね」

「でもほら、雑誌の裏とかに載のってる幸運のネックレスとかブレスレットとかも、『女性にモテモテになりました』って胡う散さん臭くさい体験談を載せまくっていなかったっけ？　ああいう層がごっそりオークションに流れてきただけで、『総数』自体は昔からあんまり変わらないかもよ」

「それ、最近ゴキブリが増えたんじゃなくて、前からタンスの裏にわさわさいたけど気づかなかっただけ、って言っているのと同じだよね？　ちっとも救えない！　鳥とり肌はだ立ちそう!!」

　……ちなみにその手の『幸運系』グッズ、女性が男性にモテる効果の商品はないんだろうか？　流石さすがに少女漫まん画が雑誌や女性向けファッション誌まで常時チェックしている訳ではない恭きよう介すけには、あまりその辺りの通つう販はん広告事情を把は握あくできない。

　そこへファミレスでも一いつ緒しよだった簾れん堂どう明あき也やが教室へ入ってきた。途と中ちゆうのどこかで着き替がえてきたのか、いつの間にか魔ま女じよから女子の制服に切り替わっている。

「うおーっす諸君！　あれ？　城しろ山やまちゃんって朝も一緒じゃなかったっけか？？？」

「混雑していたから離はなれ離ばなれになったんだよ、きっと」

「それよりもだ!!」

　横から図書委員ちゃんが割り込んでくる。

「アンター！『少女使いガールズバツクドア』って品目で五つも六つもネトオクに出品しまくって荒稼ぎしてんでしょ!?　なーんでこんな胡散臭い小こ遣づかい稼ぎのためにあたし達が汗水垂たらして街中走り回らなくてはならないのかー!?」

「ばっかジョークグッズだってありゃあ！　別に騒さわぎに便乗して騙だましている訳じゃねえよ!!　効能の説明についてはあくまでも個人の感想ですっ!!」

「がるがる！」

「だっ、大体よ、俺おれが馬ば鹿かな野や郎ろうどもから金を巻き上げておけば、そいつらが本物の『少女使いガールズバツクドア』を手に取るチャンスを潰つぶせるって事だろ？　ま、ほんとにあればの話だが。俺は事前に悪事を阻そ止ししているんだって。むしろ街の平和を守る影かげのヒーロー、ダークパラディン簾れん堂どう明あき也やは褒ほめられるべきだ!!　なあおい城しろ山やまちゃんも何とか言ってやってくれよう!!」

「嬉き々きとして買い取る方も買い取る方だけど、それはそれとしてアンタのやり方は気にいらーん！　楽して儲もうけやがって、勤勉なバイト少女をなめんなよ、がおー!!」

　逃にげる女装少年に追う図書委員。視界から外はずれた途と端たんに忘れられてしまう恭きよう介すけだったが、それでも彼は変わらない日々を前にしてそっと息を吐はいていた。

　目的のためなら神話の神々さえ踏ふみ台にする召しよう喚かん師しにだって、平へい穏おんを愛する心くらいはある。

　いつまで保つか分からない平穏であったとしても。
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　三時間目は移動教室なので、休み時間の終了間際に廊ろう下かを歩いていると、反対側から長い黒髪を先の方で縛った生徒会長の紅べに小こ道みち楓ふう希きがやってくるのを目もく撃げきした。

　向こうも向こうで、こちらに気づいたようだ。

　体操服を着ている彼女の方は、これから体育だろうか。

「よう城山少年。もしも家庭科で調理実習だというのなら、後で私に声を掛かけてくれたまえ」

「僕ぼくの選せん択たく科学は物理ですよ。多分糸で吊つるした鉄球をカッチンカッチン鳴らすだけです」

「何だ、残念」

「化学の方はアイスキャンディー作るみたいですけどね。ザクザク氷の中に塩を振ふって摂せつ氏し〇度以下まで温度を下げる実験の一いつ環かんだとかで」

「君なぁー!!　もう今からでも良いから選択変へん更こうできないのか!?　そしてアイスが食べたくなってきたあ!!」

　……この人は何か食べられるならちゃんと洗っているんだかどうだかも怪あやしい学校の試験管で作ったアイスキャンディーでも構わないんだろうか、と恭介はちょっと遠い目になる。

　と、そこで紅小道楓希の携けい帯たい電話がブーブーと振しん動どうした。

　画面を見てわずかに顔を曇くもらせているようだが……、

「どうしたんですか？」

「ああ、何だか知らんが近所のガキンチョに懐なつかれていてな。まったく、学校行ってる間はケータイはやめろと言ってあったはずなんだが、これは後で教育する必要があるかもしれん」

「……、」

　静かに目を細める恭介だが、生徒会長は気づいていない。

「私の趣しゆ味みは、もっと、こう、トレンチコートとウィスキーの似合うハードボイルドなオジサマ系なんだがなあ。世の中ってのはなかなか上手うまくはいかないよ」

　言いながら、紅べに小こ道みち楓ふう希きは携けい帯たい電話を元の場所にしまう。

　というか体操服にはポケットとなる場所がないので、なんか今ブルマの中、サイド部分に突つっ込んだような気がするのだが……？？？

「それより先せん輩ぱい、前々から疑問だったんですけど、何で女子って未いまだにブルマなんですか？」

「うん？　トイドリーム系の学校では珍めずらしくもないぞ」

「理由になっていないような」

「はっはっは、ここは子供の夢と大人の希望を叶かなえる街だからなあ」

「だから理由になっていないのに……!!」

　結局謎なぞは解けないまま、紅小道楓希は片手を振ふって立ち去ってしまう。

　彼女も彼女で、かつては自身の目的のために世界の秩ちつ序じよの破は壊かいすら厭いとわなかった『イリーガル』の依より代しろだったはずだが、今ではその事件自体が存在しなかった事になっている。紆う余よ曲きよく折せつあり、今もまだ『イリーガル』に在ざい籍せきしているんだかいないんだか深くは突っ込んでいない状じよう況きようだが、少なくとも、命の奪うばい合いをするような関係ではなくなった。

　と、

「城しろ山やまさん」

　今度は後ろから声を掛かけられた。

　振り返れば、黒くろ髪かみをショートヘアにした女子生徒が立っていた。

　どこか陰かげのある年上の少女は、かつて新聞記事に海うみ恵え祥しよう子こという名で掲けい載さいされ、街の噂うわさでは『雨中の少女』と呼ばれていたはずだった。

　今となっては墓石に名が刻まれる事もなく、こうして普ふ通つうに学校に通う『生きている』少女でしかないのだが。

「これから移動教室かしら」

「次は選せん択たく科学で」

「あら、選択……。そうすると、涼りよう子こちゃんはどこに向かうか分かる？　これを渡わたしておきたいんだけど」

　彼女が持っているのは英和辞典のようだった。知り合いの間で貸し借りしているらしい。……これくらい二、三〇〇〇円も払えばスマホの中にでも入ってしまいそうなものだが、未だに『授業中は禁止ルール』が横たわっている訳だ。

　が、恭介が気になったのはそこではなく、

「涼子……？？？」

「うーんと、そうねえ……図書委員、と言えば分かるのかしら」

「ああ!!　……涼子？」

　答えを知ってなお怪け訝げんな顔をする恭きよう介すけ。よっぽどしっくりこないらしい。

「図書委員ちゃんなら生物だから、新館の三階の方では……」

「なるほど、文系でも唯ゆい一いつ穴あな埋うめ問題の丸暗記で満点が取れるあの生物ね」

　これ以上やれる事もなさそうなので、恭きよう介すけはひらひら手を振ふってその場を立ち去ろうとする。

　が、その直前で海うみ恵え祥しよう子こはこう囁ささやいた。

「これからもあの子をよろしくね、ウサギさん」

「っ」

　思わず振り返ったが、今度は少女の方が掌てのひらをひらひらと振って新館に繫つながる渡わたり廊ろう下かの方へ歩いて行ってしまったところだった。
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　そんなこんなでお昼休み。

　今日は朝からファミレスで二人分も頼たのんでコストが膨ふくらんでしまったため、昼食は節約気味である。よって学食ではなく購こう買ばいにおいて体育会系男子の一番人気『膨らむパン（通つう称しようは貧びん乏ぼうパン）』をゲットすると、彼は一人学校の中庭のベンチに腰こし掛かけていた。

　そこそこ花か壇だんも手入れされ、涼すずしい木こ陰かげもたくさんある中庭はロケーションとしては悪くないはずなのだが、生徒達の人気は一いつ般ぱん開放されている屋上の方に集中しているため、居心地の良さに反比例して人のいない場所でもあった。放課後になると恋こい人びと達の逢あい引びきが頻ひん発ぱつする、そして実は校舎の窓まどから丸見えだという事に後から気づく、見てんじゃねーよ見せびらかしてんじゃねーよ!!　やんのかおうやんのか!?　そして大戦争……と、面めん倒どう臭くさい事態が多発する迷スポットでもあるのだが、昼の内は静せい寂じやくを求めにやってくるのも悪くはない。

　恭介が『嚙かめば嚙むほど何故なぜだか膨らんでいく、不気味なくらい一向に口の中からなくならない』炭水化物と格かく闘とうしていると、珍めずらしく昼休みの中庭に新たな訪問者が現れた。

「うっわー、華はなの一〇代が一人メシかよ……」

「おっ、お姉ちゃん。その、そんな事を真まっ直すぐな瞳ひとみで言っちゃダメだよ」

　双ふた子ごの姉妹であった。

　冥めい乃の河かわ蓮れん華げに彼ひ岸がん。共に長いストレートの髪かみを持つ巫女みこさん達だが、蓮華が典型的な黒髪であるのに対し、彼岸は金きん髪ぱつに青い瞳と、巫女にしてはトリッキーな組み合わせだ。

『彼女達にとっては』久しぶりの邂かい逅こうのはずだが、そんな感かん慨がいが吹ふっ飛ぶくらいの寂さびしげビジョンに見えていたらしい。

　でもって恭介も恭介で押おし寄せる非常識を前に、姉妹に負けず劣おとらず死んだ目で呟つぶやいていた。

「……何で、どうして、部外者立入禁止の高校の中を堂々と巫女装束が練り歩いているのか」

「召しよう喚かん師しや依より代しろは一般人の認識を外はずれるからに決まってんじゃない」

　一見すると筋は通っていそうだが、それは『正体がバレなければ全ぜん裸らで歩いても良いじゃない』と同じで、特異体質と引き換かえに常識を捨て去っている。召しよう喚かん師しや依より代しろがいわゆる『普ふ通つうとは呼べない、現代社会から乖かい離りした装束をどれだけ好むか』も、そうした意識的なバロメータになっているのだが……。

　ディレイ・ヴァルプルギスの最中なら巫女みこ装束だってコスプレの一いつ環かんとしてみんなに受け入れてもらえるだろう、と恭きよう介すけは生温かく変へん換かんする事にした。

「で、今日は何を？」

「話があって」

　恭介が適当にベンチの隣となりを片手で勧すすめると、まず金きん髪ぱつの彼ひ岸がんがゆっくりと腰こし掛かけた。

　が、その間に割って入るように、黒くろ髪かみの蓮れん華げがどかりと座る。

「……お姉ちゃん……」

「なに？　私は彼岸を守る。だから壁かべ役なら任せておいて」

　すると、何故なぜだか冥めい乃の河かわ彼岸は一度腰を浮うかし、恭介と蓮華の間に改めて割って入る。

「なら私はお姉ちゃんを守るもの！」

「ああん!?　妹のくせに小生意気な！」

「お姉ちゃん！」

「彼岸!!」

「痛い痛い痛い痛い!!　そろそろ僕ぼくの太ふと股ももがロードローラーみたいに巻き込まれつつある訳だが……!!」

　恭介が悲鳴を上げると、ようやく二人の巫女は動きを止めた。

　ちなみにベンチの端はしまで追いやられた恭介の横に彼岸、さらにその奥おくに蓮華がみっちり密みつ着ちやくする位置取りである。危機が去ると、ようやく遅おくれて女の子らしい体温とか匂においとかがふわりと伝わってくる。

　とはいえ、何にしたって彼の求める平へい穏おん無事な世界からは遠い。

「もう、全体的にとっとと用件を済ませて僕の日常を返してほしいんだけど……」

「巻まき原はら洋よう司じ」

　と、妹の二の腕うでに絡からみつく冥乃河蓮華が、馴な染じみのない人名を口に出した。

　怪け訝げんな顔をする恭介に、彼女はノートサイズのタブレット端たん末まつを操作して突つき出してきた。

　表示されたのは履り歴れき書しよのようだ。

　顔写真の欄らんには、髪の両サイドを金色に染め、中央の黒髪部分を強調した目つきの鋭するどい少年が映っている。

「聞いた事ない？　あなたのクラスに入ってくる予定の転校生なんだけど」

　そういえば、朝食の時に簾れん堂どう明あき也やのヤツがそんな事を言っていたか。

　ただ、

「どうして、世界の裏側にいる召喚師や依代が僕のクラスの転校生の事を？」

「う、うん。その人なんだけどね、ちょっと身の回りで不思議な事が続いているって、『こっち側』でもちょこちょこマークされているんだって」

「正確には『ガバメント』周りね。私達はそっちから仕事を受けている過程で、関係筋の話を小耳に挟はさむ事ができたっていう感じかしら」

「……、」

　恭きよう介すけはわずかに黙だまる。

　一いつ般ぱん人じんの簾れん堂どう明あき也やが『また聞き』できた。肉眼で直視する事なく、忘れずにいられた。そういう点では可能性は低そうだが、一応尋たずねてみる。

「……まさか、僕ぼく達と同じ召しよう喚かん師しや依より代しろである可能性が？」

「それも含ふくめて検けん討とう中。少なくとも、『ガバメント』として登録されている訳ではないみたい。『イリーガル』は記録を開示してくれないし、『フリーダム』はそもそも自分達以外に興味がないからろくにリストも作っていない。だから一〇〇％確実な答えを求められても困るから」

「分かっている範はん囲いで」

「巻まき原はら洋よう司じそのものは、どこにでもいる高校生。きちんと書類も一式揃そろっている。前の学校では一〇人以上のガールフレンドを作っていたみたい。問題なのは、今回の転校の理由の方にあるかしら」

　そもそも、入学式を終えたばかりの五月に転校というのもおかしな話ではあるが。

「両親の転勤とか、祖父母の介かい護ごとか、そういう理由ではないと？」

　声に、蓮れん華げはわずかに黙った。

　瞳ひとみを閉じて息を吸う。

　再び瞼まぶたを開け、そして言い放った。

「自宅が火災で全焼」

「……、」

　わずかに沈ちん黙もくする恭介は、差し出されたタブレット端たん末まつを指でスクロールさせた。

　不ふ穏おんな記録が無機質な短文でずらずらと並んでいた。

　彼ひ岸がんが言うには、

「し、しかも、調べてみるとこれだけじゃないみたい。春先の学校行事の旅行の最中に土ど砂しや崩くずれに巻き込まれて学年全員が死亡、通っていたフィットネスジムがガス爆ばく発はつで全ぜん壊かい、バイト先のショッピングセンターが建物ごと倒とう壊かい、ストーカーに自宅を襲おそわれて両親が死亡。その、行く先々で大勢を巻き込む惨さん事じに立ち会い、自分一人だけきちんと生存する。そんな事を繰くり返しているの。それも、ついこの前までノーマークだった一般人の周囲で、ここ最近立て続けに。ほんの数週間の事なの」

「ちょっとしたホラーよね」

　ひらひらと蓮華は手を振ふりながら、

「なお笑えるのが、全すべての惨さん事じを引き起こした張本人として、巻まき原はらが懇こん意いにしていた女の子が関わっているっていう点。もっと言えば、まるで巻原が女の子に事件を起こせと命令していたように都合良く動いて、自みずから破は滅めつしている点かしら」

「土ど砂しや崩くずれや建物の倒とう壊かいも？」

「知ってる？　大雨の日に起きた土砂崩れだけど、警察が詳くわしく調べたらそれは関係なかったって。社会的影えい響きようを考こう慮りよして情報は伏ふせられているけど、土木用の爆ばく薬やくを抱えたまま爆発四散した女子生徒がいたみたいよ」

「……、」

　いくらドロドロに依い存そんしていたとしても、ただの男女関係でそこまで許容できる者はいないだろう。

　それこそ、『白き女王』とその信しん奉ぽう者しや達でもあるまいし。

　が、恭きよう介すけはもう一つ、気になる噂うわさを耳にしていた。転校生の存在と同じくして広まっていたのは、年とし頃ごろの女の子を意のままに操る謎なぞのデバイスが取引されている、という話ではなかったか。

　つまりは、

「……『少女使いガールズバツクドア』……」

「ああ、その話は耳にしていたの？　そっちについても『ガバメント』は興味を持ち始めているようだけど。でも、召しよう喚かん師しならこう思うよね、何も少女に限定する必要はないだろうって」

「その、召喚師は召喚儀ぎ礼れいで敗北すると、自らの奉ほうじる神を殺された精神的衝しよう撃げきをまともに受ける、というものがあったでしょう？　シンプルだけど操れる。のろのろ動く敗北者を身振りや声掛けで誘導できる状態が、二四時間以上続くっていう……」

　つまり、特別なデバイスがなくても、召喚師同士なら『人を意のままに操る事』はできる。たとえそれが他者の命を奪うばうものであろうが、自己の命を絶つものであろうが、問答無用で。

「……でも、筋は通らない」

　恭介はわずかに思案し、それから改めて口を開いた。

「それは被召物マテリアルを呼び出して戦う形に限定される。僕ぼく達がただの兵士や警備員を薙なぎ倒たおしても、そういった現象は起こらない訳だが。だとすると、『少女使いガールズバツクドア』とやらの犠ぎ牲せい者しやの女の子達は僕達と同じ業界の人間という事になってしまうけど」

「そ。召喚師や依より代しろはまともな人間の認識から外はずれるから、そもそも一いつ般ぱんの警察が事件として扱あつかう事もできない。でも、この『少女使いガールズバツクドア』の件はしっかり記き載さいされている。……『ガバメント』もこの辺りで頭を抱えているみたい。全員アワード一、二桁の超ルーキーなんて例外の線もあるにはあるけど。召喚儀礼のテクノロジーが使われているのかいないのか、使われているとして一般のブラッドサイン式召喚儀礼とは違う『変種』なのか、そして『変種』だとすれば少女を意のままに操るなんて陳腐な効果だけで終わってくれるのか。そういう意味で、優先順位の高い事案になっているみたいね」

「……、」

　───かつて、アザリア＝マゼンタレインに代表される『ガードオブオナー』は『白き女王』に謁えつ見けんし、その寵ちよう愛あいを賜たまわるためだけに、掛かけ値なしに世界を滅ほろぼそうとした。

　───かつて、紅べに小こ道みち楓ふう希きを中心とした『テロメアの終しゆう端たん』の後こう継けい者しや達は、『死のない世界』を構築するためだけに、人類の秩ちつ序じよをまとめて破は壊かいしようとした。

　そのいずれにも、ブラッドサイン式を分解し、歪いびつに再構築した『変種』が関わっていた。

　人知れず解決し、恭きよう介すけ以外の誰だれも知らない事件だってあった。

　あれと同規模の『何か』が、再び彼の前に立ち塞ふさがろうとしているのか。

『少女使いガールズバツクドア』。

　身近な誰だれかを操り、土木用の爆ばく薬やくを抱えて起爆する事さえ躊ちゆう躇ちよなく実行させる正体不明のデバイス。それだけでも、恭介の周りの世界をしっちゃかめっちゃかにかき回すに足る不気味な因子だというのに。

「おあつらえ向きに、そいつがやってきたのが『不殺王アリス（ウイズ）ラビツト』城しろ山やま恭介のテリトリーでしょ？　それを承しよう知ちで巻まき原はら洋よう司じってヤツが一枚嚙かんできているなら、相当のものよ。まあちょっと注意くらいはしておいても損はないと思ってね」

「助かるよ」

「本当にピンチだったら、その、いつでも私達も手を貸すから」

「その時が来たらね」

　それだけ耳にすると、タブレット端たん末まつをしまい、双ふた子ごの姉妹はベンチから腰こしを上げた。

　蓮れん華げは恭介の顔に人差し指を突つき付け、

「いい？　巻原洋司が関わっていると思おぼしき『少女使いガールズバツクドア』は、まだ召しよう喚かん儀ぎ礼れいの仕組みが使われているのかどうか、決まった訳じゃない。だけど、たとえ使われていなくたってヤバい事には変わりはない。むしろ、自分達の得意なフィールドから外はずれていた方が、寝ね首くびをかかれる可能性は高い。『フリーダム』のアワード９０３だろうが何だろうが、舐なめてかからない方が良いと思う」

「ご忠告どうも」

「あと、あなた。……前に会った時、左手にそんな手袋嵌めていたっけ？」

「お洒落しやれだよ」

　ひらひらと手を振ふると、少女達は首を傾かしげながらも中庭から立ち去っていった。

　恭介は黒い革かわ手て袋ぶくろを左手にはめたまま、『膨ふくらむパン』片手にベンチの背もたれに体重を掛ける。

　細く細く、ゆっくりと息を吐はく。

　直後の出来事だった。がさりと、ベンチの真後ろの茂しげみが揺ゆれたと思ったら、そこからゴミ袋ぶくろを投げるように、何かが無造作に地面へ放り出された。




　巻まき原はら洋よう司じ。

『少女使いガールズバツクドア』を持ち、その力でもって数々の事件を起こしたと目される容疑者が。




　冥めい乃の河かわ姉妹の用意したタブレット端たん末まつ、そこにあった履り歴れき書しよの少年だった。

　とはいえ、徹てつ底てい的てきに袋叩だたきにしているため、顔写真の項こうと照らし合わせてもいまいち良く分からないかもしれないが。

　あちこちに打だ撲ぼくの痕あとや内出血が見られる黒幕は、かろうじて呼吸の音が分かるくらいで、完全に四し肢しから力が抜ぬけている。意識の方もないだろう。

　恭きよう介すけは見向きもしなかった。

　ここに来て、わざわざ確認するべき事も特にない。

　ベンチの背もたれに体重を預け、青空を見上げながら、『膨ふくらむパン』をかじっている。

　後から遅おくれて、茂しげみの中からもう一つ小さな影かげが現れる。

　依より代しろのイザベルだった。

「ねえねえ、これはどこに捨てれば良いの？」

「聞いた話では『ガバメント』が欲しがっているようだから、愛あい歌か辺りと連れん絡らくを取ろう」

「ぬーん（棒）、そんな事している間に逃にげちゃう」

「そこまでやったらしばらくは動けないよ。あちこち傷だらけだし、いっそゾンビの化け粧しようでもして道みち端ばたに放り捨てておけば、白昼堂々『ガバメント』辺りがさらってくれるだろう。傍はた目めにはコスプレではしゃぎ過ぎて熱ねつ中ちゆう症しようになったようにしか見えない訳だが」

　これが、一つの結末だった。

　危き惧ぐされていた事件など、始まる前から終わっていた。

「でもこれ、『フリーダム』アワード９０３のルールじゃなさそう」

「だろうね。これは一生徒のルールだよ」

　恭介はくだらなそうに言いつつも、

「……本当は、こういう縄なわ張ばりとかテリトリーの話はしたくないんだけどね。何だか『イリーガル』みたいな気分だよ。まあ、『ガバメント』も似たようなものなのかな」

「イザベルは『少女使いガールズバツクドア』の詳くわしい仕組みを知りたい」

「まだ何とも言えないかな」

　と、恭介は手袋を嵌めた左手の指を開いたり閉じたりしながら適当な調子で答えた。

「手っ取り早く何人か操って、その子の身体データでも採さい取しゆできれば簡単に分かるんだろうけど、流石さすがにね。副作用があるのかどうかも分からない段階からそういう手は使いたくないし」

「これって爆ばく盛もり量産できそうなものなの？」

「その辺りも、おいおい調べるよ。まあ、初見ではこいつの頭と腕うでで『こんなもの』を組み立てられるとは思えないけど」

「つまり」

「まだ『裏』があると考えた方が良い訳だが。というか、『本番』とでも言うべきか」

　まずは一人。

　だけどこれは、ほんの入口に過ぎない。

「じゃあこれからもイザベル達は侵しん入にゆう者しやに備えて防ぼう衛えいを続けるの？」

「どうして」

　恭きよう介すけは疑問で答えた。

　どうしてこんな学校を守るためにプロの自分達が無む償しようで働かなくてはならないのか。

　そういう意味での質問ではない。

「どうして僕ぼく達が守りに徹てつしなくてはならないんだい？　こっちから攻せめ込んで元げん凶きようを叩たたき潰つぶした方が、はるかに簡単だと思う訳だが」

「うーん、細盛り、いいや並盛りくらい、冷静に考えるとそっちの方が良いかも」

「言っておくけど、これは『フリーダム』や『ガバメント』正式の依い頼らいではないけど。ほとんど個人的なケンカになるよ。その上、敵の規模もまだ見えない。下手へたをすると手探りの闇やみの中で泥どろ沼ぬまを延々進んでいく羽目になるかもしれない訳だが」

「まあ、イザベルは契けい約やく者しやから報ほう酬しゆうがもらえれば何でも構わない」

　赤い軍服を纏まとう少女は特に考えもせずにそう言った。

　明確に、これだけは突つき付ける形で。




「もちろん、その最後にイザベルの依頼を爆盛り果たすと確約してくれるのなら」




　楽しい学校生活は、ひとまずここまで。

　これより先は、血みどろの召しよう喚かん師し達の世界が広がっていく。













　　　あるいは少し過去の話







　最高だ。

　自分は今、やっと、本当の意味で生きている。

　巻まき原はら洋よう司じの人生は、一言で言えば無む駄だと非効率だった。別段、家庭や教室で暗い虐ぎやく待たいを受けていた訳ではない。誰だれも彼もから色がないように無視され続けてきた訳でもない。だが歩んだ道のりには苦痛と屈くつ辱じよくしかなくて、自分の人生の何を思い出したってその場で倒たおれ込んで両手足を振ふり回すほどでしかなかった。

　一〇〇の言葉を放っても二つ三つ返ってくれば良い方。

　世界に繫つながるブログやＳＮＳをまめに更こう新しんしても、カウンターの変動は一桁けた程度。コメントなんか誰も返してくれない。

　暖簾のれんに腕うで押おし、馬の耳に念仏。

　自分の成功は誰も認めてくれず、失敗した時だけ水を得た魚のように叩たたかれる。大勢へ語りかけても振ふり返ってくれないのに、群衆と一いつ緒しよになって罵ば詈り雑ぞう言ごんを吐はいていると何故なぜだか自分だけが注目され、反論の的にされる。

　悪目立ち。

　損をしてばかり。

　何でこうなるんだ。

　人の一〇〇倍苦労して気を遣つかっても見向きもされず、人の一〇〇分の一くらい愚ぐ痴ちを言っただけで烈れつ火かのように嚙かみ付かれる。コツコツ積み重ねた石の山は無む慈じ悲ひに崩くずされ、また一からやり直し。世界中のみんなが結けつ託たくして出る杭くいを打っているんじゃないかと思ってしまうほどの仕打ち。

　だけど、そんな理り不ふ尽じんはもうない。

　世界は修正された。

「ああ……」

　巻原洋司はゆるりと左手を天に向け、その手の甲こうへ目をやる。

「打てば響ひびく、一の言葉で一〇が返ってくる。そうだよな、世界って当たり前なくらいそうなんだよな」

　掌てのひらと視線を真上から正面へ。

　その延長線上に、抱き寄せればそのまま砕くだけてしまいそうなほど華きや奢しやな少女が一人、茫ぼう洋ようと体を揺ゆらしながら立ち尽つくしていた。肩かたを揉もめとコマンドすればその通りになるし、服を脱ぬげと迫せまっても向こうは抵てい抗こうできない。舌を嚙かめと命じると本当に嚙み千切ってしまうため、そういう意味では多少慎しん重ちようにコマンドを扱あつかう必要はあるが、概おおむね好調だ。

『少女使いガールズバツクドア』。

　その呪じゆ縛ばくに囚とらわれた誰だれか。

　人の意思を無視してその肉体を外部制せい御ぎよ、遠えん隔かく操作してしまうという行こう為いに対し、巻まき原はらの良心が痛む事はなかった。何故なぜなら、今までの人生が間ま違ちがっていたのだから。人が一生に使う運の量が決まっているのなら、これはその帳ちよう尻じり合わせに過ぎない。受け続けてきた苦痛と屈くつ辱じよくを考えれば、周りの人より多少特別な事ができたところで何の問題があるだろうか。

　そして。さらに。

「ひっ」

　暗い一室の隅すみの方に、か細い声があった。

　そちらでうずくまっているのは、巻原洋よう司じが操っているのとは別の女性だ。

「ひっ、ひっ、ひっ、ひっ、ひっ……」

「うるさいな。いい加減に現実を受け入れなよ」

　巻原はどこか冷めた声でそう言い放った。

　手て袋ぶくろを嵌はめた手で、操り人形の糸でも引っ張るように指先を動かしながら。

「さっき色々試してみせた通り、こっちの子はもう好きなようにできる。何なら包丁を持たせてその辺で暴れさせても良いし、服を全部脱ぬいで街中を走り回らせたって構わない」

「……、」

「もちろん君はオトモダチを見捨てても良い。まあこんな話をしたって誰だれにも信じてもらえないから、いつまで経たっても誰にも保護はしてもらえないけど。でもそれが嫌いやなら、ちょーっと渡わたりをつけてほしいんだ」

「……、」

「お姉さんが芸能関係者なんでしょ？　ゲスト用で良いからＩＤカードとかもらえると、これを使って色んな人とお近づきになれるんだけどなあ」

『少女使いガールズバツクドア』はその名の通り、誰でも自由に操れる訳ではない。

　むしろ条件に当てはまる範はん囲いはかなり狭せまい。

　だけど、それがどうした。

　人間は一人じゃない。ある人間の命を握にぎってしまえば、アドレス帳に乗っている何人かの行動も縛しばり付ける事ができる。後はそこからの連れん鎖さだ。わらしべ長者のように人から人へと渡っていき、少しずつ少しずつ裏切らせる事で、いつしか絶対に手の届かない域まで侵しん蝕しよくして支配する。遠隔操作して雁がん字じ搦がらめに縛り付ける。そうなればもう、老若男女なんて関係ない。政治家、大だい企き業ぎようの重役、警察関係、芸能人にスポーツ選手……。人は思わぬ所で他の人と繫つながっている。彼はその全すべてを連鎖的に冒す。

　前の学校ではやり過ぎた。

　やり過ぎたと言っても、何をやったっけ。

　もう忘れた。

（ああ）

　一つ一つを細かく覚えている必要がないほどに、巻まき原はら洋よう司じは満たされていた。過去を反はん芻すうするまでもなく、彼の未来は輝かがやいていた。

（世界を手に入れるってのは、こういう気持ちなんだろうなあ）

　何を支配するのが目的なんじゃない。人を手に入れるのが狙ねらいなんじゃない。ただ、誰だれも彼もが自分に注目している。注目しなくちゃならない状じよう況きようを生み出せる。それはやがて街を、国を、世界を覆おおい尽つくしていく。着々と進むその積み重ねが面白くて仕方がない。

　そんな風に思っていた。

　直後の出来事だった。




　ゴッギンッッッ!!!!!!　という凄すさまじく鈍にぶい音が頭の後ろで炸さく裂れつした。




　………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………。

　頭ず蓋がい骨こつが膨ふくらんだみたいに頭が痛い。ズキズキと痛む。埃ほこりっぽい空気を吸って、自分が横よこ倒だおしに転がされている事にようやく気づく。

　誰かに殴なぐられた……？

　巻原洋司の頭は回転が落ちている。疑問から恐きよう怖ふへとスイッチしない。手足がぴくぴくと蠢うごめくばかりで動かず、立ち上がる事はおろか身を起こす事さえも適かなわない。

　首を動かせないので、同じ室内でも死角は多い。眼球だけでもギョロギョロ動かすと、ようやく一組の男女を見つけられた。見つけた途と端たんにその背中が意識の奥おくへと突つき刺ささってくる。まるで、今の今まで認識できなかった存在が急に浮うかび上がってきたような……。

『これどうするの？』

『必要なサンプルは手に入れた。平たく言えば用はないんだけど』

『でもこいつ、放っておいたらまた爆ばく盛もり悪さしそう』

『でもこれ、誰がどう裁さばくの？　警察に突き出したって罪には問えないし』

『ずーん（棒）』

『ああもう、分かったよ。ではこういう話でどうかな』

　と、ひどくぞんざいな扱あつかいで男らしきその声は言った。




『こいつ三〇分くらいここに置いておこう。後は今まで操られてきたこの子達がジャッジを下すさ。大だい丈じよう夫ぶ、無罪なら手当てだってしてくれるだろうし』




「……、ま、て」

　搾しぼり出すような声が出た。

　ようやく疑問から恐きよう怖ふが滲にじみ出てきた。だけど声の主達は気にも留めない。カツコツという足音は止まらず、ただどこかへ離はなれていく。

「待てよ!!　待ってくれ！　俺おれを、俺をこんな所に置いて……置いていく、なっ!!」

　手も足も動かない。

　そして立ち去る背中の持ち主の手には、無造作に『少女使いガールズバツクドア』が摑つかまれていた。出所がどこなのかは自明の理。巻まき原はら洋よう司じを特別にしていた力は、その源は、もうない。

　がらん、ギャリン、と。視界の外で、何やら鉄の棒でも拾い上げているような音が複数響ひびいてくる。全身から汗が激しく噴ふき出し、心臓からキリキリとした痛みさえ出てきた。

「たっ、たすっ……たすけっ……」

　暖簾のれんに腕うで押おし、馬の耳に念仏。

　あの無む味み乾かん燥そうな牢ろう獄ごくが、再び巻原洋司の世界から奥おく行ゆきを奪うばっていく。

「なあおい！　たすけてくれよお!!」

　一度だけ、足音が止まった。

　声が届いたと、巻原はもはや涙なみだすら浮うかべていた。

「助けるとも」

　だけど。

「三〇分、きっちり過ぎたらね」

　それっきりだった。

　扉とびらの閉まる音は、もはや監かん禁きんというより生き埋うめに近かった。

　そして。

　そして。

　そして。




　ぬっ……と。誰だれかが巻原の顔を覗のぞき込んできた。

　少女達の瞳ひとみは、まるで昆虫のように全まつたく感情が摑つかめなくて……。
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[image: ステージ02　少女使い、その暗躍と本格始動]
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　トイドリーム35。ピザのように切り分けられた二六の区画の内、Ａ区画は国際空港を軸じくにし、免めん税ぜい店てんなどで周囲を固めた玄げん関かん口ぐちとして有名だ。

　外資系モンスター企き業ぎようが構築した巨きよ大だい遊園地の街だからか、平日の昼間であっても混雑はそう変わらない。背広のビジネスマン、風船の紐ひもを摑つかむ親子連れ、学校行事なのか制服を纏まとう二に列れつ縦じゆう隊たいの生徒達、挙げ句に空港だというのに全身着ぐるみで覆おおい隠かくしてござるござる言っているマスコットまで。国こく籍せき、人種、宗教、様々なものをごった煮ににして縦じゆう横おう無む尽じんに人々が行き交っている。単純に民族衣装というだけでなく、ディレイ・ヴァルプルギスとかいう仮装イベントの影えい響きようもあるのだろう。とにかく色とりどりの衣装を纏う男女ばっかりだ。

　だからだろうか。

　よそで見れば歩き回るランドマークと思われるかもしれないその二人組も、この浮うき世よ離ばなれした風景の中なら自然に溶とけ込む事ができた。

　一人は、長なが袖そでの上からヘソ出しの半袖シャツを重ね、ホットパンツを穿はいた、中学生くらいの少女だった。足回りは黒系のニーソックスとスニーカー。セミロングの髪かみは茶色に染めていて、どこか活発そうな光が瞳ひとみに宿っている。首回りには細い鎖くさりが巻いてあり、何かしらのアクセサリが薄うすい胸むな元もとへ忍しのばせてあるのが窺うかがえた。

　もう一人は、女子大生くらいの歳としの女性だ。髪型は鋭するどいシャギーを入れ、ピンク色に染めたストレートのロング。服装の方は白と桜色を基調にした、ミニスカートのウェイトレス服だった。ヘッドドレス、手て袋ぶくろ、ニーソックスなどには白い上品なレースで彩いろどられている。腰こし回まわりのコルセットと吊つりスカートのサスペンダーを利用して、ただでさえ大きな胸をより強調している。アクセサリとして頭の横から一対の角と、腰の後ろに尻尾しつぽのようなものをつけているが、牛より先に浮かぶイメージが別にあるだろう。

　すなわち、悪あく魔ま。

　手にしたものも着替えや生活用品一式をまとめた手荷物という感じではなく、まるで二つに折った銀のパイプを赤い革のベルトでぐるぐるに戒め、中ほどに使い捨ての取っ手を取りつけたようなものだった。

　傍かたわらにそんな存在を侍はべらせたまま、茶髪の少女は周囲を一いち瞥べつした。

　そして一言、

「ビヨンデッタ。様子がおかしいわ」

「確かに、想定以上に通常運転ですわね。事前に撒まいておいた『少女使いガールズバツクドア』が方々でトラブルを起こしていれば、空港の警備レベルも自然と上がっているはずですけど」

「つまり不発に終わったの？」

「あれだけ『欲』を刺し激げきするガジェットを流しておいて、皆みなが一様に尻しり込ごみしたとは思えませんわ、お客様。であれば残る可能性は一つ」

「……動きはしたが、火種は早々に狩かられた、か」

　少女は腕うでを組み、顎あごを手でさすりながら、口の中で呟つぶやく。

　その左手は、黒い革かわの手て袋ぶくろのようなもので覆おおわれていた。

「でも、選定に際してできるだけ共通項こうの少ない、社会生活で接点を持たない者同士をピックアップしたはずよね。そんな簡単に容疑者を割り出し、位置情報を特定し、騒さわぎが起きる前に先んじて始末する、なんて方法が取れるものなのかしら」

「お客様。おそらく相手は位置情報ではなくアルゴリズムを先読みしたのではないかと」

「具体的に説明してちょうだい」

「確かに我々は可能な限りランダムな人選を行い、芋いもづる式に撃げき破はされないよう努つとめてまいりました。しかし、それでもどうしても、ある共通項だけは避さけられなかった」

　ピッ、とウェイトレス服の悪あく魔まは人差し指を立てて、

「つまり、『超常の力を借りてでも下げ衆すな真似まねをしてみたい』という心の持ち主。甘あまい力を持ったが最後、理性も良心の呵か責しやくも歯止めが利かなくなって欲望のままに反則技を使いまくる惰だ弱じやくな者達。であれば当然、その行動パターンも自然と似通ったものになる」

「最初の一人を捕ほ獲かくして、後はそいつを基準にフローチャートでも作ったか」

　少女は吐はき捨てるように言い放ち、

「ビヨンデッタ。当初の計画では、九人の『少女使いガールズバツクドア』がトイドリーム35をしっちゃかめっちゃかにしている隙すきを突ついて一〇人目の私が侵しん入にゆうし、速すみやかに目的を果たす手順だったわ」

「見み渡わたす限りの女性全員が全ぜん裸ら待機というパラダイスが広がっている訳でもなし、そのような攪かく乱らん効果は期待できないものとみなさなくてはならないようですわ、お客様」

「……どうするのよ？」

「どうしましょう。何ならここで行動を切り上げ、とんぼ返りいたしましょうか」

「冗じよう談だん」

　と、少女は首回りの細い鎖くさりを片手で引っ張り、薄うすい胸むな元もとから大きなコインほどの大きさの『本体』を取り出した。

　パチンと音を立てて蓋ふたを開き、中に収められた一枚の写真を眺ながめ、それから再び蓋を閉じる。

　覚かく悟ごを決める。

　元々、世界を焼いてでも、どれだけの矛む盾じゆんを抱えてでも目的を果たすと決めて来た。

「それなら、足りないまま進めるしかないわ。ビヨンデッタ、消しよう耗もう戦せんも頭に入れておいて。あの『蟻あり塚づか』は、それを作って甘い蜜みつをすすっている連中は、残らずここで排はい除じよする」

「イエス、お客様」

　言い合い、二人は空港の中を歩いていく。

　召しよう喚かん師しや依より代しろといった常識から外はずれた者達は、一いつ般ぱん人じんの視界から外れた途と端たんにその存在を忘れられてしまう。しかし、流石さすがは人のごった返す国際空港。そうそう簡単に『人の目』から逃のがれる事は叶かなわない。

　だから当然、出入国ゲートを無視して脇わきから乗り越こえようとした二人組に、係員のお姉さんは慌あわてたように声を掛かけた。

「あっ、あの、すみません！　ええと、列に並んで順番にお願いいたしま───」

　少女は無視して、黒い革かわ手て袋ぶくろを嵌はめた左手を動かした。親指と人差し指を直角に立て、拳けん銃じゆうのようなジェスチャーを作る。その鼻先に人差し指の銃口を突き付ける。

　睨にらんだだけで迅じん速そくに効果を発はつ揮きした。

　彼女にしか見えない赤い糸が複数伸のびる。その先せん端たんにあるのは幻げん影えいでできた上四本下一本を組み合わせた分厚い刃。トラバサミのようにも人の手のようにも見えるそれらが、次々と空港職員の手足や胴どう体たいへと喰くらいついていく。

　バチバチバチンッッッ!!　という立て続けの苦痛の音は被ひ害がい者しやと加害者にしか認識できない。そして空港職員の方は、激しい苦痛を感じていてももはや一言も発する事は許されない。

　そして少女は吐はき捨てるように言った。




「すっこんでろ、素人しろうと」




「───、」

　ぱたぱたぱた、と手足を折り畳たたむような音が聞こえたと思ったら、女性係員は糸の操り方を間ま違ちがえた人形のように勢い良く回れ右した。そのまま一直線に、どこまでも遠くへ駆かけ抜ぬけていってしまう。

　ビヨンデッタと呼ばれる悪あく魔まが呆あきれたように進言した。

「……『どこどこまで』と、きちんと指定いたしました、お客様？　まともにフローを組む時間はなかったように思えるのですけど」

「知らないし、興味ないわ。あんたが用意した『少女使いガールズバツクドア』のスペックの問題でしょ」

　守り手のいなくなったゲートをあっさりと素通りしながら、セミロングの少女は吐き捨てた。

「ビヨンデッタ、レギュレーションを復唱して」

「イエス、お客様。私、ビヨンデッタはお客様である斑むら鮫さめクイナ様を助力する契けい約やくを結びました。契約期間は目的を履り行こうするまで無制限、取り得る手段は全すべて講じる。武器弾だん薬やく等必要な諸経費はお客様持ち、殺害等で生じた責任は私持ち。また、目的の履行に際し必要と判断された場合、直接の関係者・無関係者は問わず即そく時じ攻こう撃げきを実行します」

　よし、と斑鮫クイナと呼ばれた少女は呟つぶやいた。

　レギュレーションの復唱は、少女自身に対するスイッチなのかもしれなかった。

「いい。デコイの『少女使いガールズバツクドア』連中による攪かく乱らん効果はないものとみなす。それでも私達のやるべき事は変わらないわ。狙ねらいは『ガバメント』、分かる所から順次潰つぶしていく。分からない所については焼け跡から資料を漁あさるか、この『少女使いガールズバツクドア』を使って人からデータを引き出して特定する。当座の方針は分かった？」

　が、ビヨンデッタは答えなかった。

　彼女が依い頼らい人にんたる依より代しろの『お客様』に不敬な態度を取ったのではない。

　それより先に、割り込むような声が横から突つき刺ささったからだ。

「そこのお前！　一体何をしている!?」

　野太い声を耳にし、小こ柄がらな少女は革かわ手て袋ぶくろを嵌はめた左手で拳けん銃じゆうのジェスチャーを作ろうとし、そしてそこでピタリと動きを止める。

　やってきた警備員は中年の男性だった。

　作りかけたジェスチャーを解き、掌てのひらをひらひらと振ふって、斑むら鮫さめクイナは傍かたわらの悪あく魔まへこう告げた。

「ビヨンデッタ」

「イエス、お客様」

　応答の直後だった。

　手にしていた『荷物』が、解ける。赤い革のベルトがバラバラと外はずれ、二つ折りされていた銀のパイプが植物の蔦つたの模様を刻んだ一本の長大な棒へと形を変える。ガチリと留め具の嚙かみ合う音を耳にしながら、悪あく魔まの細い指の腹がその側面を滑なめらかになぞっていく。
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　ブラッドサイン。

　己おのが目的のために神話の神々すら踏ふみ台にする召しよう喚かん師しの、その象しよう徴ちよう。くるりと回し、何も知らずに戸と惑まどう警備員の鼻先に向けてその先せん端たんを突つき付けながら、ビヨンデッタはうっすらと微笑ほほえむ。

「素直に認識から外はずれておけば、『少女使いガールズバツクドア』で操られていれば、そんな条件に合がつ致ちしていれば、そこで穏便に済ませておけたものを」

　ゴトン、という音が響ひびいた。

　悪魔の両足の間、短いスカートの奥おくから、何かが床ゆかへ転げ落ちた音だった。

　直径五センチ弱の黒い球体。

　ピンを抜ぬいた励起手榴弾インセンスグレネードだと、さて哀あわれな犠ぎ牲せい者しやは気づく事ができたか。




　ズズンッッッ!!!!!!　というとてつもない震しん動どうが、空港全体を大きく揺ゆさぶった。

　神様は素直で誠せい実じつに生きる者を応おう援えんするかもしれない。

　だが召喚師は、そんな神格級のさらに先を行く。




　　　　２




　城しろ山やま恭きよう介すけはＲ区画の高層ビル群を作るオフィスビルの屋上にいた。ブラッドサインを屋上の外へ投げ出し、手すりを支点にして、その上へ腰こし掛かけている。

　片手にはスマートフォンがあった。

「これで九人目。愛あい歌か、他にまだ『少女使いガールズバツクドア』が泳いでいる線はありそう？」

　ひっひっ！　という短く呼吸する音が通話の邪じや魔まをした。

　じろりと恭介が手すりの向こうの大空へ目をやると、清せい掃そう用の作業服を纏まとった若い男が、衣服の首の後ろだけをブラッドサインの先端で引っ掛けられ、宙ぶらりんになっていた。

　シーソーと同じで、これがなければ恭介もブラッドサインの上へ腰掛ける事はできない。

『ガバメント』所属の仲ちゆう介かい人にんは電話越ごしにボソボソとした声で言う。

『……所しよ詮せんは使い捨てのデコイ要員のようで、黒幕から正しいデータを受け取っている訳ではないでしょう。ただ、捕とらえた複数の「少女使いガールズバツクドア」の言葉をまとめた限り、総数は九名で問題ないかと……』

「ぐぐぐー（棒）」

　タイトスカート式の赤い軍服を黒のベルトで彩いろどったイザベルが、小さなお尻しりも気にせず手すりから身を乗り出して作業服の男に手を伸のばそうとしていた。とはいえ、別段、宙ちゆう吊づりにされた男を助けてあげたいなどという話ではなく、

「よしよし。イザベルは左手の『少女使いガールズバツクドア』を爆ばく盛もり回収した」

『……なら、もういらないのではないのですか……？』

　その声と共に、恭きよう介すけはシーソーのようなブラッドサインから腰こしを浮うかせた。

　ぐるんっ!!　と勢い良く、傾かたむくというよりは回るような動きと共に、ブラッドサインがひとりで振ふり切れる。ほぼ垂直に立ったブラッドサインが明確に『落ちる』前に、跳はね上がったそれを恭介は片手で摑つかみ取る。

　同時。

　何かしら言い訳がましい事を叫さけぼうとした作業服の男が、そのまま世界から消える。ドップラー効果で絶ぜつ叫きようが変化しながら遠ざかり、最後の最後ではるか下方から海面を破る音が響ひびき渡わたった。

「何にしても、未み遂すいで終わったようで良かった訳だが」

『……それでこそ私のお兄ちゃんなのです……』

「もうつっこまないよ。それにしても、ボコボコにした後ゾンビの化け粧しようさせて道みち端ばたに放り出しておいた連中、救急車で回収した後はどうやって口を割らせた訳？　ビニールシートを張ったガレージにでも引きずり込んで、レインコートと卸おろし金がねの組み合わせとか？」

『「イリーガル」の脂し肪ぼうの塊かたまりじゃあるまいし、天下の「ガバメント」がそんな野や蛮ばんな真似まねをする訳がないのです。拷ごう問もんは国際条約で禁じられた戦争犯罪なのですよ……』

「あのゲス夫達が素直に話をしてくれるとは思えないけど」

『……プリンセスゲートホテルのロイヤルスイートルームにご招待しただけなのです。こうしている今も最高ランクのお部屋でシャンパンでも頼たのんでいると思いますけど……』

「？　……いや、まさか」

『ただし世間の常識として宿しゆく泊はく名義は利用者のゲス夫さん達。……すると明細を見た彼らはどう思うでしょうね。宿泊費「だけ」で一日一五〇万円程度、食事やサービスなどその他諸もろ々もろは別べつ途とご案内ですから、あっという間にみるみる借金が膨ふくらんでいく。ついでに言えば、部屋を抜ぬけ出せば済むという話でもない。不思議な事に、彼らがどれだけフロントで喚わめいてもチェックアウトを済ませる事はできないようになっているのです……。私達、「ガバメント」の許可が下りない限りは、永遠に』

　最悪だ、と恭介は思わず敵方に同情した。

　こんなものは海外旅行者の自宅に忍しのび込んで電話の受話器をフックから外はずし、古き良きダイヤルＱ２の自動音声に繫つなげたまま放ったらかしにするようなものだ。相手にプレッシャーをかけるのに分かりやすい拷問なんかいらない。ただお膳ぜん立だてをして、時間を無む為いに空転させるだけで良い。あっという間に心という名の風船をパンパンに膨ふくらませる事だってできる。

　これが、見た目だけなら『最高級の部屋でおもてなししているようにしか映らない』のだから、『ガバメント』というのは清せい廉れん潔けつ白ぱくに恐おそろしい。

　イザベルはイザベルで、手の中で『少女使いガールズバツクドア』の革かわ手て袋ぶくろを弄もてあそびながら、

「ぬーん（棒）、これどうするの？」

「駅のコインロッカーにでも放り込んでおけば、世界の警察『ガバメント』が回収してくれるよ。渋しぶ々しぶだろうが何だろうが、それが彼らのお仕事なんだしね」

　と、その時だった。

　電話の向こうから愛あい歌かがこんな事を言ってきた。

『……お兄ちゃん、新しい報告が入ってきたのです……』

「？」

『Ａ区画の国際空港で被召物マテリアルを使った戦せん闘とうが発生。少なくとも、「ガバメント」に登録された召しよう喚かん師しと依より代しろのペアじゃないのです』

「今、抱えている案件との関連性は？」

『人工霊れい場じよう発生直前、「少女使いガールズバツクドア」を使用したと思おぼしき痕こん跡せきが見受けられますが……』

　恭きよう介すけはわずかに思案した。

　疑問をそのまま口に出す。

「……こいつだけはアルゴリズムが見えないな。次にどこへ行くのかイメージが湧わかない訳だが」

『ゲス夫にばら撒まいた張本人、ド本命の黒幕である可能性も？』

「まだ何とも。一応、そいつの足取りを追ってもらえる？」

『励起手榴弾インセンスグレネード使用中の召喚師や依代は、あらゆるカメラやセンサーから除じよ外がいされるのです』

「周りの一いつ般ぱん人じんの目線を追って。カメラには映らなくても、みんなが不自然なくらい注目している場所がある。そこに召喚師と依代は立っているはずだ。線でなぞればルートが分かる」

　指示を出しながらも、恭介は内心で後手に回っていると自己評価していた。

　情報が足りない。相手の考えを先読みできない。ただ追い駆かけるだけでは追い着けない。

　この差を埋うめるためには何がいる？

　どうすれば、この距きよ離りを埋める事ができる？




　　　　３




　学校でも、病院でも、刑務所でも、スポーツジムでも、予備校でも、ホテルでも、豪ごう華か客船でも、軍の基地でも、警察でも、消防でも、会社でも、宇宙ステーションでも、大規模農園でも、とにかく何でも良い。

　一定以上の人間を集団として管理し、かつ、外部からの視線をある程度隠かくせる『枠わく』があれば。

　ウェイトレス服の悪あく魔ま・ビヨンデッタを従える少女・斑むら鮫さめクイナが狙ねらう標的───『蟻あり塚づか』が、一つきりという話は聞いていない。だから分かる範はん囲いから攻せめ落とし、まだ見ぬ別の『蟻塚』の情報はそこから入手を狙う。できなければ『少女使いガールズバツクドア』で人を操り、分かる者へコンタクトを取らせる。

　まるでコンピュータウィルス。

　破は壊かいと感染を繰くり返し、一ヵ所の起点からシステム全体をくまなく冒す。

　そんな訳で。

　まず二人は分かる所から、Ｄ区画の『蟻塚』から落とす事にした。

　それは、ライブハウスの形をしていた。

　防音効果の高いビルに入る前から、巨きよ大だい陸橋を歩いている内に、すでに茶ちや髪ぱつをセミロングにしたその少女は、傍かたわらの悪魔に向けてこう囁ささやいていた。

「ビヨンデッタ」

「ええ、お客様」

　工事中の看板やホームページの情報でも使ったのか、いつの間にか巨大陸橋から人混みが消えていた。そして、目的地のビルからゆっくりと巨大陸橋に出てくる影かげがあった。

　よれよれのスーツを着た冴さえないオヤジに、少女趣しゆ味み丸出しのドレスを纏まとう華きや奢しやな少女の組み合わせ。

　同じく色いろ褪あせた帽ぼう子しを目ま深ぶかに被かぶり直しながら、男の方がこう尋たずねた。

「あんた達が『フリーダム』アワード９２０、『仇染めライアーキヤツト』って事で良いのかね。Ａ区画の国際空港で大暴れしたっつー話は聞いちゃいたが」

　答えずに、茶髪の少女は傍らの悪魔を見やった。

「説明を」

「ええお客様、『ガバメント』アワード８０９、『スコーピオン11』かと」

「なら楽にいけそう？」

「それはもう。ただし、常に勝てないはずの勝負に挑いどみ、何故なぜか最後まで生き残る……などというジンクスめいた伝説を持つ召しよう喚かん師しでもありますわ」

「何でも良いわ。ビヨンデッタ、私を勝たせて」

「イエス、お客様」

　よれよれのスーツの男はゆっくりと息を吐はいた。

「まいったね」

　言葉と同時だった。

　ガシャガシャガシャ!!　と、茶髪の少女とウェイトレスの悪魔を取り囲むように、硬こう質しつな音がいくつも響ひびいた。都合二〇。前後左右どころか上下までくまなく包囲できたのは、音源の持ち主が今いる巨きよ大だい陸橋のみならず、ビルの壁かべや頭上を走る別の巨大陸橋の裏側にまで張り付く事ができたからだろう。

　彼らは『ガバメント』のレプリグラス操兵。

　珪けい素そ性せい万ばん能のう細さい胞ぼうを使って製造された外部装そう甲こうを纏まとう事で、異なる動植物の性能や特とく徴ちようを一部拡大解かい釈しやくするような形で取り込んだ、新世代の兵士達。

　より具体的には『カタツムリ』。巨大な円形のバックパックを背負い、粘ねん質しつ素材に覆おおわれた脚きやく部ぶを使って壁や天井へ張り付くモデルだ。バックパックの中身は高圧放水ユニットで、脚部ユニットが削けずり取った建材───つまり例えばコンクリートや鋼こう鉄てつなど───の粉末を取り込む事で、距きよ離り一五〇〇メートルから厚さ二〇センチの鋼板を一いつ瞬しゆんで切断するほどの破は壊かい力りよくを生む。

　この距離と数なら致ち命めい的てきだろう。

　二本の足を使っても逃にげ切れず、遮しや蔽へい物ぶつに隠かくれても壁ごと両断される。

「悪いね、これが『ガバメント』のやり口だ」

「『蟻あり塚づか』らしい、ゲスな方法ね」

「良く言われるよ。だがこいつが最適解だ」

『スコーピオン11』はさして感情の色も乗せずにそう呟つぶやいた。

「我々は木こっ端ぱの悪党如ごときとわざわざ目線を合わせてやる事はないもんでね。戦せん闘とう中、召しよう喚かん師しは防護円に、依より代しろは被召物マテリアルに命を守られるが、人工霊れい場じようを展開しない限りあんた達はただの人肉だ。今から励起手榴弾インセンスグレネードを取り出しても、ピンを抜ぬく前に二〇回は殺せる。おかげでアワードも伸のびやしない。困ったもんだな？」

「……、」

「俺おれとしてはどっちでも良いんだが、上の人間が話を聞きたがっているらしい。どっちでも良いから俺の中での優先順位は割と低い。投降するか、死ぬか。自分で好きな方を選んでくれ」

　くつくつと。

　ジョークのように軽く両手を上げながら、ウェイトレス服の悪あく魔まは悪あく趣しゆ味みに笑っていた。

「何がおかしい」

「いえね」

　肩かたの力を抜きながら、ビヨンデッタは唇くちびるを動かす。

「こうしているだけで、すでに宿敵様は三つも見み逃のがしてはならないものを見逃していらっしゃる。それがどうにもおかしなものでして」

『スコーピオン11』はわずかに目を細めた。

　全周を囲む『カタツムリ』の、鋼板をバターのように切り裂さく高圧放水ノズルが小さく軋きしんだ音を立てる。

　全すべて無視して、悪魔は言う。

「一つ、発はつ砲ぽうの前に警告を挟はさんだ事。まあ、これは世界の警察を名乗りたがる『ガバメント』特有の癖くせや、私達を生け捕どりにする事で背後関係を洗って安心したかった線もありますが」

　緊きん張ちようなど何もなく。

　時計の針をゆっくりと回すように。

「二つ、人工霊れい場じようは励起手榴弾インセンスグレネード炸さく裂れつ時に標的を肉眼で捕ほ捉そくしながら利用しなければ展開されない。召しよう喚かん師しの前に立つのなら、せめてスモークかスタングレネードくらい併へい用ようしていれば良かったものを」

　あるいはこれもまた、演出の一つなのか。

　全すべては悪あく魔まが主従の契けい約やくを結ぶ『お客様』斑むら鮫さめクイナが、気持ち良く目的を果たすために。

「三つ、宿敵様は私の励起手榴弾インセンスグレネードがどのようなものかも分からないのに慢まん心しんした。サイズ、形状、使用する薬品、そして作動方式。何一つ、本当に何一つ、把は握あくもしていないくせに」

　ウェイトレス服の悪魔は両足を肩かた幅はば以上に開いた。

　ゴトン、という金属音が響ひびいた。ミニスカートの奥おくから野球ボールより一回り小さな球体が巨きよ大だい陸橋へ落ちた音だった。

　対して、『スコーピオン11』は片手で帽ぼう子しを深く被かぶり直した。

　告げた。

「残念だ」

　それで全て決まった。

　励起手榴弾インセンスグレネードにも様々なタイプがあるが、ピンを抜ぬいてから平均して三～五秒程度の時間を空あけて起き爆ばくするのがほとんどだ。そして人工霊場が張られなければ、召喚師や依より代しろは何もできない。都合二〇の方向から迫せまる『カタツムリ』の高圧放水攻こう撃げきが解き放たれれば、起爆前にその体をバラバラに解体できる。

　だから、これで終わりだった。

　合図と共に、『カタツムリ』達は迷いなく背負ったタンクに溜ため込んだ莫ばく大だいな力を解放した。空気圧の補助を受け、脚きやく部ぶユニットが薄うすく薄く削けずり取ったコンクリートや鋼こう鉄てつを粉末化させて水の中に混ぜ込み、超高速で動くヤスリのような効果を加え、体感的にはほとんどレーザーに等しい狙そ撃げきを複数同時に決行する。

　しかし。

　その直前で。

「にひ☆」

　悪魔が笑った。

　カッチン、とビヨンデッタの口の中で電気ライターを点つけるような、小さなツメを弾はじくような音が響いた。奥歯を抜いて差し替えたスイッチを嚙かみ締しめた音だと、誰だれが気づいたか。

　同時。

　ッッッゴン!!　と悪魔と主人の少女の体が、見えないゴム紐ひもに引っ張られるように真後ろへ跳とんだ。二〇の方向からの高圧放水攻こう撃げきは、狙ねらいが正確過ぎたが故ゆえに、いきなり座標から消失した二人を完全に取り逃にがす。




　人工霊れい場じようを展開させるには、標的を見み据すえたまま励起手榴弾インセンスグレネードを炸さく裂れつする必要がある。




　人工霊場展開時、召しよう喚かん師しと依より代しろはその中心点へ自動的に移動させられる。




　しかし、炸裂時に召喚師は励起手榴弾インセンスグレネードを手に持っている必要はない。距きよ離りが離はなれていても効果は問題なく発はつ揮きする。




　つまり。

（あらかじめ、時限式なり無線起き爆ばく式しきなりの励起手榴弾インセンスグレネードを離れた場所に設置した上で、わざと顔を出してデコイを目の前で落とした、といったところか。肉眼で捉えてさえいれば問題ないのだから。こちらの照準を振ふり回し、有利な立ち位置から召喚儀ぎ礼れいの勝負を始めるために）

　考えながら、『スコーピオン11』は古いマッチを一本取り出し、巨きよ大だい陸橋の欄らん干かんで軽く擦こすった。腕うでの振りに合わせて鋭するどく炎ほのおの槍やりが走ったかと思ったら、彼の手にはダイヤモンドにも似た超ちよう硬こう度どの黒炭のブラッドサインが握にぎられていた。

「彩あや華か、準備しろ」

「了解」

　相手は三〇メートル以上離れたビルの壁かべへ張り付いていた。

　ウェイトレス服の悪あく魔まはベルトの戒いましめを解き、二つに折っていたブラッドサインを一本の長大な棒へと連結していた。

　人工霊場が平均して二〇メートル四方の立方体である事を考えれば、間合いの外───と思われがちだが、違ちがう。被召物マテリアルそのものは人工霊場から出られなくても、飛び道具などはその外まで破は壊かいできる。つまり放置しておけば一方的にやられる。

　そう思っていた。

　だが。




　ドッパァァァン!!　と。

　直後に、耳をつんざく銃じゆう声せいが炸裂した。




　確かに、尻尾しつぽの飾りを揺ゆらすビヨンデッタはブラッドサインを構えていた。だがそれは召喚師の構えではない。下か端たんを肩かたに押おし当て、長大な棒の側面を視線でなぞるように照準し、わずかに飛び出たツメを指で弾はじくようなその姿勢は───むしろ、狙そ撃げき銃じゆうのスタイルに近かった。

「にひ☆」

　笑みが見える。

　狙ねらわれたのは召しよう喚かん師しではなく依より代しろの彩あや華か。被召物マテリアルを招く前に生身の体を潰つぶせば後は嬲なぶり殺しにできるとでも考えたのか。

　しかし。

「……、」

　ライフル弾だんは、幼い少女の顔には突つき刺ささらなかった。

　ギィィィン!!　という甲かん高だかい音がいつまでも振しん動どうしていた。『スコーピオン11』が少女の眼前に差し出したブラッドサインが、鉛弾をわずかに逸らしていたからだ。

　少女の髪が数本地面へ落ちるより早く、双そう方ほうの召喚師は動いていた。

『仇染めライアーキヤツト』のウェイトレス服の悪あく魔まはブラッドサインの先せん端たんにコルクのようなパーツを取りつけ、『スコーピオン11』の冴さえないオヤジはスーツの懐ふところから円えん筒とう形けいの励起手榴弾インセンスグレネードを取り出し、ピンを抜ぬいて壁かべに張り付く召喚師達へ投げつけた。

　炸さく裂れつと同時に、『スコーピオン11』の二人組もまた重力から解き放たれ、宙を舞まい、ビルの側面へ張り付く。相手の人工霊れい場じようへ割り込むように。

『敵』の存在しない人工霊場には、『チェイン』待機状態と同じく誰だれでも自由に飛び込む事ができる。

　互たがいの距きよ離りは一〇メートル以上。

　間に立方体の『薔薇ばら』を挟はさみながら、両者は睨にらみ合う。

　片手で目ま深ぶかに帽ぼう子しを押おさえつけ、『スコーピオン11』は低い声で呟つぶやいた。

「殺すぞ」

「元よりこちらは、そのつもりで」

　ゴッ!!　と、真正面から『白しろ棘とげ』を勢い良く打ち合った。立方体の『薔薇』が粉々に砕くだけ散り、低、中、高、極低音、様々な音階を持つ『花弁』となって人工霊場の中を乱反射する。その内のいくつかが空間に開いた握にぎり拳こぶし大の黒い穴、スポットへと叩たたき込まれていく。

『仇染めライアーキヤツト』側は音域『高音』、コスト１。『始祖の黄ｓ』。

『スコーピオン11』側は音域『低音』、コスト１。『始祖の赤ｂ』。

　共に三メートル大の巨きよ大だいな粘ねん液えきの塊かたまりのような被召物マテリアルだが、

（三すくみではこちらが有利。となると向こうは音域を切り替かえてく───）

　高速で思考を回す『スコーピオン11』だが、そこで頭に空白が生まれた。

　ウェイトレス服の悪魔が得意とするのは、手持ちの『白棘』の中心ではなく上下左右の端はしを鋭するどく突いて打ち出すスピンショットだった。野球の変化球よりなお急激な弧こを描えがき、まるでブーメランか何かのように、間にある邪じや魔まな『花弁』をすり抜けて、望む『花弁』だけを正確にスポットへ叩き込んでいく。

　それだけでも十分な脅きよう威いだが、ビヨンデッタの恐おそろしいところはそこではない。




『スコーピオン11』側は『低音』コスト１、『始祖の赤ｂ』。

『仇染めライアーキヤツト』側は『低音』コスト２、『鬼軀ｗｍ』。




『スコーピオン11』側は『中音』コスト５、『貪る翼lvz・fd』。

『仇染めライアーキヤツト』側は『中音』コスト６、『束縛される鎧re・ia・dr』。




『スコーピオン11』側は『高音』コスト６、『捕食火lvz・wzb』。

『仇染めライアーキヤツト』側は『高音』コスト７、『天空の刃tix・a・wuh』。




（こいつ……!!）

　片や、巨きよ大だいな炎ほのおの中に怒いかれる頭ず蓋がい骨こつのようなものを内包した、飛び跳はねる化け物。

　片や、大気を引き裂さいてひとりでに飛び交う巨大な両刃の西洋剣けん。

　しかし目で追うよりも早く、さらに次々に被召物マテリアルを切り替かえながら、『スコーピオン11』の冴さえないオヤジは歯は嚙がみしていた。

　相手の意図を知る。

　狙そ撃げき銃じゆうにも転用可能なブラッドサインを振ふり回し、ウェイトレス服の悪あく魔まは嗤わらっていた。

「あらあら、どうされました？」

「わざと音域を合わせに来ているな。しかもコストを１だけ確実に吊つり上げて！」

「ええ。三すくみなど考えるまでもなく、ただ私は追従すれば良いだけ。音域が同じなら、コストが高い方が強いのは自明の理で、かつ、先に召しよう喚かんされた被召物マテリアルの方が消しよう耗もうも早まる」

　にい……、と。

　ビヨンデッタは溶とけたチーズのように唇くちびるの端はしを吊り上げる。

「つまり、ブラッドサイン式の召喚儀礼は後出しの方が強いのですわ」

「……、」

　完全に、思考も努力も放ほう棄きした戦い方。

　ただ相手の被召物マテリアルを見て、同じ音域に合わせるだけで安あん易いに勝ちをもぎ取ろうとする外げ道どう。

　しかし、

「そんなもので捻ねじ伏ふせられると思ったか？」

　カッ!!　と、『白しろ棘とげ』が『花弁』を叩たたく快音が炸さく裂れつした。

『スコーピオン11』の得意とする、力任せのパワーショットだ。

「ブラッドサイン式は単なる手札の出し合いとは違ちがう。場に散らばる『花弁』の奪うばい合いだ。理論の上では同じ音ぞく域せい合わせで追い詰つめられるかもしれないが、実際にそう上手うまくはいかない。『花弁』の配置が完全な鏡合わせでない以上、猿さる真ま似ねを続けようとしてもどこかで必ず資源リソースは途と切ぎれてしまうのだからな!!」

　ならば、こちらは先んじて相手の取りそうな『花弁』を奪うばってしまえば良い。

　排はい除じよしてしまえば良い。

　相手が猿真似をしたくても『花弁』が足りなくなるように。

　そうして、相手が右往左往している間にこちらが被召物マテリアルの錬れん成せいを続け、コスト差を広げていけば『仇染めライアーキヤツト』など敵ではない。

「ブラッドサイン式は、そう簡単なものではないよ」

　存外、頭に血が上っている事に『スコーピオン11』は遅おくれて気づいた。

　お役所仕事と考えてきた『ガバメント』の仕事にも、それなり以上に矜きよう持じがあったらしい。

「それが分からなかったのが、あんた達の敗因だ」

　だが。

　そこで、くすりという音を『スコーピオン11』は耳にした。

　ウェイトレス服の悪あく魔ま、ビヨンデッタの口元から洩もれた笑みだった。

　そして彼女はこう言った。




「これだけだと思ったか？」




　わずか五秒後の出来事だった。

　ッッッズン!!!!!!　という轟ごう音おんと共に『スコーピオン11』は敗北した。




　　　　４




　Ｃ区画は映画のセットのように薄うすっぺらい中ちゆう華か街がいだ。普ふ通つうに自然発生したものではなく、アトラクションやテーマパークとして西せい欧おう人じんが一から作っていった、『勝手なイメージ』の中華街だから当然かもしれないが。

　区画のカラーに合わせているのか、こちらのコスプレはやっぱり中華系のエンタメを参考にしたものが多い。上半身裸はだかのカンフー男や、よっぽど気合いを入れているのか全身の肌はだを青く塗ぬったキョンシー少女までいる。

　城しろ山やま恭きよう介すけとイザベルの二人がやってきたのは、三大勢力の一角『イリーガル』が束ねる菜ツアイ館カン……つまり中華料理店だった。とはいえ、ピンキリで言えば安い方で、定食屋に近い。今は昼食時のラッシュを消化し、ごま団子や杏あん仁にん豆どう腐ふなどのデザートタイムとして観光客を取り込んでいる。

　が、どうやら先客がいたらしい。

　学校帰りに立ち寄ったのか、一〇歳さいくらいの男の子が学生カバンを背負ったまま改造チャイナドレスの美女、緑リユウ娘ニヤン藍ランの傍そばで唇くちびるを尖とがらせていた。

　彼が言うには、

「姉ちゃんが他の男の人と話しているとムカムカします」

「あら」

「でもこれは悪い感情だから良くない訳！　だから今は頭を冷やしている最中なの!!」

「あららー」

　緑娘藍と談笑しながらオヤツのマンゴープリンを完食すると、小さな少年は携けい帯たい電話の時計表示を見てからお店の外へと出て行った。

　にこやかに手を振ふりながら、『イリーガル』の道具屋は近くの店員を呼びつける。

「王ワンさん、ちょっと頼たのまれてくれるかしら。大至急」

「嫌いやですよ緑リユウ嬢ジヨウ子シ」

「……感情値が一定ラインを超こえた。適当な暴漢を装ってあの子に怖こわい想おもいをさせてちょうだい。これ以上、二度と『イリーガル』の息がかかった店の近辺をうろつかないように。ああもちろん、絶対に傷はつけない形でね」

「ずるいよ緑嬢子、こういう汚よごれ仕事ばかりこちらに押おし付けて！」

　ぷんすか怒おこりながらも、ガタイの良い大男は片手で頭を搔かきながら店の奥おくへと引っ込んでいく。『着き替がえ』をするためだろう。

　イザベルを連れ、入れ替わりにやってきた恭きよう介すけは半ば呆あきれたように呟つぶやいた。

「別に、そこまでする必要はないのではないかな。一いつ般ぱん人じんは僕ぼく達から目を逸そらした途と端たんに存在を忘れてしまうんだし」

「だけどこの菜ツアイ館カンに立ち寄るルーチンだけは生きている。そして場合によってはここで撃うち合いや爆ばく弾だんテロが起こる可能性もあるわ。あるいはさらわれて交こう渉しよう材料にされるかも。私達は、そういうお仕事をしているから。そうなってから思い出したように責任論を語り出すのは好きじゃないのよ」

　ふう、と緑娘藍は小さく息を吐はいて、一度だけ少年が消えていった出口へ目をやった。

　そして何かを切り替えるようにテーブルへ視線を戻もどし、恭介達を細い手で対面へと誘いざなう。

「ようこそ海ハイ紅ホワン菜館へ。そちらが話に出ていた、恭介ちゃんの今の依より代しろかしら」

「うん。イザベルの名前はイザベル」

「ええと？　まあ何でも良いけどよろしくね」

「爆ばく盛もりよろしく」

　改造チャイナドレスの美女、緑娘藍は特に赤くもなければ回ったりもしないテーブルについて、長い両足を組んでいた。

「で、『少女使いガールズバツクドア』とかいう正体不明のギミックばら撒まいた黒幕の情報が欲しいから、わざわざ『イリーガル』の拠きよ点てんまで足を運んできたって？」

　半ば以上に呆あきれたような口くち振ぶりで、

「……相変わらず難なん儀ぎな道を歩んでいるわよねえ」

「いや、この黒幕だけアルゴリズムが読めないんだけどさ、それって要は逆算のためのデータが足りないっていうか、愛あい歌かの……もっと言えば『ガバメント』側だけじゃ情報源として不足しているって事ではないかな。だとすれば、別の角度から当たってみれば、新しいデータと一いつ緒しよにヤツのアルゴリズムも見えてくるかもしれない訳だが」

　結局、召しよう喚かん儀ぎ礼れいの世界は『ガバメント』と『イリーガル』の睨にらみ合いだ。

　そうしたしがらみに縛しばられない『フリーダム』は、両者の問題を仲ちゆう裁さいする隣りん人じんでしかない。

　……ただ、その一人一人が一いつ騎き当とう千せんの猛も者さ過ぎるせいで、あたかも『三大』勢力のような振る舞まいを見せてしまうだけで。

「ふうん。ちなみにその左手の手て袋ぶくろが例の『少女使いガールズバツクドア』なのかしら？　現物見るのは初めてだけど」

「まあね。まったくこんなものが出回らなければ……」

「あらら、言われてみればカラダが勝手に……これは一体どういう事なのかしらあ？？？」

「何故なぜそこでしなだれかかってくるのか!?　そもそもリューさん少女って歳としでも」

「何か言ったかコラ？　お姉さんの魅み力りよくで埋うめ尽つくしてやる！」
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　膝ひざの上に横座りで肩かたに腕うでを回しながら、緑リユウ娘ニヤン藍ランは冗じよう談だんのように妖よう艶えんな肉体をすり寄せてくる。もう具体的にどこがどうという話ではなく、意識を強く持たないとぐわんと魂たましいを引きずり込まれそうな蠱こ惑わくが襲おそいかかってくる。

「つか、敵を倒たおして『少女使いガールズバツクドア』のサンプルゲットしたんなら、何でそこでイチャイチャニャンニャン試してみない!?　自分の力で落とした女じゃないと満足できないだなんて、まったく逆に高度だわ恭きよう介すけちゃん!!」

「あのう、もう話を先に進めてもらえないかな？」

「ま、キープはしても使わないっていうのはいかにも恭介ちゃんらしいけど。勝ちに行くためなら何だってするけど、でも、変な所に一線設もうけているのがあなたのやり口だしねえ？」

「何を言っているんだか。使える武器なら何だって使うよ。今はたまたまその機会に恵まれないだけで」

「こっちこそ言っても良い？　何を言っているんだか恭介ちゃんは」

「本題」

「と、言われてもねえ」

　緑娘藍はいったん離はなれると、顎あごに人差し指を当て、天井を仰あおいだ。

　傍かたわらに座る軍服少女のイザベルはウェイターが目の前に置いた杏あん仁にん豆どう腐ふに興きよう味み津しん々しんといった顔つきだが、何故なぜか口には運ばない。『契けい約やくと報ほう酬しゆう』を設定しない限り、あらゆる趣しゆ味みや嗜し好こうに歯止めがかかるようにできているらしい。

　仕方がないので恭介は息を吐はいてからこう言った。

「イザベル、悪いんだけど」

「っ」

「醬しよう油ゆの小こ瓶びんを取ってもらえる？」

「ごっごほん（棒）、だけどイザベルは仕事をするからには爆ばく盛もり適切な報酬を見せてくれないと話にならない」

「はいはい。この杏仁豆腐で手を打つのはど……」

　ガッ！　と殺人的な勢いで小瓶が迫せまってきた。

　恭介がおっかなびっくり受け取ると、赤い帽ぼう子しのイザベルは小さな鼻から息を吐いて、堂々と杏仁豆腐へスプーンを突つき刺さしていく。ここで横から奪うばい取ったらナイフでもフォークでもなくスプーンで惨ざん殺さつされかねない勢いだった。

「うまー（棒）」

　幸せそうで何よりだ。それ以外の感想が出てこない。

「正直、『少女使いガールズバツクドア』については『イリーガル』でも情報が不足しているわ。ぶっちゃけ、恭介ちゃんからコンタクトがあって初めて気がついたレベル」

「……つまり、逆に言えば『少女使いガールズバツクドア』の製造と運用には、『イリーガル』は一切関与していないという事になるのかな？」

「『ガバメント』か『フリーダム』……あるいは両者が依い頼らいの形で繫つながっているか。そういう線かもね☆」

　気軽な調子で緑リユウ娘ニヤン藍ランは言う。

「『イリーガル』で今話題になっているのはあっちの方よ。太平洋で『ガバメント』の重じゆう鎮ちんと研究成果を奪うばうはずだったのに、どこかの召しよう喚かん師しが空中戦かましてくれちゃって偽ぎ装そう空母を軸じくとした機動航空団が壊かい滅めつしたとかっていう話。結構デカい損害出てるみたいだけど、何故なぜか死人は奇き麗れいにゼロ人なのよねえ」

「げふんげふん」

　恭きよう介すけは咳せき払ばらいで誤ご魔ま化かす事にした。

　と、そこで緑娘藍の傍そばへ音もなくウェイターが近づいてきた。

　そっと耳打ちされるが、改造チャイナドレスの美女はあっけらかんと情報を開示してしまう。

「恭介ちゃん、『ガバメント』の方で動きがあったみたいよ」

「？」

「Ｄ区画にある『ガバメント』の拠きよ点てんが襲しゆう撃げき・壊滅したって。まあこのタイミングでたまたまの偶ぐう然ぜんって事はないわよね。でもって『ガバメント』を襲おそうのに『ガバメント』の召喚師を使うとは思えないし、うちら『イリーガル』はこの件に嚙かんでいない」

「だとすると、敵は『フリーダム』……」

「そうそう、あの猛もう獣じゆう娘むすめとコンタクト取ると思うけど、その時が来たらお姉さんからの嫌いやがらせとして、こんな質問をしておいてもらえるかしら」

「愛あい歌かの体重とかスリーサイズを聞き出せとかではないだろうね。やだよ、リューさんに代わって五メートルのホワイトライガーに八つ裂ざきにされるだなんて」

「あの子は恭介ちゃんからの質問ならサラリと答えちゃうからつまんないわ。だから、もうちょっと答えにくい質問を恭介ちゃんにあげる」

　緑娘藍はくすくすと笑いながら、

「『蟻あり塚づか』について聞いてみなさい」

「ありづか？」

「あ、こっちに詰つめ寄られても困るわよ。私達『イリーガル』でも全ぜん貌ぼうが把は握あくできていない単語なんだから」

「……つまり、『ガバメント』が躍やつ起きになって隠かくしたがっている機き密みつ情報という訳かな？」

「そして襲撃されたＤ区画のライブハウスは『蟻塚』の一つだったって、お姉さん達は睨にらんでいる。ド派手に『少女使いガールズバツクドア』なんてばら撒まいて大規模な攪かく乱らん工作を狙ねらった挙げ句、お次は『ガバメント』の重要拠点をピンポイント攻こう撃げきでしょ？　こりゃあ連中が頭を抱えるサマが目に浮うかぶってものよ」




　　　　５




　携けい帯たい電話で話を聞いてみると、『ガバメント』の仲ちゆう介かい人にん、愛あい歌かはこんな風に提案してきた。

『……こちらとしてもご相談したい事があったのです。私のマンションまで足を運んでいただけるとありがたいのですが……』

「電話ではできない話かな。暗号強度なら心配はないと思う訳だが」

『「蟻あり塚づか」の件は、いわゆる身内の恥はじでして』

　愛歌はつまらなそうな調子で、

『同じ「ガバメント」内ならともかく、「ガバメント」から「フリーダム」へ、勢力をまたいで情報を伝えた事を公式記録として残したくないのです。こちらの事情は分かっていただけました……？』

　そんなこんなで恭きよう介すけとイザベルは愛歌の高級マンションへ。

　テニスくらいなら何とかなってしまいそうなサイズのリビングで、五メートル大のホワイトライガーをソファ代わりにくつろぎながら、水着少女愛歌は待っていた。ひきこもりの矜きよう持じなのか、外のディレイ・ヴァルプルギスなど何のその。年中無休で水着のままだ。

「おかえりなさいお兄ちゃん……」

「もういちいちツッコミは入れないよ」

「……ツッコミと言うのであればこっちの台詞せりふなのです」

「？」

　恭介が怪け訝げんな顔をすると、猛もう獣じゆうに寄りかかったままの愛歌はビシズビシ!!　と何度も彼の方を指差した。

　厳げん密みつには、少年の隣となりに佇たたずんでいる赤い軍服の少女イザベルを。

「だいたいっ！　ここは!!　ひきこもり少女の最後の砦とりでだって言っているでしょう……！　何だってどういう理り屈くつでよその女をホイホイ連れてくるのですかお兄ちゃん……!!　思えばお兄ちゃんはオリヴィア＝ハイランドの時もそうでした……!!」

　対して、赤い帽ぼう子しのイザベルはゆっくりと首を傾かしげると、

「ならあなたが出て行けば良い、ずびし（棒）。イザベルは細盛りほども困らない」

「どぶぼろえぶぐあべるもどぐるずヴぇぶるふぇえ!!」

　ひきこもりのテリトリーを侵しん害がいされるどころか奪うばわれそうになって、怒いかりのあまり愛歌のリミッターが切れたようだった。

　気にせず恭介は話を先に進める。

「改めて質問しようか。リューさんの言っていた『蟻塚』というのは？」

「……どるっふどるんどるん!!　ぜえ、ぜえ、と、とことんよその女の話を持ち出して……！　それにしてもあの脂し肪ぼうの塊かたまりめ。なんのかんのでデータを集めていたか……」

　ほとんどエンストしかかっている愛あい歌かを心配してか、ホワイトライガーが身を起こし、顔を上げて巨きよ大だい極まる舌で水着少女の体を舐なめ取っていた。はるか彼方かなたの得体のしれない恒こう星せいから真っ黒な邪じや心しんが飛来しない限りは毛け繕づくろいのようにしか見えないはずだ。

「ライガー、あんまりやると舌がザラザラしてて痛いのです……。それよりも。『蟻あり塚づか』は、言ってみれば『ガバメント』による依より代しろの量産施し設せつといったものなのです。ニュアンスとしては学習よりも業ごうが深い。学校でのお勉強は、あくまでも先天的な才能をベースに後付けで知識や技術を付与するものでしかありませんからね……」

「依代の、量産」

「『ガバメント』では召しよう喚かん師しの教育は進んでいますが、対して依代は慢まん性せい的てきに不足気味なのです。ルーキーはまずレプリグラス操兵に回されて、依代抜ぬきで血の洗礼を乗り越こえた者だけが力をつけていく、とされるくらいに。でも、もしもこの問題に解決の目め途どがつくとしたら……？」

「組み立てられた才能。だとすると……」

　恭きよう介すけは傍かたわらに立つ軍服少女のイザベルの方をチラリと見た。

　彼女は特に何も言わない。

　代わりに愛歌が肩かたをすくめてこう答えた。

「召喚師の腕うでは知識や技術で向上するものなのですが、依代はある種の才能がものを言う。霊れい媒ばい体質とでも呼ぶべきでしょうか。通常であれば手出し無用、生まれ持っての素地に頼たよってスカウトするより他はないのですが、『ガバメント』はこの分野へ着手を始めた……」

「霊媒体質の、人工的な移植か」

　恭介は呻うめくように言った。

　ある双ふた子ごの話を思い出す。優すぐれた召喚師になるよう期待され、しかし霊媒体質を持って生まれたために依代として生きていく事になった彼ひ岸がん。そんな彼女の代わりに『こうあるべきと周囲に定められた、理想の召喚師』として製造された人工物、浄じよう瑠る璃り方式の蓮れん華げ。

　……確か、妹の彼岸が金きん髪ぱつに青い瞳ひとみだったのは、一族の者達が彼女の霊媒体質を削そぎ落とすためにありとあらゆる努力を重ねた結果ではなかったか。

『取り除のぞく』技術があるという事は、逆に『取り付ける』技術にも転用はできるのか……？

「お兄ちゃん、先日警護したマリア＝ハートオーシャンの専攻分野は覚えているのですか……」

「霊れい障しよう研究」

「困った。イザベルは並盛り、いや大盛りくらい置いてきぼり」

「魂たましいにこびりついたトラブルといったところかな。魂そのものの定義は未いまだに出ていないけど、ここから逆に辿たどって真理に迫せまろうとしている研究者もいる訳だが。ブラックホールそのものは観測できないから、周辺の時空間の歪ゆがみから正体を探ろうとするようにね。だとすると」

「利益の少ない基き礎そ研究だけでは予算の捻ねん出しゆつにも限りがあるようなのです。だからマリアは分かりやすい、即そつ効こう性せいの高い、どんな馬ば鹿かでも分かる応用研究を提示して高官達から大金を引きずり出した……」

「……、」

「この『蟻あり塚づか』のメリットは、大きく分けて二つ」

　愛あい歌かは人差し指を立て、

「一つ、単純に依より代しろの数が増えれば戦力を強化できる。何しろ『ガバメント』には召しよう喚かん師しとして一通り必修を終えたものの、ペアとなる依代を確保できずレプリグラス操兵に甘あまんじている新米が死ぬほどいます。彼ら全員に依代をつけるだけで、物量が三大勢力のバランスを大きく崩くずしていく事でしょう……」

　さらに中指を立てて、

「二つ、霊れい媒ばい体質の『質』を向上させる事ができれば、極めて高精度で被召物マテリアルを操れるようになる。標的に狙ねらいを合わせるので精一杯……ではなく相手の攻こう撃げきを的確に回かい避ひし、急所である『人じん郭かく』へピンポイントでクリティカルな攻撃を集中させる事ができれば、既き存そんの三つ巴どもえやコスト差以外の面で番ばん狂くるわせを狙うのも可能になるはずなのです……」

　とはいえ、メリットばかりではないだろう。

　そもそも『才能を移植する』とは、具体的に何をどうする？　事が霊媒体質に直結する以上、単純に頭ず蓋がい骨こつに穴を開けて脳神経へ手を加える程度では留とどまらないだろう。それこそ『人が変わった』という言葉を医学的に実現するため、全身をくまなく作り替かえるほどに。

　そして、極めて優すぐれた霊媒体質とは何か。

　現状存在する『普ふ通つうの依代』すら、怨おん霊りようや邪じや悪あくな精せい霊れいなどに体を奪うばわれないよう、首輪や手て錠じようなど拘こう束そく具ぐめいた装飾品で意識を戒いましめ、データの窓まど口ぐちを管理する必要がある。これが『過か敏びん』になったら？　外付け装置だけで対処できなくなったら？　欧おう米べいなどでは瘦やせるために胃い袋ぶくろや小脳の一部を切せつ除じよするなどという話もあるが、その後、やはり生活に合わず元に戻もどしてほしいと無理な訴うつたえをする患者も少なくないらしい。それと似たような事が、霊媒体質の分野で発生するとしたら？

「……、」

「どうした、怖こわい顔でイザベルを見て？　はにゃーん（棒）？？？」

　いや、と恭きよう介すけは軍服少女へかぶりを振ふった。

　ここまで踏ふみ込んでいたと最初から具体的に知っていたら何か変わっていたか。今さら研究者を助けるべきじゃなかったかもしれないなどと言ったところで何になるのか。

「とはいえ」

　恭介は一度思考を断ち切り、切り替え、改めて言った。

「空港の一件から一直線にＤ区画の『蟻塚』の襲しゆう撃げき。時間を考えると、相手は当座のホテルにもチェックインしている様子さえない訳だが。『少女使いガールズバツクドア』の件と違ちがって、これが陽動や囮おとりというのは考えにくいかな。むしろ短たん絡らく・最短の道を進んでしまうのを自覚しているから、『少女使いガールズバツクドア』なんて持ち出して印象を散らせようとしていたんだ。やっと見つけた。最初の敵、僕ぼく達の敵。イザベル、あなたの獲物だよ」

「……ふうん。そのアルゴリズムが正しいとすると、色々分かってきたのですね、お兄ちゃん……」

「ふにゅーん（棒）？　イザベルには何が何だか良く分からない。今度こそ細盛りほども」

「『蟻あり塚づか』の件は色んな利害が絡からむ。大量の依より代しろを確保されたら『イリーガル』『フリーダム』は困るだろうし、同じ『ガバメント』内でも敵は出てきそうだ。例えば、腕うで利ききのスカウトなんかは安あん易いに大量の依代を作られたら仕事を失うだろうしね」

　だけど、と恭きよう介すけはさらに付け足した。

「こいつは我が慢まんが利かない。自分でリスキーと分かっていても、獲物を見れば最短最速で突つっ込んでしまう訳だが。冷れい徹てつに利害を計算して実力行使でプロジェクトを潰つぶしにかかる人間なら、こうは動かない。利害というより感情で動いている印象だね。かつ、その感情というものを美化し、我慢が利かない自分への言い訳にしているような気がする。快楽系の破は壊かい欲求にありがちな潜せん伏ぷく期きと顕けん在ざい期きの激しい波もない。常にフラット、一定ラインを保ちながらも冷たい炎ほのおを維い持じし続ける」

「もっとイザベルにも分かるように言って。爆ばく盛もりで、爆盛り分かりやすく」

「つまりさ」

　城しろ山やま恭介はサラリと言ってのけた。

　ようやく攪かく乱らんの森の奥おくに眠ねむる本命を見み据すえ、アルゴリズムを組み上げながら。




「復ふく讐しゆう心の塊かたまりなんだよ。ここまで言えばイザベルにも分かるだろう？」
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　パチン、という音が響ひびいた。

　革かわの手て袋ぶくろを嵌はめた指で、小さな金属のツメを弾はじく。

　悪あく魔まと契けい約やくした少女、斑むら鮫さめクイナが、衣服の胸むな元もとから取り出したアクセサリを手にしていた。首回りの細い鎖くさりに、大きなコインほどの本体。懐かい中ちゆう時計のような金色の蓋ふたを開け、中に収まっていた小さな写真に目を通す。

　罪悪感がない訳ではない。

　魂たましいにこびりついた良心の呵か責しやくは、そう簡単に消せるものでもない。

　だから、これはそのための儀ぎ式しき。

　すでに失われた者の笑顔を反はん芻すうする事で、少女は出る杭くいを打つ。あらゆる感情の信号を完全なフラットに保つ。

　復ふく讐しゆうにおいて最も重要なのは、『最初の気持ち』を維い持じし続けられるか、だ。

　これは何も、復讐心がすぼまり、消え失うせてしまうというだけではない。

　心は変わる。

　同じ強さの炎ほのおであっても、その色は容易たやすく変じる。純じゆん粋すいな復讐のための活動資金を手に入れる努力を続ける内、いつしか営利目的になっていたでは笑い話にもならない。

　復讐を、言い訳にしない。

　復讐を、目的に掲かかげ続ける。

「ビヨンデッタ」

「イエス、お客様」

　柔やわらかく、ウェイトレス服の悪あく魔まは応じる。

　こいつもこいつでおかしな人物だ。『フリーダム』アワード９２０、『仇染めライアーキヤツト』。その最大の特とく徴ちようである信条は『他人の復讐に手を貸せるなら何でもやる』という事。

「前から話は聞いていたけど、一回戦うために奥おく歯ば抜ぬくってマジ？　そんなのでこれから保もつ訳？？？」

「いいえ。そもそもまともな歯なんて一本も残っておりませんわ、お客様。ですから、そのような些さ事じに気を取られて自身の復讐への没ぼつ入にゆう感かんを削そぐなど愚ぐの骨こつ頂ちようです」

　白い歯を見せて微笑ほほえみながら、悪魔はボトルに入った錠じよう剤ざいを直接ザラザラと口に放り込んでいく。

　不思議そうな顔をするヘソ出しの少女に、ビヨンデッタは笑いながら、

「私のブラッドサインは狙そ撃げき銃じゆうとしても使えますが、『そのもの』ではありません。つまり衝しよう撃げきの緩かん和わなどには相当の無理をする必要がある。まあ、右みぎ腕うではほとんど人工骨に組み替かえていますから、衝撃を押おし殺すのはそう難しい事ではありませんが」

「じゃあそのザラザラ何なのよ？」

「人工骨との相性の問題で、抗こう生せい物質を吞のまないと内側から腐くさっていくものでして。とはいえ、最新式のレプリグラスよりもこっちの方が扱あつかいやすいんですけどねえ」

　普ふ通つうであればゾッとする言葉の応おう酬しゆうかもしれないが、少女にとってはどうでも良い。

　付き合いも浅く、胡う散さん臭くさい印象だけが膨ふくらんでいるが、今は使えるものならどうでも良いというのが本音だった。

『蟻あり塚づか』を殲せん滅めつできるなら、何だって。

「襲しゆう撃げき現場から手に入れた他の『蟻塚』の情報は、都合四つ。これで全部だと思うかしら」

「どのみち、答え合わせのためには正しいリストが必要になるのですわ。それはお客様もご承しよう知ちの上だったのでは？」

　尻尾しつぽを揺ゆらすビヨンデッタの言葉に、斑むら鮫さめクイナはわずかに思案した。

「あそこを馬ば鹿か正直に攻せめるのは、相当骨が折れるんじゃないかしら」

「でしたら、まともな方法で攻めなければよいのですわ。私がお客様に預けた『アレ』もありますし」

　あっけらかんとウェイトレス服の悪あく魔まは告げる。

　その視線はクイナの左手に嵌はめられた黒い手て袋ぶくろ状のデバイスに注がれていた。

「ともあれ、私達は結果を待ちつつ、空あいた時間ですでに判明している残り四つの『蟻あり塚づか』を破は壊かいしていけばよろしいのでは？　お客様の方でも、獲え物ものが分かっているのに『待ち』を維い持じし続けるのは苦痛ではありませんか」

「……、そうね。これ以上は、ちょっと無理かしら。ビヨンデッタには付き合わせて悪いと思っているけど」

「何をおっしゃいます、私はとても、これ以上ないくらいに！　充じゆう実じつしていますもの!!」

　両手を広げ、人生を謳おう歌かするように、ビヨンデッタは言う。

「復ふく讐しゆう者しやと一口に申しましても、その内実は様々。うだうだ言葉を並べるだけで最初から実行するつもりのない者、復讐復讐と言い訳を並べていく内に公私の区別がなくなって金も女も欲望の見境のなくなる者、無関係な人々を殺さつ戮りくしていく内に本命にも届いていないのに納得して飽あきてしまう者……。つまらない、ああ、まったくつまらない変質を遂とげてしまう復讐心のなんと多い事か！」

　ずらずらと並べられていく不満は、同時にこの悪魔の履り歴れきでもあるはずだ。

　つまりそれだけ多くの復讐者に手を貸して、その手を存分に血で染めてきたという。

「そんな中で、お客様の復讐心はかなりの高水準……ええ、多くの復讐をこの目で眺ながめてきた私が言うのだから間ま違ちがいはありませんわ。安あん易いに変質する事なく、尻しりすぼみに消えてしまう事なく！　最初の心を最初のままに保ち続けるだなんて!!」

「別に、あんたがどれだけ狂くるっていようが知った事じゃないわ、ビヨンデッタ」

「イエス、お客様」

「私は私の復讐を遂とげる。これを飲んだら行くわよ。結果待ちなんてやってられない。一つでも潰つぶすべき場所が見えているなら、もう動かないと気が済まない」

「イエス！　お客様!!」

　二人はジャスミンティーの入ったティーカップを呷あおると、ソーサーの上へ置いた。

　そして席から勢い良く立ち上がる。

　そこは、Ｃ区画の一角だった。

　そこは、菜ツアイ館カンと呼ばれる、いわゆる中ちゆう華か料理のレストランだった。

　そこは、ピンキリで言えば安い方で、定食屋といったグレードの店だった。

　そして。




　そこは、緑リユウ娘ニヤン藍ランが『イリーガル』の会合の場として使っていた店だった。

　今はもう、悪あく魔まとその主が腰こし掛かけるテーブル一つ以外、見る影かげもないが。
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　ピンポーン、というインターフォンが鳴る音が高級マンションのリビングに響ひびき渡わたった。

　部屋の主である愛あい歌かがコードレスの受話器を手に取る前に、玄げん関かんの方からガチャリという開閉音が聞こえてきた。

　合あい鍵かぎの持ち主は二人。その内、城しろ山やま恭きよう介すけはすでにリビングにいる。

「リューさんかな」

　恭介の呟つぶやきは的を射ていた。

　長い廊ろう下かからリビングに入ってきたのは、改造チャイナドレスの美女だった。

「ひきこもり少女最後の砦とりでにお兄ちゃんを狙ねらう女の匂においが二人分も……。あうう、もはや眩暈めまいがするテリトリー崩ほう壊かいなのです。世界はなんと狭せまく苦しいものなのか、この程度のささやかな自由さえも砕くだかれてしまうだなんて!!」

「……、」

　錯さく乱らんした水着少女の叫さけびにも、緑娘藍は応じない。

　改造チャイナドレスの美女はどこか顔を俯うつむけたまま、無言で部屋へと入ってきた。

　ただし。

「あ」

　その瞬しゆん間かん、彼女の近くにいたイザベルが何を言おうとしたのか。

　それは城山恭介にも把は握あくできなかった。




　とんっ、と。

　むしろ軽い音と共に、軍服少女の薄うすい胸むねの中心に『瘦身暗器パーフエクトドラゴン』の拳こぶしが半分ほど埋うまっていた。




　体感的な時間の流れは止まっていた。

　めり込んだ拳が緩ゆるやかに九〇度ほど、ねじられていく。

　直後。

　ッッッゴン!!!!!!　という轟ごう音おんが、遅おくれて炸さく裂れつする。小こ柄がらとはいえ一五〇センチ大、四〇キロ台の塊かたまりがリビングをかっ飛び、対面キッチンの敷しき居いを飛び越えて、厨ちゆう房ぼうの奥おくで派手な破は壊かい音おんを撒まき散らした。

「イザベル!!」

「この年増、一体何を……!?」

　思わず叫さけびかけた愛あい歌かの声が、ホワイトライガーが放つ警告の唸うなりにかき消される。いつの間にかソファ代わりの猛もう獣じゆうが起き上がり、水着の少女を庇かばう構図を作っていた。

　恭きよう介すけの方も、遅れて気づく。

　あれが今さら緑リユウ娘ニヤン藍ランの精せい巧こうな偽にせ者ものだとは思わない。だが様子もおかしい。表情や動きは滑なめらかだが、唯ゆい一いつ、瞳どう孔こうの拡縮だけが不自然だった。あの動きは景色や光源の位置を完全に無視している。

　今、この場で思い当たる節はと言えば、

「チッ!!『少女使いガールズバツクドア』か!?」

「ああもう、少女って歳としですかこの年増が……!!」

　叫びながら、愛歌はガラステーブルの片かた隅すみにあったお菓か子しの箱をひっくり返した。ごろりと出てきたのは卵形の励起手榴弾インセンスグレネードだった。

　ギョッとする恭介だったが、

「……悠ゆう長ちように構えている場合ですかっ！　ライガーが素のまま本気出すのと、粘ねん液えき状じようの『始祖シリーズ』ならどっちがマシなんです!?　ボソッ（まあ、どっちみち死ぬかもしれないのですが）……」

　構わず、愛歌はピンを抜ぬいて励起手榴弾インセンスグレネードを足元に転がした。

　緑娘藍は一言も発しなかった。

　炸さく裂れつ前の励起手榴弾インセンスグレネードを奪うばい取ったり、窓まどから投げ捨てるために猛ラッシュを仕し掛かけてくる、なんて事もなかった。




　ただ、『瘦身暗器パーフエクトドラゴン』の輪りん郭かくがスウ……と空気に溶とけていく。




「な、あ……!?」

　標的は、愛歌の眼前に立っていたはずだった。

　いいや、今も立っているはずだ。

　にも拘かかわらず、愛歌は緑娘藍を見失った。気配を完全に断たれる事で。そして人工霊れい場じようは、励起手榴弾炸裂時に標的を肉眼で捉えていなければ展開されない。

　たとえ真正面に狙ねらうべき標的が棒立ちでいたとしても。

　そもそも『不発』で終わる可能性を考えなかったのだろう、愛歌の思考が停止した隙すきを突ついて、再び緑娘藍が景色の中に浮ふ上じようした。真正面から拳こぶしと脚あしの射程圏けん内ないに水着少女を収める。

　同時。

　五メートル大のホワイトライガーと背中からブラッドサインを引き抜いた城しろ山やま恭介が、同時に左右から緑娘藍へと切り込んだ。

　片や三〇〇キロ台の超重量に爪つめと牙きばを備えた猛獣。片や六〇〇番台、七〇〇番台の召しよう喚かん師し程度なら被召物マテリアルを使わずに攪かく乱らんする事もある歴戦の召しよう喚かん師し。

　だが。

　それでも。

「───、」

　まず初めに緑リユウ娘ニヤン藍ランの拳こぶしが唸うなり、飛びかかるホワイトライガーの鼻っ柱へクロスカウンターを叩たたき込んだ。轟ごう音おんと共に、ずるりと五メートルの巨きよ体たいが真下へ落ちる。恭きよう介すけに背中を見せる体勢になったが、槍やりのように勢い良く突つき出されるブラッドサインに対し、『瘦身暗器パーフエクトドラゴン』は振ふり返りもしなかった。身をひねり、上半身を落とし、ブラッドサインをギリギリでかわすというより、腰こしに乗っける。そのまま背中を使って大きく跳はね上げる。

「っ!?」

　釣つられる形で両りよう腕うでを持ち上げられ、万ばん歳ざいのように無防備になった恭介の上半身へ。

　返す刀で、回し蹴げりめいた重たい一いち撃げきが容よう赦しやなく突つき刺ささる。

　ッッッドン!!!!!!　という巨きよ大だいな太たい鼓こを叩たたくような打だ撃げき音おんが鳴り響ひびいた時には、すでに恭介の体は広いリビングを飛び出していた。

　そう。

　つい先ほど、依より代しろのイザベルが辿たどった道と全まつたく同じコースで。

　着ちやく弾だんと同時に、派手な破は壊かい音おんが続く。

「うぶっ!?　げほあっ!!」

（くそっ、来るのが分かって誘さそいもかけたくせに、結局衝しよう撃げきを殺しきれないだなんて……!!）

　もっとも、これはイザベルの時と同じだ。自分から派手に真後ろへ跳とんでいなければ衝撃はくまなく体内を蹂じゆう躙りんし、五ご臓ぞう六ろつ腑ぷをまとめて爆ばく砕さいされていただろう。

　メチャクチャになった厨ちゆう房ぼうスペースに半ば埋うまるような格好で、恭介はぐるりと辺りを見回した。

　イザベルはテーブルをぶち破り、シンク下の棚たなの扉とびらを抜ぬいていた。這はいずるように近づくが、頰ほおを叩いても反応がない。脳のう震しん盪とうを起こしているようだった。今のままでは仮に励起手榴弾インセンスグレネードを放っても、被召物マテリアルを使ったまともな戦せん闘とうはできないだろう。

　イザベルはやられた。ホワイトライガーもやられた。

　恭介と愛あい歌かだけでは召喚儀ぎ礼れいは使えない。

　それナシで緑娘藍を止めるしかない。

「……、」

　歯車の外はずれかけたからくり人形のように、恭介はぎこちない動きで破壊された厨房を這い回った。元から、『瘦身暗器パーフエクトドラゴン』相手に徒と手しゆ空くう拳けんで勝てるなどとは思っていない。この距きよ離り、この間合いなら励起手榴弾インセンスグレネードを使った全力の勝負でも行方ゆくえは分からなくなる。

　だから、最初から狙ねらいはそこではない。

　城しろ山やま恭きよう介すけはガス台に手を引っ掛かけて無理矢理身を乗り上げると、裏側、ガスの元もと栓せんを摑つかんだ。ホースを取り外はずし、厨ちゆう房ぼうから対面キッチンの敷しき居いを越こえてリビングの方へ逃にがす。特有の異い臭しゆうを放つ都市ガスを開放する。

　緑リユウ娘ニヤン藍ランにはまともに攻こう撃げきが当たらない。どれだけ手数を増やしても、倍する勢いでクロスカウンターが飛んでくるのではどうしようもない。

　それなら、回避のできない攻撃を放てば良い。

　それこそ、部屋全体、空間全体を埋め尽くすような一撃を。

「───、」

　対して、緑娘藍の行動もまた迅じん速そくだった。

　彼女はいちいち恭介を仕留めたり、ガスの元栓を掌しよう握あくするために動いたりしない。

　異臭を嗅かぎ取った直後、ガラステーブルの上にあったペン立てを蹴け倒たおし、床ゆかに散らばった文房具の中からステンレス製のハサミを蹴り上げると、二段蹴りの要領でそのまま大きく前方へ蹴飛ばす。まるで投げナイフか何かのように、ハサミの先せん端たんが遠方の床ゆかへと突つき刺ささる。

　些さ細さいな火花が、全すべてを吹ふき飛ばす。

『瘦身暗器パーフエクトドラゴン』の策はこうだ。

　ガスが充じゆう満まんする前に、小規模の爆ばく発はつを起こして被ひ害がいを軽減させる。

　カッッッ!!!!!!　という閃せん光こうの直後、落らく雷らいのように遅おくれて爆音と衝しよう撃げき波はが屋内を席せつ巻けんした。

　改造チャイナドレスの美女だけが、そこに立っていた。

　だが、

「───、」

　ザッ!!　と、一いつ瞬しゆん遅おくれてゲリラ豪ごう雨うのような勢いで大量の水が降り注いだ。天井に設置されているスプリンクラーのものだ。

　わずかに視線を上へ投げた緑娘藍は、やがてそれを一方向へ向け直した。

　厨房。

　対面キッチンの敷居の向こうでのろのろと起き上がった城山恭介。

　……厳げん密みつには、その手にあるタコ足配線の電源ケーブル。冷蔵庫、電子レンジ、炊すい飯はん器き、とにかく諸もろ々もろ、大量の電気を消費するであろうその太いケーブル。そして人質の首に押おし当てるように、もう片方の手で包丁を握にぎっている事に。

　ずぶ濡ぬれのまま、恭介は笑っていた。

　それでいて、彼は躊ちゆう躇ちよしなかった。




「ごめん、みんな。一いち蓮れん托たく生しようみたいな訳だが」




　電源ケーブルを搔かっ切り、床へ投げる。

[image: ]

　青白い閃せん光こうがテニスの試合でもできそうなほど広い面積をまとめて埋うめ尽つくした。

　恭きよう介すけ、愛あい歌か、イザベル、ホワイトライガー、そして緑リユウ娘ニヤン藍ラン。

　電流は、皆みなの心臓へ等しく平等に衝しよう撃げきを叩たたき込んだ。
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「う……」

　城しろ山やま恭介は濡ぬれた床ゆかの上で呻うめき声を上げていた。

　スプリンクラーは自動的に止まったようだった。物音はない。部屋自体のブレーカーが落ちたのか、家電は軒のき並なみ機能を停止しているらしい。

　まず一番近い場所にいたイザベルの脈を確かめ、それから軋きしむ体を引きずるようにリビングに出る。緑娘藍を確保する。床に手足を投げ出したままの彼女の脈を測ると、延長ケーブルなどを使って両手首、両足首を縛しばり上げる。

　と、ずぶ濡れでブレーカーが落ちている状じよう況きようなのに、ガラステーブルの上のタブレット端たん末まつが光を放っているのを見つけた。防水カバーと内蔵バッテリーの恩恵だろう。いくつか『ガバメント』名義のメールが着信しており、その内の一つに『少女使いガールズバツクドア』の案件があるのを見つけて、思わず恭介はタブレット端末を手にしていた。

　文面自体は硬かたいが、送り主には見覚えがあった。『ガバメント』アワード１０９、『無戦連勝アカデミア』。本名はマリア＝ハートオーシャン。例の太平洋上での空中戦の際、防ぼう衛えい対象として設定されていた霊れい障しよう研究の第一人者だ。

　あの時はおっとりした保健室の先生といった印象だったが、どうやら仕事とプライベートか、ネットとリアルか、とにかく何かしらの『切り替かえ』を持っている人物らしい。




『正規アワード８７０「専守防衛HIKIKOMORI」様。

　ご依い頼らいの解かい析せき結果について、中間報告をお送りいたします。

　ブラックボックスと化している中心核かくの分解は後に回すとして、まずは表面をなぞる形での非ひ破は壊かい検査によって判明した事実から。




　件くだんの「少女使いガールズバツクドア」は依より代しろが被召物マテリアルに与える「意識の割り込み」「個体の限定的な制せい御ぎよ」を人間に当てはめるためのユニットに近い性質を有します。人間と被召物マテリアルでは元となる精神力のキャパシティが桁けた違ちがいであるため完全制御はできませんが、人間と人間でこれを行った場合、ほぼ一〇〇％の精度でその心を掌しよう握あくできてしまうものと推測されます。




　何故なぜ、年若い女性との相性が良いのかは現時点では不明なところも多いのですが、いわゆる未み踏とう級に類する被召物マテリアルは軒のき並なみ女性形である事と何か関連があるかもしれません。




「ガバメント」内部での公募による臨りん床しよう試験の結果、「少女使いガールズバツクドア」の具体的な使用方法や条件もいくつか判明いたしました。




　一つ、「少女使いガールズバツクドア」は手て袋ぶくろ型で、これを嵌はめた上で標的の顔、あるいは頭部を指差す事で標的設定を行う。




　一つ、「少女使いガールズバツクドア」は情報入力型で、プログラムのフローチャートのように「何が起きた時／起きなかった時にどう行動するか」をツリー状に設定する事でコントロールする。




　一つ、情報入力に際しては、手袋を嵌めた指を操作する事で、虚こ空くうにキーボード状のインターフェイスを浮うかび上がらせる事が可能。また対象のモーションの組み合わせでもフローは作れる。「走って」「跳とんで」「着地する」など。




　一つ、フローを作ると言っても完全にゼロから指先の動きを指定する必要はなく、当人が元々持っていた技術や知識を引き出し、活用する事も可能。例えばシェフに料理を作らせる、金庫番にダイヤル錠じようを開けさせるなど。




　一つ、「少女使いガールズバツクドア」の使用に際し、命に関わる副作用のようなリスクは特にない。




　一つ、「少女使いガールズバツクドア」で一度に操れる人間は三人まで。四人目以降を操ろうとした場合、古い順にストックが解放されていく。




　一つ、「少女使いガールズバツクドア」で操れるのは一〇歳さいから二五歳までの女性のみ。また、該がい当とうする依より代しろが被召物マテリアルに変じた後も効果は継続。




　一つ、「少女使いガールズバツクドア」で操られた人間は、解放時に自分が操られていた記き憶おくを失う。




　一つ、「少女使いガールズバツクドア」で操られた人間を解放する方法は複数存在。命令者が解放を宣言する、四人目以降を操ろうとする、操られている人間の意識を強制的に奪うばう、など』




　……意識を奪えば『少女使いガールズバツクドア』の支配を脱だつする事ができる、という項こう目もくを見て、恭きよう介すけはわずかに息を吐はいていた。緑リユウ娘ニヤン藍ランは縛しばり上げる必要もなかったらしい。むしろ解放時に操られていた記憶は失うようだから、妙みような誤解を受けそうな気がしないでもない。

　だが、そんな弛し緩かんしきった考えはすぐに吹ふっ飛んだ。

　マリア＝ハートオーシャンのメールの続きにはこうあった。




『なお、「少女使いガールズバツクドア」を用いた応用的な使用方法についてもいくつか出てきたので一応参考までに送付しておきます。

「少女使いガールズバツクドア」で一度に操れる人間は三人までですが、これを伝染させる事ができる、という点が判明しています。

　つまり起点Ｘが直接三人操る他、起点ＸがＡを、ＡがＢを、ＢがＣを……などの形で次々に人を操る事もできるという訳です。もちろん、その都度新しいフローをツリー状に書き込まなくてはならないため、手間はかかります。じっくり作業する時間を取れない場合はシンプルな命令しかできなくなるでしょうが。

　この場合、起点Ｘ以外は「少女使いガールズバツクドア」を装備する必要はありません。

　上限三人の枠わくは変わらないらしく、例えば起点ＸがＡとＢを操った上で、Ｃを経由してＤを操ろうとすると、最初のＡが解放されてしまいます。

　また、ＡがＢを、ＢがＣを……という場合、間にいるＢが意識を失うなどで制せい御ぎよを離はなれた場合、Ｂ以降のＣもまた連れん鎖さ的てきに意識が途と切ぎれ、解放されるようです。

　Ａが解放されればＢもＣも解放されるため、実質的に四人目以降を操ろうとすると全員が解放されてしまいます』




「…………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………」

　ぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎ、と恭きよう介すけはゆっくりとタブレット端たん末まつから目を離はなした。

　まだ脈を確かめていない者がいた。

　片方はホワイトライガー。

　もう片方は、

「……愛あい、歌か？」

　呟つぶやくが、返事はない。

　そもそも、『少女使いガールズバツクドア』をばら撒まいた『敵』は、何を目的にトイドリーム35へやってきた？『蟻あり塚づか』とかいう依より代しろの量産施し設せつを潰つぶすだけなら、何な故ぜ緑リユウ娘ニヤン藍ランを使って愛歌のマンションを襲おそわせる必要があった？

　そして、起点ＸからＡに、ＡからＢに……と支配を伝染できるとしたら。

　今、愛歌が倒たおれている理由は何だ？

　緑娘藍に襲しゆう撃げきされたから？　恭介が放った電流を浴びたから？

　そうではないとしたら……。

「……、」

　恭介は、恐おそる恐る愛歌の方へ近づいた。

　倒れた少女の手元には、スマートフォンが転がっていた。

　送信完了、という文字が躍おどっていた。

「何を？」

　城しろ山やま恭介は、呟く。

「誰だれに!?」

　それはすぐに、叫さけび声へと変わっていった。




　　　　９




　パチン、と斑むら鮫さめクイナは指を鳴らした。

　携けい帯たい電話に送られてきたメールと、その添てん付ぷファイルを開く。

　今まで彼女達が逆立ちしても手に入らなかったデータの山が、いとも簡単に開示された。

　すなわち。

「『蟻あり塚づか』は全部で四一箇か所しよ。その位置情報も防ぼう衛えい戦力も全すべて出てきたわ」

「やりましたわね、お客様」

　そして、分かってしまえばもう遠えん慮りよは必要ない。

　肉の山を前にした猛もう獣じゆうのように貪むさぼり尽つくせば良い。

　復ふく讐しゆう者しやの少女は、その成じよう就じゆのために呼吸する悪あく魔まに向けてこう言った。

「行くわよビヨンデッタ。全てぶっ潰つぶす」

「イエス、お客様」




　告げて、二人は瓦が礫れきの山から静かに立ち去る。

　そこもまた、既き出しゆつの『蟻塚』のその一つ。防護円や被召物マテリアルで召しよう喚かん師しと依より代しろの身を守りつつ、自分達ごとロケーション全体を爆ばく破はするという、型破りな方法で撃げき破はされた哀あわれな残ざん骸がい。

『蟻塚』から『蟻塚』へ、憎ぞう悪おから憎悪へ。ただ一いつ瞬しゆんの安息も求めず次を目指す彼女達の歩みは、純じゆん粋すいな復讐の履り行こう者しやそのものであった。







[image: ]
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「んン……ぅ……」

　改造チャイナドレスの美女、緑リユウ娘ニヤン藍ランは紅を差した唇くちびるの隙すき間まから艶なまめかしい吐と息いきを洩もらした。

　そして直後に、自分が両手足を縛しばられたまま、軽くエビ反ぞりチックな格好でフローリングの床ゆかへ放り出されている事に気づく。

「あら？　濡ぬれ透すけしてる」

　姿勢のためか、いつもよりさらにぐぐっと盛り上がった己おのれの胸むな元もとへ目線を落とす。びちょびちょで布地が肌はだへ不快に張り付いてくるが、手足はまともに動かない。

「縛られてる!?」

　ようやく事の重大さに気づいたように、彼女は周囲へ目をやった。

「ちょ、何これ……。私、確かにＣ区画の海ハイ紅ホワン菜ツアイ館カンにいたはずなのに、ここ、『ガバメント』のマンション……？」

　何だか床はびしょ濡れ。

　でもって『ガバメント』の犬・愛あい歌かは元より、城しろ山やま恭きよう介すけ、イザベル、果てはホワイトライガーまでもが呆あきれたような目つきでこちらを見下ろしている始末。

「きっ、恭介ちゃん？　全体的にどういう事か説明してほしいんだけど。これ、もしかして暗あん黙もくの了解が破は棄きされて『ガバメント』に身売りされている真っ最中とかじゃないでしょうね!?」

　混乱のままに、とりあえず自分が思いつく限りで最悪の可能性を並べる緑娘藍。

　が、顔を見合わせる恭介と愛歌の顔つきは、さらに先を行く沈ちん痛つうさだった。

「……お兄ちゃん、これどうすんですか……？」

「『少女使いガールズバツクドア』解放時には操られていた時の記き憶おくは消えるという話だし、もうお手上げなのではないかな」

「ええっ、だから無罪放ほう免めん!?　何だか納得がいかないのです……！　こっちはこの年増のせいでしこたま大変な目に遭あっているっていうのに……!!」

「イザベルは今でもお胸むねが痛いんだけど。並盛りから大盛りくらいの間で、ずきずきー（棒）」

「ほらほら、はたいても埃ほこりが出ないようならそれ以上つつかない」

『？　？？？』と訳が分からない顔になっている緑娘藍はもう放っておく。

　今はそれよりも優先すべき事がある。

　タブレット端たん末まつから映像チャットの呼び出し音が続いていた。

　愛歌は濡れたままの床へどかりと座り、いつも通りホワイトライガーをソファ代わりにしようとしたが、するりと猛もう獣じゆうにすり抜ぬけられた。ひっくり返る愛歌に五メートル大のペットは断固拒きよ否ひの構え。濡れた床に寝ねそべりたくない、というよりは、『瘦身暗器パーフエクトドラゴン』大暴れの一件でまだ気持ちが落ち着いていないらしい。動物が一番暴れるのは優位に立っている時ではなく、むしろ脅おびえている時なのだ。

「あー！　お兄ちゃん、そこの哺ほ乳にゆう瓶びん取ってください。この聞き分けのないライガーの胃い袋ぶくろをミルク責めにしてやるのです……!!」

「やめなって、これ以上与えたらお腹なかを壊こわしてしまう訳だが」

「……甘あまえん坊ぼうのライガーは温めたミルクをあげたら大たい抵ていぐっすり眠ねむるはずなのに。よっぽど迫せまりくる年増の脂し肪ぼうの塊かたまりが恐おそろしかったに違ちがいありません……」

「無理もない。ずーん（棒）、イザベルも並盛りくらい夢に出そうだし……」

「愛あい歌か。自分だって途と中ちゆうから操られていたんだから、下手へたにつつき過ぎると自じ縄じよう自じ縛ばくになるのは忘れないでね」

　唇くちびるを尖とがらせ、愛歌は床ゆかに転がったままガラステーブルのタブレット端たん末まつを摑つかむ。

　呼び出しに応じると、画面いっぱいに軍服の女性の全身が表示された。とはいえ、イザベルに比べれば随ずい分ぶんと大人しい格好だ。深い青がベースとなり、タイトスカートではなくズボンで、拘こう束そく衣いの機能を付加するための黒いベルトの類たぐいはついていない。代わりにゴテゴテと装飾過多な勲くん章しようが貼はり付けられていた。

『ガバメント』の調整役。

　プランナーと呼ぶべきか、トラブルシューターと呼ぶべきか。

　とにかく組織内部で何かが破は綻たんしかかると、よそから派は遣けんされて計画を組み直す。または代だい替たい案あんを提出して損害を最小限に留とどめる。そうしたお役所仕事の専門家だ。

『こちらの情報整理と方針の調整は完了した。話を戻もどさせていただいても？』

「ええ」

『現状、問題は大きく分けて二つ。一つ、敵対する召しよう喚かん師しに「蟻あり塚づか」関連の全情報を抜ぬかれた事。二つ、その件に際し「ガバメント」「イリーガル」「フリーダム」が一堂に会するそのマンションが悪用された事。……由ゆ々ゆしき事に、お歴々の中には二つ目の方をより強く問題視している輩やからも珍めずらしくない。この環境下でのんびり懲ちよう罰ばつ感情など、最前線でも自分の頭にだけは弾たまが当たらないと考えているのかもしれんが』

「一応参考までに。『イリーガル』の年増女は『少女使いガールズバツクドア』の制せい御ぎよ下かにあり、当人の意思とは無関係の犯行だったはずなのですが……？」

『それはあまり重要じゃない』

　調整役は軽く息を吐はいたようだった。

『問題なのは、そもそも「イリーガル」の殺し屋なんぞと仲良くやっていなければ、そんな緩衝窓まど口ぐちなんぞ最初から用意していなければ、こういう形で情報漏ろう洩えいが起きる事もなかっただろう、という所だ。この点に関しては私も庇かばえん。文句があるならお歴々に掛かけ合ってくれ』

「……、」

『ついでに言えば、暴れたのは緑リユウ娘ニヤン藍ランだがモバイル経由で機き密みつ情報を流したのは貴様だ、愛あい歌か。おかげでさらに二ヵ所の「蟻あり塚づか」が襲しゆう撃げきされ、貴重な研究データと尊とうとい人命が失われた。蚊帳かやの外にいるなどと思うなよ、貴様は立派な当事者だ』

　まるで『少女使いガールズバツクドア』が存在しなかったような……ただ緑娘藍と愛歌が結けつ託たくして機密情報をよそへ流したような言い分だった。

　傍そばで聞いていたイザベルが、恭きよう介すけに向けてこんな風に言ってきた。

「ぬーん（棒）。イザベルは細盛りムカムカしてきた」

「おや奇き遇ぐうだね。僕ぼくもかなりイライラしている訳だが」

『貴様も他人ひと事ごとではないんだよ、「不殺王アリス（ウイズ）ラビツト」』

　調整役は片目を瞑つぶり、自分のこめかみを人差し指でトントンと叩たたきながら、

『現状、「嫌けん疑ぎ」のかかった愛歌と緑娘藍は首の皮一枚といった状態だ。彼女達を処刑リストの仮候補から外はずしたければ、当事者でありながら「嫌疑」のない貴様が負ふ債さいを肩かた代がわりするしかない。特に、三大勢力が一堂に会する「そこ」を前から忌いま々いましく思っていたお歴々を黙だまらせるためにはな』

「へえ。随ずい分ぶんと譲じよう歩ほしてくれるではないか。問答無用でお取り潰つぶしとはいかなかったのかい」

『実際、似たようなものだ。「フリーダム」アワード９０３、その腕うでを無む償しようで貸してもらうぞ。これから最も消しよう耗もうの激しい現場へ放り込む。拒きよ否ひすればそちらの二人については正式に手配書へリストアップ、世界がまとめて牙きばを剝むく。つまりほとんど処刑場送りだな、これは』

「具体的には」

『愛歌が洩もらしたデータは致ち命めい的てきだ。「蟻塚」の位置情報から、構成人数、資金ルート、機材調達、防ぼう衛えい戦力、非常時の退たい避ひルートまで全すべて網もう羅らしている。現にそのデータを使って拠きよ点てんがさらに二つ潰されている。お歴々は大枚はたいて獲かく得とくした研究機材、人員、そして成果の損失をこれ以上受け入れるつもりはない。───平たく言えば、撤退だ』

　その言葉に、恭介は思わず額ひたいに手を当てて天井を仰あおぎ見た。

　隣となりでは、イザベルが首を傾かしげていた。

「む？　何がまずいのかイザベルには細盛りピンと来ない」

「大有りだ。ちなみにまだ生きている『蟻塚』の数は？」

『三四』

「そこに詰つめている人員の数」

『一つにつき一〇〇名前後と考えてくれ』

「……これを一いつ斉せいにトイドリーム35から退かせる？　陸海空、あらゆるルートを使って同時に？　どうやって守れって言うんだ。『仇染めライアーキヤツト』は、愛歌を操って得た全情報を自由に使える訳だが。退避ルートも入手済みという事は、いつでもどこでも襲おそい放題だっていうのに……」

　大急ぎで新しいルートを作れば良いじゃないか、などという素人しろうと丸出しの意見は通用しない。そんな簡単にできるものならわざわざ事前にルート構築などしない。パッケージ、護ご衛えい戦力、仮想襲しゆう撃げきポイントの割り出し、実際に襲撃が起きた時の二次ルート、三次ルートの構築、そもそも『どこまで』辿たどり着いたら安全を確保した事にするか、そこが潰つぶされた場合の二次、三次シェルターは？　……諸もろ々もろ考えれば、机き上じようの空論だけで一週間、実際に有効なルートかの確認作業まで含ふくめれば一ヶ月でも足りない。これを一人二人のＶＩＰ様ではなく、三〇〇〇人単位で三六〇度全方位へ展開しろと来た。

　そして、できないからと言って悠ゆう長ちように考えている暇ひまもない。たとえ籠ろう城じようしていても、『フリーダム』アワード九〇〇番台の『仇染めライアーキヤツト』は容よう赦しやなく拠きよ点てんごと『蟻あり塚づか』のプロジェクトを潰しに来る。

　結論を言えば、八はつ方ぽう塞ふさがりだ。

『お歴々の考えはこうだ』

　と、調整役も調整役でこめかみに当てた人差し指をグリグリし始めた。

『デコイを含めて大量の輸送団を用意する。それらをトイドリーム35からあらゆる方角へ一いつ斉せい退たい避ひさせる。相手は九〇〇番台の凄すご腕うでと言っても、所しよ詮せんはワンペア。いくつか嚙かみ付かれるかもしれんが、「大本命」には辿り着けまい。……だそうだ、どう思う？』

「だから、それも含めて全情報を握られているんだろう？　標的を選ぶのはこちらではない、『仇染めライアーキヤツト』の方だ。散々あちこちつまみ食いされた上で、リミットが来る前に『大本命』も喰くわれておしまいだよ」

　さらに言えば、と恭きよう介すけは付け足して、

「『仇染めライアーキヤツト』は可能な限り被召物マテリアルのコストを維い持じしたまま、つまり『チェイン』を繫つなげたまま戦せん闘とうを続行しようとするだろう。規定級、神格級、未み踏とう級と積み重ね、最初から強い状態で敵軍に突つっ込んだ方が確実にやれるからね。……でも、必ずしも九〇秒の猶ゆう予よ時間に次の標的に繫げられるとは思えない訳だが。そうなった場合、敵はどうするだろうね。攪かく乱らん工作のためだけに『少女使いガールズバツクドア』を複数ばら撒まいて、一いつ般ぱん人じんも民間人もお構いなしに使い倒たおそうとした『仇染めライアーキヤツト』が」

「ぬーん（棒）。つまり間に合わなかった場合は、普ふ通つうの人達を襲おそって爆ばく盛もり『チェイン』を繫ぐっていう話？」

　赤い帽子のイザベルの問いかけに、恭介は頷うなずく。

「街の全方位へくまなく散らばった輸送団を追うために、縦じゆう断だんでも横断でも繰くり返しながらね。トイドリーム35が血の海に沈しずむどころじゃない、街ごとまとめて倒とう壊かいするよ、そんなの」

『だがお歴々の考えがそう簡単に変わるとは思えんぞ。というより、巨きよ大だいな鉄球は一度振ふり回されるとストップをかけるのが難しい。被ひ害がいを軽減させたければ、最短最速でワンペアの召しよう喚かん師しを撃破するしかないな』

「だから、『仇染めライアーキヤツト』が狙ねらう標的候補が散り散りになったら、僕ぼく達だって待ち構える事ができない訳だが？」

『逆に言うと』

「こちらから狙ねらいを一ヵ所に絞しぼらせれば、件くだんの『仇染めライアーキヤツト』がいつどこにやってくるか一〇〇％確実に分かる。『蟻あり塚づか』の中で最も重要な人材や資源は？　周りは現状待機、そいつだけを突とつ出しゆつさせて先行退たい避ひさせれば、絶対にあいつらは嚙かみ付いてくる。そこを叩たたけば良い」

『罠わなと分かっていても？』

「ヤツらは復ふく讐しゆうの味については我が慢まんが利かないタイプだ」

　ふう、とそこで調整役は息を吐はいた。

　それまでの硬こう質しつな印象に、やや翳かげりや揺ゆらぎを与えかねない調子で。

『だがお歴々は納得せんぞ。何しろ間ま違ちがいを認めない事が自分を守る術すべだと本気で信じているような連中だからな。そんなリスキーな方法を、それも外部の口から提案されたと知って、撤てつ退たい計画を変へん更こうさせるとはとても思えん』

「お困りのようだね」

　薄うすく笑って、恭きよう介すけはそう尋たずねた。

　すでに破は綻たんした行動計画。しかも、成せい否ひは三〇〇〇人単位の人命に直結する。見た目は高圧的に振ふる舞まっていても、こんなものを押おし付けられて軌き道どうに乗せろと言われた彼女だって万事快調とはいかないだろう。

『何か手立てがあると？』

「どうやら『ガバメント』の上は危機感が足りないみたいだ。責任さえ押し付ければおしまい、問題は書類上の話であって物理的な火の粉は降りかからないと本気で信じている訳だが。だからちょっと思い知ってもらう、っていうのは？　良く効く薬と憎にくまれ役なら買うけど」

『ああ』

　今度は、画面の向こうの調整役が天を仰あおぐ番だった。

　どうやら『不殺王アリス（ウイズ）ラビツト』の伝説については聞き及およんでいるらしい。だが今までその一言を口にしなかったのは、彼女なりの矜きよう持じでもあったのかもしれない。

　それを振り切る。まるで白旗でも上げるように彼女はこう呟つぶやいていた。

『助けてもらえるならありがたいよ、いやほんと』
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　マンション、と一口に言っても色々あると思うが、そこは大学生向けのワンルームだった。玄げん関かんを開けたらすぐ部屋で、しかもドアにはおざなりな新聞受けがついているからその気になれば外から覗のぞき放題。これでは日々の着き替がえにも苦労させられそうだが、それでも遊園地の街トイドリーム35においてお手て頃ごろ価格で一人暮らしができる、というのは補って余りある魅み力りよくがあるらしい。雑なサービスの割に、新生活シーズンを過ぎた五月には満室になっていた。

　シュンシュンとヤカンの口から蒸じよう気きが溢あふれる音が響ひびいていた。

　桜色のウェイトレス服の悪あく魔ま、ビヨンデッタは鼻歌混じりで紅茶の準備を進めている。白レースの手て袋ぶくろを外はずし、ほっそりとした指先で道具を操って。

「お客様」

「んー？」

　彼女の主であり、依より代しろでもある斑むら鮫さめクイナは、パステルカラーのベッドの上で膝ひざを抱えたままぼんやりと答えた。

「正直、私は紅茶とか言われても分かんないわよ。ペットボトルのしか飲まないし。だらだらうんちく話すのはやめてちょうだいね」

「ご心配なく、こちらはブレンドですわ」

「うん？」

「召しよう喚かん儀ぎ礼れいにおける戦せん闘とうはとにかく精神を消しよう耗もういたしますので、今回は鎮ちん静せい効果を生むように、何種類かの茶葉を調合してみました。こういうのは、作り方さえ知っていれば市し販はん品ひんで構いません。そう、風邪かぜ薬や花粉症の薬も上手に使えば、いたいけな女の子をぐっすり眠ねむらせられるゲスい秘ひ薬やくに早変わりするように、ね？」

「抗こう生せい物質ラッパ飲みでザラザラやってる女に言われても……。それにカフェインって、基本的に興こう奮ふん作用を生むものじゃなかったっけ？」

「そこはそれ、色々とやり方があるのですわ。多くの召喚師は各おの々おのの励起手榴弾インセンスグレネードを確保するため、お得意様を頼たよるか自前で調合するしかありません。この手の作業はお手の物、という事で」

　学生向けの部屋の中には、イギリス辺りの王室にでもあるような本格仕様の茶器はない。だがビヨンデッタはその辺の一〇〇円ショップにでもありそうな道具を並べて即そく席せきで代用してしまう。ただマニュアルを丸暗記するだけではない、そこからさらに踏ふみ込んで分解、再構築ができるほど知識を吸収したからこそ為なせる業わざだ。

　ヘソ出し少女クイナはベッドの上からもそもそ動きつつ、

「あんたにそこまで頼たのんだっけ？　契けい約やくの内容は、サユリのための復ふく讐しゆうを手伝う事、だったと思うんだけど」

「ですから、お客様に気持ち良く復讐を遂とげていただくために必要と感じた条件は全すべて満たさせていただきます。いざ復讐の味を嗜たしなむ段になって、寝ね不ぶ足そくで何の味も感じられない、などでは本ほん末まつ転てん倒とうですもの。何でしたら同じベッドに入って子こ守もり唄うたを歌ったり、一いつ緒しよにお風呂に入ったり、エステやマッサージの真似まね事ごとなどもさせていただきますが？」

「結構よ」

　ついに完全にベッドから降り、狭せまい部屋の中央にあるガラステーブルへつくクイナ。

　プラスチックのマグカップに注がれた紅茶を一口含ふくむが、

「……何がどう違ちがうのか分かんないわね」

「変に知ったかぶられるよりはよほど好感が持てますわ、お客様」

「だけど、仮か眠みんを取るつもりはないわ。神経が高ぶっていて全然ダメ。早く行け、早く殺せって体の芯しんがそう訴うつたえているから」

「それでこそのお客様。ですから空中給油のように、これをご用意させていただきましたの」

　くすくすと笑う悪あく魔まの真意が、斑むら鮫さめクイナには測りかねる。

　常識的に考えて、他人の復ふく讐しゆうへの助すけ太刀だちにはかなりのリスクを伴ともなう。直接的な戦せん闘とうはもちろん、標的の周囲にいる者をも敵に回すだろうし、信しん頼らいを得られなければ同じ仲間から背中を刺さされる可能性さえある。そもそも復讐なんていうのは多勢に無勢で失敗する方が多いし、そうなってから『やっぱやーめた』と言っても敵方は許しはしない。

　にも拘かかわらず、ビヨンデッタは率先して関わる。

　具体的な利益を得られる訳でもない。共通の敵を持っている訳でもない。本当にこれは、斑鮫クイナにとってしか意味のない復讐劇。たとえ成じよう就じゆしても、ビヨンデッタには一銭の得にもならない暴力事件。

　まるで、嵐あらしの夜に危険を承しよう知ちで浜辺に向かってしまう、命知らずのサーファーのような。

　行こう為いそのものに没ぼつ入にゆうする、ある種タガの外はずれた趣しゆ味み人じんめいた狂きよう気き。

「ビヨンデッタ」

「何でしょう」

「私はあんたの事情なんて知らないわ。私の知らない所で別口の利害があったり、別口の依い頼らいで派は遣けんされていたり、まんま『ガバメント』の二重スパイで情報が筒つつ抜ぬけだったり、そんな事があったって一切構わない」

　目を細め、マグカップの中身をかすかに揺ゆらして回しながら、

「……それが、結果として私の復讐の手助けになるなら。その果てに、私自身がくたばったとしても。だから改めてレギュレーションを確認するわ、ビヨンデッタ。私の復讐に協力して。あんたが敵か味方かなんてどうでも良いから」

「イエス、最高でございますわ、お客様」

　にい、と。

　桜色のウェイトレス服の悪魔は、艶あでやかというには腐くさり始めた笑みで応じる。

「もっとも、それを言葉だけでなく行動として示せるお客様とは、なかなか巡めぐり合う事が叶かなわないのですが、今度のお客様は少しばかり事情が違ちがうようですもの。安心いたしましたわ」

「ふん」

　猫ねこ舌じたなのか、意外とちびちびマグカップの中身を消化していく斑鮫クイナ。

　空からになると、彼女はそれをガラステーブルに置いて立ち上がった。

「ビヨンデッタ、次の手は？」

「そうですねえ。それじゃ気休め半分嫌いやがらせ半分でアレやりますか。もう私達の存在は露ろ見けんしている頃ころでしょうし、これ、この服」

　言いながら、ビヨンデッタはウェイトレス服のスカートを両手で摑つかんでひらひらさせ、

「仮装イベントに乗じてコンテナ単位で持ち込みましたので、適当に金をばら撒まいて大量のバイトに着せて一〇〇人単位で街のあちこちを歩かせるとか」

「……召しよう喚かん師しや依より代しろは一いつ般ぱん人じんの認識から消えるから、バイトの依い頼らいなんてできないんじゃ？」

「ですからそこはそれ、お客様の『少女使いガールズバツクドア』を経由して間に一般人を挟はさめば」

「上限は三人分でしょ。ストック潰つぶすほどのメリットが？」

「不要ならその時点で切ってしまって構いませんし、『ガバメント』側はこう判断します。ほとんどデコイの一般人だが、『少女使いガールズバツクドア』で操られている可能性があるのを考こう慮りよすると、最悪、無差別テロの発生もありうるから放置できない。何しろ相手は世界の警察ですもの。結局は無む駄だに人員を割さいて対処に当たるしかない。その間に私達は存分に自由を謳おう歌かする、と」

「結局、効果は未知数ね」

「ですから気休め半分、嫌がらせ半分ですわ、お客様。分かる人ならすぐ分かる程度。でも心の安らぎになります。復讐を楽しむコツは、効率性の中へいかに遊びを上乗せできるかどうかですから☆」

　ふん、と斑むら鮫さめクイナは鼻から息を吐はいた。

　首しゆ肯こうして許可を出し、それから告げる。

「さて、じゃあ行きますか」

「イエス、お客様。どこまでも」

　お茶の準備は丁てい寧ねいだった割に、片づけをするつもりはないらしい。

　理由は単純。

　彼女達が立ち上がった途と端たん、部屋の片かた隅すみで何かがぐらりと揺ゆれた。フローリングの床ゆかで横よこ倒だおしになった影かげには二本の手足が備わっており、海かい藻そうのように広がった長い髪かみはその素顔を覆おおい隠かくしてしまっていた。

　つまりは。




　この部屋の主。

『少女使いガールズバツクドア』によって操られ、隅っこで丸まる以外のフローチャートを作ってもらえなかった女子大生だった。
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　深み山やま業ごう蛇たは今年で五〇になる壮そう年ねんの男性だ。

　生まれてこの方一度も戦場へ出かけた事のない軍人、椅い子すに座っているだけで深い青の軍服の胸むな元もとが数多くの勲くん章しようでギンギラに輝かがやいていく、という訳の分からない肩かた書がきを持ったその男が佇たたずんでいるのは、『ガバメント』の『蟻あり塚づか』の一つだった。

『蟻塚』を形成するにはいくつかの条件があるが、その中でも大きなものに、『社会の縮図として機能する施し設せつ』というものがある。学校、病院、刑務所、軍事基地、カジノ、劇場、ホテル、予備校……まあ何でも良い。一定以上の集団生活を単一のシステムで管理する、ある程度の閉へい鎖さ性せいを保たれた施設であれば、そいつを『蟻塚』に作り替かえる事ができる。

　つまり、深み山やまがいるのもまた、そういった条件を整えた施設だった。

　Ａ区画の国際空港だ。

「何だと？　まだ撤てつ退たい計画の準備が滞とどこおっているというのかね。こちらは時間が押おしているんだ、何としても間に合わせろ！　木こっ端ぱの安全管理なぞ知らん、今は『蟻塚』の中ちゆう核かくを確実に逃にがす事だけ考えろ!!　頭を使え、馬ば鹿かが!!　血に飢うえた殺さつ人じん鬼きとはいえ、相手の腕うでは『フリーダム』の九〇〇番台に届く。ヤツらの無差別攻こう撃げきで貴重な研究成果を失う訳にはいかん、それぐらい言葉に出さなくとも分かるだろう!?」

　苛いら立だつように携けい帯たい電話に向けて言い放つ深山の顔には、微み塵じんも疑ぎ問もん符ふはない。自分も含めたプロジェクトの要かなめが無事に逃げる事。それだけが善ぜん悪あくの秤はかりだと本気で信じている顔だ。

「いいか、一秒でも撤退計画は遅おくらせるな。指にささくれができたでも口こう内ない炎えんができたでも何でも良い。我々に少しでも損害が出ればそれはお前の責任だ。分かったら手を動かせ、手を！　口も頭もお前には必要ない!!」

　見た目はオープンに広がって見えるよう設計段階から工夫が凝こらされた国際空港だが、その実、三分の二は立入禁止区域だ。それなり以上に固い警けい備び網もうの中を肩かたで風を切り、いちいち敬礼してくる警備兵をこれまた当然のように無視して、深山業ごう蛇たは応接室の扉とびらをノックした。

　一転。

　気味が悪いほどにこやかな笑みを浮うかべて、壮そう年ねんの高級軍人は暇ひまそうにソファでくつろいでいた若い女性へ猫ねこ撫なで声で話しかける。

『蟻塚』の中心メンバーである、その研究者へと。

「申し訳ありません、ハートオーシャン女史。スケジュールの遅れは単なる天候不順です。状じよう況きようを確認次第、すぐにでも離り陸りくいたしますので」

「別に何でも良いんだけどねえ。わたしはわたしの研究さえできたらー」

　マリア＝ハートオーシャンは軍人の方を見る気もなく、手の甲こうや自分の爪つめを眺ながめながらそんな風に洩もらしていた。

　右のこめかみを不気味に蠢うごめかせながら、深山は全力の笑顔で応じる。

「他に何か足りないものはございませんでしょうか？」

「全部」

　皮肉でも何でもなく、本当にただそうであるようにマリアは言ってのけた。

　世界の警察、『ガバメント』のカラーリングとして誇こ示じするように。

「特にネットは何とかしてよー。ただのWi-Fiでアンテナ二本とかふざけてんの？　人類の寿じゆ命みようは有限なんだからさあ、こーいうコツコツした無む駄だ遣づかいが偉い大だいな発見を取り逃にがす事になるのよ。そーなったら責任取れるのかしら。あなたが？　どーやってえ？」

「すぐにご用意させていただきます。ハートオーシャン女史については、わたくしも上の方から丁重におもてなしするよう厳に命じられておりますので」

「あと、これって安全規定に抵てい触しよくするのかしらあ」

　すい……と、マリアは真正面を指差す。

　そこは、元からセキュリティ体制の厳しい国際空港の立入禁止区域のはずだった。

　そこは、『ガバメント』の重要拠きよ点てんの一つのはずだった。

　そこは、『蟻あり塚づか』の中ちゆう核かくのはずだった。

　……にも拘かかわらず、マリア＝ハートオーシャンの対面にある革かわ張ばり二人掛がけのソファのクッションの上には、大おお振ぶりの包丁が垂直に突つき刺ささっていた。

「さっきふらっとやってきた男がアレやっていったんだけどー、地元のスラングには疎くてね。アレって何かのメッセージかしらあ？」

「馬ば鹿かな……」

　深み山やまは、自分が目にしたものを信じられず、しばらくその場で固まっていた。

　最重要の人材と同じ部屋に刃物を持ち込まれた。誰だれもそれに気づけなかった。その理り不ふ尽じんさは、核兵器保管庫の内側に見知らぬ指し紋もんをべったりと擦こすりつけられるようなものだ。

「そんな馬鹿な!?　一体、誰が、どうやって!?」

　常の警備態勢を知れば知るほど、その鮮あざやかな手並みから現実味が消える。

　訳が分からないまま、とにかく部下達を呼びつけるべく扉とびらの方を振り返って。

　そこで、深山業ごう蛇たは見た。




「やあ、菓か子し折おりの方が良かったかな？」

　と静かに語り、ドアに背中を預けて腕うでを組む『不殺王アリス（ウイズ）ラビツト』を。




「……っ!?」

　ぱくぱくと。

　今度こそ二の句が継つげなくなった高級軍人を放って、マリアは気軽に手を振っていた。

「やーほー。そーいえば貸しっ放しだったけど、イザベルの調子はどう？　ちゃーんと上手うまく使えてるう？」

「……少なくとも、あなた達よりは人間らしく。返すかどうかについては悩なやみどころな訳だが」

「あはは、流石さすがにもうバレちゃってるか。参ったなあ……」

　適当に言葉を振ふると、恭きよう介すけは改めて深み山やま業ごう蛇たの方へ向き直る。

「一応忠告しておくけど、侵しん入にゆうに際して励起手榴弾インセンスグレネードは使っていない。召しよう喚かん師しや依より代しろは視界から外はずれると忘れられる、って条件は何度か利用させてもらったけどね。これが何を意味しているかは分かるかな」

「ふふん（棒）、イザベルは爆ばく盛もりもう分かっている」

「すごいぞイザベル。だけど彼はまだ理解できないようだ、この深刻な状じよう況きようが。……それにしても、いくら街を挙げてのイベントだからって、空港職員まで仮装させるのはどうかと思うよ。制服はそれ自体が身分証みたいなものなのに」

「なっ、なっ」

　深山はようやく呼吸の仕方を思い出していた。

　恭介に軽く手を振っているマリアを見て、頭越ごしに何かされたという事実を認識して、権けん威いや上下関係といった泥どろ臭くさいリアル感が、彼の心を色しき彩さいある世界へ引き戻もどした。

　恥はじをかかされた。

　権力者にとっては、刃物で刺さされるより大きなダメージを認識しながら、

「何をしているんだ、この木こっ端ぱの雇やとわれ人がァァァああああああ!!」

「その派は遣けんだか非正規だかにまんまとしてやられた正社員サマが何を言っているんだか」

　詰つめ寄られても、恭介は顔色一つ変えなかった。

　数センチの鼻先で、両者は睨にらみ合う。

「いいか。僕ぼくにできるという事は、他にもできるという訳だが。言っておくが、この手の仕事は守る専門家より殺す専門家の方が上手うまい。……『仇染めライアーキヤツト』は、もっとやるよ。理解が追い着いたら考えを改めろ。ヤツは『フリーダム』のアワード９２０。９０３より上だ」

「上から語るな、私の上から！　私を一体誰だれだと思っている!?」

「さて、一体何なんだろうね」

　恭介は扉とびらに背中を預けたまま、

「弾たまが何故なぜか自分達を避よけてくれると信じている楽観主義者、間近に迫せまる脅きよう威いが見えず以前から気に食わなかった愛あい歌かを窮きゆう地ちに立たせる事で頭がいっぱいの視し野や狭きよう窄さく者しや、三〇〇〇人の部下を迷わず見殺しにして方はこ舟ぶねの末席のおこぼれを頂ちよう戴だいしようとしている小心者。……人の評価なんて召喚師の通り名と同じだよ、それは周りが勝手に決める。だとすると、あなたは一体何なんだろうね？」

「こいつ……!!　自分達の失態は棚たなに上げて……!!」

「僕達は元々『少女使いガールズバツクドア』の件を追っていた。愛歌やリューさんの助力がなければ初期段階の陽動作戦からもっと被ひ害がいは拡大していた。狙ねらわれたのは罪もない民間人の女の子達だろう。しかも僕達は別段手に入れた情報を独どく占せんする事なく、『少女使いガールズバツクドア』のサンプル付きで『ガバメント』には詳しよう細さいを報告していたはずだった。まともに動いてくれたのは愛あい歌かとそこの『無戦連勝アカデミア』くらいのものだったけど。大した対策も練らずに民間への犠ぎ牲せいを放置した挙げ句、いざ世界の警察を名乗る自分達が襲おそわれたら一〇〇・〇％僕ぼく達の責任か？　それにさっきも言ったはずだ。人の評価は当人が名乗るものではない、周りが勝手に決めるって」

　くい、と恭きよう介すけは顎あごで指した。

　高級軍人が恐おそる恐る振ふり返ると、ソファの上で自分の爪つめを見ながらマリア＝ハートオーシャンは緊きん張ちよう感かんのない声を放っていた。

「正直、わたしはどーだって良いんだけどねえ」

「は、ハートオーシャン女史……？」

「だけど『不殺王アリス（ウイズ）ラビツト』が証明しちゃった訳じゃない？　現状のシステムでは殺されるのを待つばかりだってー。やっぱり嫌いやよねえ、そんなの。失敗するのが目に見えているのに何で従わなくちゃいけないのーって疑問が頭から離はなれてくれないしい？」

　キャリアが、死んだ。

　そのシンプルな事実が、高級軍人の最後の線を焼き切ってしまう。

「こっ、殺してやる。叩たたき殺してやる！　このクソガキぃ!!」

「はいお疲つかれさん」

　こちらに摑つかみかかってきた高級軍人の顔を逆にドア板へ叩たたきつけ、一いち撃げきで昏こん倒とうさせながら恭介は気のない声で呟つぶやいていた。

「……これで無む謀ぼうな撤てつ退たい作戦にすがってあなたも命を落とさずに済むんだから、少しは感謝してほしいものだね」

「ぬーん（棒）。イザベルは爆ばく盛もり無理な相談だと思う」

　組織としての体面も、相手の領域へ踏ふみ込むための最低限の礼れい儀ぎもなし。そもそも愛歌や緑リユウ娘ニヤン藍ランが失態を演じた事自体は事実なのに、それを丸ごと捻ねじ伏ふせて恫どう喝かつにかかる姿勢。徹てつ頭とう徹てつ尾び個人感情が最優先の自じ儘ままで身勝手なやり口は、絶対に組織人としては機能しない。

　しかし。

　だからこそ。

　城しろ山やま恭介は『ガバメント』でも『イリーガル』でもなく、『フリーダム』なのだ。

　一切の制限を設もうけずに究極の自由を謳おう歌かする者は、大なり小なり社会から妨ぼう害がいを受ける。その全すべてを個の力で逆に捻じ伏せる。そういう者が自然と集つどい、何となく組織の枠わく組ぐみに収められているというだけの話。

　あるいは、『仇染めライアーキヤツト』の同類。

　利用をするのなら、その性質は理解してくれなくては困る。

「で」

　マリアは爪を見るのをやめて、恭介にこう尋たずねてきた。

「これからどーするう？」

「一〇〇％確実に死にたいならどうぞ『ガバメント』の警護計画へ。リスキーでも生き残れる可能性が欲しければ僕ぼく達に助力して」

　恭きよう介すけは自分達がまとめた対案を口に出した。被ひ害がいを最小に抑おさえつつ、『仇染めライアーキヤツト』の襲しゆう撃げきを確実に捕ほ捉そくして迎げい撃げきする。敵は一組だけだから、リスキーでも早急に撃破してしまえば脅おびえる必要はなくなる。そのために『蟻あり塚づか』の計画で最も重要なマスターピース、マリアを釣つり餌えとして最前線に引っ張り出す。他の人員機材については全待機。陽動も影かげ武む者しやもなし。たった一ヵ所、それも最も強きよう烈れつな標的が突とつ出しゆつするからこそ、『仇染めライアーキヤツト』は罠わなと分かっていても絶対に食いついてくる。最初から襲撃が分かっていれば迎げい撃げきも容易たやすい。

　ある意味では即そつ効こう性せいの高い計画だ。しかしこれは、言ってみればゲリラやテロリストを炙あぶり出すために大統領を一人戦場へ放り出すようなものだ。将しよう棋ぎの駒こまでも、王将の裏には何も書かれていない。王自身が敵てき陣じんに突つっ込んで『成る』事など想定されていないから。世界の警察『ガバメント』の常識と照らし合わせれば、絶対に是ぜとはならないだろう。

　だが、

「良いよー」

　さして考えている風でもなく、マリア＝ハートオーシャンはそう答えていた。

　……いや、本当に自分の命が関わっている事を考こう慮りよしているのか？　とこちらが心配になってしまうくらい気軽に『ガバメント』のプリセットを放り捨てる。

「元から撤てつ退たい計画の警護体制なんて誰だれがどー組み立てよーが知った事じゃないものー。誰が作った製品だってきちんと動けばそれで良い。製品に不安さえ覚えなければねえ？」

　暗に、床ゆかで延びている高級軍人にはそれが足りなかったと、マリアは告げていた。

　イザベルは首を傾かしげて、

「こんなのでみんなが納得するのか、イザベルは並盛り不安かな」

「大だい丈じよう夫ぶ大丈夫、『ガバメント』って究極の縦たて割わりだからー。上がわがままを言ったら従うしかないものねえ」

　くすくすとマリアは笑いながら、

「……それにー、周りのみんなだって本音じゃお偉えら方がたを安全に逃にがすための捨て駒にされるなんて納得していなかったんじゃなーい？　茶番劇をやらずに済むって分かればホッとするわよ。しかも代わりに、『仇染めライアーキヤツト』に一ひと泡あわ吹ふかせる作戦になるならなおさらねえ」

　さらにひらひらと手を振ふって、

「あと、愛あい歌かちゃんも愛歌ちゃんで現場じゃなかなか人気があるのよお？『仲ちゆう介かい人にん』としてのケアが丁てい寧ねいだから戦場のど真ん中に召しよう喚かん師しが置き去りにされるーなんて事もないし、『イリーガル』や『フリーダム』との緩かん衝しよう役やくになるから余計な殺し合いを減らしてくれるしい。彼女を針のむしろ状態にするのを嫌きらっているメンツも潜せん在ざい的てきにはかなり多いはず。ちょーっとみんなの背中を押おせば、意外と簡単に流れは変わっていくものよお」

「ではそういう事で。そちらの調整が済んだら連れん絡らくを入れてもらえると助かるよ」

「へー、最後まで面めん倒どうを見てくれるんだあ」

「経けい緯いはどうあれ、情報漏もれについては『自分なりに』責任を感じている訳だが」

「『仇染め』絡みじゃなくてえ？」

「……、」

　サラリと出てきた言葉に、城しろ山やま恭きよう介すけはわずかに沈ちん黙もくした。

　マリア＝ハートオーシャンは特に嫌いや味みや皮肉ではなく、本当にただそうであるように、『ガバメント』特有の図太さでこう語りかけてくる。

「『フリーダム』アワード９２０、『仇染めライアーキヤツト』。依い頼らい人にんとの契けい約やくに基づき、その仇かたき討うちを徹てつ底てい的てきにサポートする奇き特とくな召しよう喚かん師し。依より代しろはその都度コロコロ変わっていてー、これは依頼人と同義と見ても良い。……わたし達だって『ガバメント』だもの。嚙かみ付いてくる敵について一通り検けん索さくをかけるわあ」

　そして、とマリアはこう続ける。

「となると、主格となるのは召喚師。とゆーより、こいつの信条やスペックが『仇染めライアーキヤツト』のアイデンティティを形成していると言っても良い。となると、すごく、とてもすごく、気になる事があるわよねえ。だってー、このビヨンデッタって召喚師───」

[image: ]

　くすり、と笑みまで含ふくみながら。




「───フルネームだとビヨンデッタ＝シロヤマって言うらしいんですもの。そりゃーねえ？」




　　　　４




　城しろ山やま恭きよう介すけは、一度依より代しろのイザベルと別れていた。

　トイドリーム35、Ｐ区画。公園や運動場の多いこの区画は、屋上の緑地化も積極的に進められていた。恭介がいるのもそうした公園の一つ。サッカーグラウンドほどの広さの人工的な陸地を、数十本から一〇〇本以上もの柱を使って五〇メートルもの高さで強引に支えている空中庭園でもある。もっとも、チェーン展開される喫きつ茶さ店てんが入り込んできたせいか、公園というよりもカフェテラスのような印象が強いが。

　短く刈かられた芝しば生ふは夕暮れのオレンジ色に染まっていた。

　あちこちには長方形の大きなテーブルがあり、ディレイ・ヴァルプルギスのおかげで白雪姫や赤ずきんの格好をした人々は思い思いに腰こし掛かけてコーヒーや紅茶を手に談笑している。ビリヤードの台をモチーフにしていて、実際にゲームもできるようだが、水すい滴てきや汚よごれがあちこちついているため、厳げん密みつで公正な試合には不向きな印象だった。

　あっちもこっちも仮装だらけの中では、かえって普ふ通つうのパーカーの方が目立つ。

　そして彼自身、それを自覚してこの場にいる。

　恭介もまた、アイスコーヒーに蜂はち蜜みつとミルクとシナモンとあと何だか良く分からないものをしこたま詰つめ込んだ甘あまったるい新製品を手に、のんびりと佇たたずんでいた。左手の革かわ手て袋ぶくろがわずかにむず痒がゆい感かん触しよくを返している。

　透とう明めいなカップの中の氷の角が取れる前に、その悪あく魔まはやってきた。

　常識の捻ねじれたこの街では、逆に溶とけ込んでしまう悪魔が。

「ここ、空いています？」

「ああ」

　桜色のウェイトレス服を纏まとう悪魔は、そんな恭介の返事を待たず対面に腰掛ける。

　テーブルの縁ふちに、自分のカップとミルクレープの小皿、そして抗こう生せい物質のボトルを置いて、

「張っていましたわね。どうして私がここに来ると？」

「実を言うと、そちらの依代の斑むら鮫さめクイナについてはある程度マークしていた訳だが。彼女が誰だれと組んで行動していたかが分からなかったからアルゴリズムを組めなかったんだけど、『ガバメント』の方から連れん絡らくがあってね。……Ｄ区画の『蟻あり塚づか』を破は壊かいしたのは、悪名高い『仇染めライアーキヤツト』だって」

「まあ」

「となると、後は簡単だ。一つ、チェシャ猫は高い所から夕焼けに染まる景色を見るのが好きだった。二つ、チェシャ猫は蜂はち蜜みつと生クリームのない生活には三日と耐たえられなかった。三つ、チェシャ猫は手先の感覚を研といで忘れないよう、模も擬ぎ戦せんと称しようして毎日二時間は球を衝ついていた。愛あい歌かから『蟻あり塚づか』に関する全情報を手に入れ、余よ裕ゆうがあるはず。僕ぼくの知るチェシャ猫ならスペイン辺りの昼寝シエスタと同じく、わざとリラックスタイムを挟はさんで最後の仕事の前に作業効率を上げようとするはずだ」

「何度も何度もうるせえな。その呼び方はやめろよウサギ野郎」

「……、」

「……、」

　ピシィ！　とガラスに亀き裂れつが入る幻げん聴ちようでも聞こえそうなほどに、空気が張り詰つめる。

　しかし、恭きよう介すけは近くにいたコスプレ店員が不意の過呼吸にでも襲おそわれたかのように顔を青白くしているのを見て、ウェイトレス服の悪あく魔まはフォークで切り分けたミルクレープを一口含ふくんで、それぞれ意図して緊きん張ちようを解く。

　体感時間が元に戻もどり、重苦しいガラスから普ふ通つうの空気に満たされた空間が広がる。カボチャ系のオレンジ色の改造制服を纏まとうバイト店員がそそくさと立ち去っていく。

「それで」

　ガチャリ、と傍かたわらに立てかけた器具を軽く鳴らし、ウェイトレス服の悪魔は笑う。

　二つ折りの銀のパイプの上から、さらに革かわのベルトをぐるぐる巻きにして側面へおざなりに使い捨ての取っ手をつけたような、奇き怪かいなブラッドサイン。

　同時に、七・六二ミリ弾だんを使用するボルトアクション式の狙そ撃げき銃じゆう。

「危険を承しよう知ちで、網あみを張ったと。仮に私がここへ来たとして、ファーストアクションで狙撃されるとは思いませんの？」

「お前なら僕のアルゴリズムもある程度読めるだろう」

「一番ありがちなスポットに、依より代しろを配置していますのね。私が寝ねそべって狙撃態勢を取り、視野と意識を絞しぼった際に不意打ちで後頭部を叩たたけるように」

　紅茶のカップに口をつけながら、悪魔はチラリと別のビルの屋上へ目をやった。

　彼女の依代もここにはいない。裏には、裏の裏を。結局、この二人が真っ先に思いつくアイデアはさして変わらないという事か。

「しかし、召しよう喚かん儀ぎ礼れいの業界も意外に狭せまいものでしたのね。地下五〇〇メートルの箱庭から何かの間ま違ちがいで飛び出したというのに、こうしてまた角つのを突つき合わせる羽目になるだなんて」

「まだあそこから抜ぬけ出せないんだね、お前は」

「デッタ姉さんと言いなさいな。それに、そんなにおかしな事ですの？」

　ボトルからラッパ飲みでザラザラと抗こう生せい物質を口に入れるビヨンデッタを眺ながめながら、恭介は目を細める。

「契けい約やくを結んで他人の復ふく讐しゆうに手を貸す召しよう喚かん師し？　お前がやっているのは違ちがうだろう。自分が復讐をしたいから、自分が許せないから、他人の口からそうなるように言葉を搾しぼらせているだけだろう」

「ふふっふ！　坊ぼうやがそれを言っちゃいますの？　私も坊やも変わらないでしょうに」

「……、」

「『たすけて』と呪のろいの言葉を耳にしたから助けてしまう？　本当はやりたくないのに？　そんな馬ば鹿かな。坊やは結局、自分が助けたいから、自分が許せないから、他人の口からそうなるように言葉を搾らせているに過ぎない。私も坊やも変わらない。自分がそうしたいから、そうなるように体裁を取り繕っているだけ。違いますの？」

　救命と、復讐。

　対極に位置しながらも、共に『人助け』としてくくられる奇き妙みような二人。

　求めに応じて絶大な力を与える九〇〇番台。

「……僕ぼくはさ、お前とは違うよ。本当は、こんなのだってもう足を洗いたい訳だが」

「どうせ『呪いの言葉』を聞いたら飛び出すくせに」

「確かに、世界の問題の半分は僕のせいかもしれない」

　被かぶせるように、遮さえぎるように、恭きよう介すけは言う。

　どろりと、瞳ひとみの奥おくにどうしようもない闇やみを湛たたえながら。

「だけどさ、こうも思うんだよ。僕なんかが関わるより、もう身を退ひいた方が良いのではないかって。責任を果たすなんていうのは僕のわがままで、下手へたな努力をするよりも、諦あきらめた方が世界の傷は浅く済むのではないかって」

「あの『白き女王』が野放しなのに？　坊や以外の人類には対話不可能なのに？」

「───、」

「ほら、もう顔色が変わった。坊やはこの業界からは逃にげられませんわ。たとえ口ではどう言っても、心ではどう思っても、魂たましいが引かれているのではどうにもならない」

「チェシャ猫」

「うるせえぞウサギ野郎。私は今気分が良いんだ」

　ぎぢり!!　と世界の歯車が目め詰づまりでも起こしたかのように、一度は元に戻もどりかけた空気が再び固まる。並の人間には呼吸すらも満足にできない死の空間が展開される。

「どのみち、私は私の復讐をやめませんわ。坊やが坊やの救命にのめり込んで中毒症状を起こしているのと同じように」

「どうしても、か？」

「ええもちろん。例の『女王の箱庭』で行われていた、『一五兄姉弟妹きようだい計画』。なかなかに業ごうが深いプロジェクトでしたけど、その成果物たる私達が今回の件に関わったというのも、面白い導きとは思いません？」

　閉じた箱庭。

　一定以上の人間が単一システムで社会生活を管理されつつ、ある程度の密みつ閉ぺい性せいを持つ施し設せつ。

　集められたのは国こく籍せき、宗教、人種、性別、何もかもが異なる一五人。

　家族の絆きずなとは、兄弟の繫つながりとは何かを徹てつ底てい的てきに解かい析せきするためのプロジェクト。

　地球を一つの家にしよう。

　思想としてではなく、脳の構造のレベルでそれを全人類に植え付ける事ができれば、世界の争いを片かたっ端ぱしから食い止める最強のセーフティになると本気で信じられてきた壮そう大だいな茶番劇。

　世界で最も過か酷こくな条件でも効果を発はつ揮きできるかどうか確認を取るため、召しよう喚かん儀ぎ礼れいの中でもさらに頂点たる被召物マテリアルやその研究データさえ投入された、人じん為い的てきな極限環かん境きようでの一幕。

　結果として生まれたのが……、

「『蟻あり塚づか』の事を言っているなら、とんだ的外れな訳だが」

「だけど経けい緯いを見る限り、あれは『女王の箱庭』の残ざん骸がいから手に入れたデータを基もとに始まっていますわ。まあ、上うわっ面つらをなぞるだけで、その本質には遠く及およばないようですけど。でなければ、たかが依代の安定量産程度で留まるはずありませんものねえ？」

「一五人の半分があの戦争で死んで半分が九〇〇番台に到とう達たつした、か。なあ、これは純じゆん粋すいな疑問なんだけど。本当に、あの『教材』が全すべての原因だとでも思っているのかな？」

「さあ、今となっては検証不能ですわ。私としては、『教材』よりも『女王』と迂う闊かつに接せつ触しよくしてしまった事の方が大きかったと思いますけれど。でもこれだって分からない。『女王』にしてみれば順序が逆で、坊ぼうやを指差しながらあにうえがあにうえがと連呼しそうですし」

「……、」

　失敗はしなかった。

　成功した先に何が待つかを予想できなかっただけで。

「で、不完全な『一五兄姉弟妹きようだい計画』が、依より代しろの量産計画に化けたって？」

「であれば、あのプロジェクトに人生を振ふり回された私達には幕を下ろす資格がある。復讐すべき理由があり、振りかざしても許される免罪符付きの正義がある。ね、滾たぎりますわよね？」

　どうして、誰だれも気づかなかったのだろう。

　家族や兄弟の間には、ある種の愛や好感情が生まれるかもしれない。

　だが、それだけに留とどまらないと。

　例えば、七〇億人の一人でも死亡すれば肉親の喪そう失しつと同じ衝しよう撃げきを受ける世界において、毎日必ずどこかで誰かが死ぬ中、人はその自我を平静に保つ事ができると思えるのか？

　例えば、愛情や好感情以外の精神性……それこそ近親憎ぞう悪おなどが渦うず巻まき、世界を覆おおい尽つくしてしまえば、ただの悪感情よりよっぽど根の深い破は壊かいの始まりになるとは思わないのか？

「どうしてそうなった？」

　知らず、答えが出るとも思っていないのに、恭きよう介すけはそう尋たずねていた。

「『女王の箱庭』でも色々あった。一五人みんながお前と同じ道を辿たどった訳ではなかった。チェシャ猫、お前はあそこで何を見た？　どうしたらそうなってしまうんだ」

「クソうるせえよウサギ野郎。『一五兄姉弟妹きようだい計画』の過程において、私達は坊ぼうやが完成させた縫ほう界かい召しよう喚かんで安定化した『白き女王』を各おの々おの様々な角度から観測するに至った。あるいは『女王』の恐きよう怖ふを、あるいは『女王』の狂きよう熱ねつを、あるいは『女王』の暴ぼう虐ぎやくを、あるいは『女王』の蠱こ惑わくを」

　ウェイトレス服の悪あく魔まは一つ一つ、指で折るようにしながら言う。

　その上で、

「……だけど、『女王』の愛情を見たのは坊やだけだった。逆に聞きたいものですわ、ウサギ野郎。どうして坊やは正気を保っていられる？　あれだけの破は滅めつの塊かたまりを目の当たりにして、何故なぜ『女王』を受け入れる事ができる？　一体、『女王』の何をどう知ったらそんな選せん択たくが頭に浮うかぶのです？」

「受け、入れる……？」

　城しろ山やま恭きよう介すけは、本気で頭の中を真っ白にしていた。

　理解できないまま、突き返すようにその言葉を反はん芻すうしていた。

「僕ぼくが、『白き女王』を受け入れている、だって……？」

「だあって」

　ビッ、と。

　人差し指を少年の鼻先に向け、悪あく魔まはこう笑った。

「私が『復ふく讐しゆう』を求めるのは、吐はき気がするほど嫌けん悪おしながらも、あの時眺ながめた『女王』の憎ぞう悪おに魂たましいを根こそぎ引きずられているのと同じように」

　まずい、と恭介は思った。

　これを聞いてはまずい。互たがいを良く知る関係だからこそ、心の防ぼう壁へきを一気に貫つらぬかれる致ち命めい的てきな一言が飛んでくる、と。




「坊やの『たすけて』症しよう候こう群ぐんって、元々は最強の『白き女王』が担になうべき役割でしょう？　求められては召喚され、呼び出されては戦って、完全勝利しては一人残らず命を救って、戦い終えては敵まで平へい伏ふくさせて一件落着。一〇〇人救うところを二〇〇人救ってしまう聖者様。……どうしてそこまで清すが々すがしい顔で『女王』に寄り添そう事ができるのです、キモチワルイ」




　意識が。

　ぐるりと暗転した。




　　　　５




　同じＰ区画の、別のビル。

　その緑地化された四角い屋上で、別の対たい峙じが待っていた。

　まるで仮装パーティのような景色の中。

　イザベルがそのビルに佇たたずんでいたのは、恭きよう介すけとビヨンデッタの邂かい逅こうに際し、彼が狙そ撃げき銃じゆうで狙ねらわれる可能性を考こう慮りよしての事だった。そして射線、風向き、ビルの配置、人の流れ、太陽の位置などを換かん算さんすると、たとえ空間は大きく開けていようが実際に狙撃で使えるスポットとは少ないものだ。だからこそ、それを見極めて最大限に活用する専門職がいるのだから。

「……、」

　警けい戒かいするイザベルは、そこでザリッと細かい砂利を踏ふむような音を聞いた。

　そちらへ目をやった直後だった。

「……見つけた」

「？」

「やっと見つけた!!　サユリ!!」

　突とつ然ぜん目の前に現れたセミロングに茶ちや髪ぱつのヘソ出し少女。斑むら鮫さめクイナ。彼女に合わせた両手をギュッと包むように摑つかまれ、イザベルは目を白黒させていた。

　彼女は両手を摑まれたまま、わずかに頭を後ろへ引いて、

「ぬーん（棒）、爆ばく盛もり分解した狙撃銃を隠かくしている様子はない。イザベルは会話に応じてみる」

「？　どうしたのよサユリ」

「というか」

　ピントを明確に目の前の少女に合わせ、赤い軍服少女はこう告げた。

「イザベルは爆盛りサユリなんていう名前じゃない」

「何を言っているのよ、あんたはイザベルなんていう名前じゃない！」

　ずりずり、と特に意味もなくそのまま数メートル引きずられた。

　別段場所を変えた訳でもなければ身を隠している訳でもないのに、斑鮫クイナはそこで満足して小声で改めてこんな風に話しかけてくる。

「いい、あんたの名前は川かわ面もサユリ。春はる川かわ市……ううん、トイドリーム40で暮らしていた普ふ通つうの中学生なの。軍事訓練を受けている訳でもなければ『ガバメント』なんて訳の分からない組織に属している事もないわ。だってあんたは本当にただの中学生で、帰宅部で、運動音おん痴ちで、いつもいつも私の傍そばをくっついて歩いてきたんだから！」

「？」

「ああもう!!　これ見て、あんたが写っているから！」

　と、少女は首回りの細い鎖くさりを指で摘つまんで、衣服の胸むな元もとからアクセサリを取り出した。大きなコイン程度の大きさの本体は、どうやらロケットらしい。パチンと留め具を外はずすと、出てきたのは黒くろ髪かみを長く伸のばした、線の細そうな東洋人の少女の顔だった。

　イザベルは写真へ顔を寄せて凝ぎよう視しするのではなく、遠くに離はなして眺ながめていた。写真だけで視界を塞ふさがれ、いきなり奇き襲しゆうされるのを警けい戒かいするために、広く保持しようとしているような。

「イザベルはこんなのっぺり顔してない。ずーん（棒）、爆ばく盛もり全然違ちがう」

「今の方がおかしいの！　あの『蟻あり塚づか』とかいうプロジェクトのせいで、魂たましいまでグチャグチャにいじられたせいで!!」

　赤い軍服の両りよう肩かたを摑つかみ、乱暴に揺ゆさぶりながら斑むら鮫さめクイナは至近で叫さけぶ。

　だが、届かない。

　まるで無限の広がりを持つ防音ガラスにでも阻はばまれているかのように。

「『ガバメント』の連中がやっていた、霊れい障しよう研究についてはどれくらい知ってる？」

「サッパリ細盛りも分からない」

「……ああもう、そういうトコは面おも影かげが残っているわね」

　呻うめくように呟つぶやいた後、

「いい？　あれは人の魂にこびりついた穢けがれ、バグだのエラーだのの総そう称しようよ。こいつがくっつくと病気になったり気が触ふれたり、まあ色々な悪さをするから何とかして取り除のぞこう……っていうのが本来の正しい方向性なの」

「言われてみればイザベルはそんな気だったする、ずびし（棒）」

「絶対今思いついたでしょ？　でも、あいつらはその先にシフトした。言ってしまえば、人工的に作り出した霊障を魂に貼はり付ける事で、人間のスペックを底上げしようとしたの」

　言っている自分自身さえ、うんざりしているような顔だった。

　だが苦い汁でも吞のみ込むような表情で、クイナはさらに続ける。

「これは昔っから言われている憑つき物とか生なま成なりとかのデジタル版ね。生肉を食べて栄養を手に入れたり、頭から角が生えたり、全身が毛皮で覆おおわれたり、爪つめや牙きばが伸びたり……。とにかく人間の構造を再デザインできると考えれば良い。その気になれば、翼つばさを生やして空を飛んだり、鰓えらをつけて水の中で呼吸させたりもできるはず。『ガバメント』はそこまでできるんだもの、今の自分の見た目なんてあてにならないっていうのは分かってもらえたかしら？」

「……」

　赤い帽ぼう子しのイザベルは、いやそう名乗っていた少女は自分の両手へ目を落としていた。

『蟻あり塚づか』。

　人工的に依より代しろを作り出すため、後付けで依代体質を付与させるプロジェクト。

「ねえ、あんたも依代やらされているんだから、負けた時のペナルティくらいは分かっているわよね？」

「も、もちろんイザベルは爆ばく盛もり分かってる。あはあはは（棒）」

「ほんとに分かっているのよねえ!?　ご、ごほん、敗北者は自身の信しん仰こうする神を目の前で殺害されたに等しい衝しよう撃げきを胸むねに受ける。具体的には二四時間は自失状態が続いて、誰だれの言葉でものろのろと従うゾンビ状態になるわ。でも、普ふ通つうなら心身ともに後こう遺い症しようみたいなものは残らないの。そう、普通なら」

「イザベルは普通じゃないの？」

「ええ。『ガバメント』はあんたにこう命令したはず。『立て、そして戦え。次は音域××、コスト×××を呼び出して敗北しろ』。敗北者に複雑な戦闘はできないはずだけど、何か補助してるかも。数分単位、いや数十秒単位でそんなの続けていったら人の魂たましいはどうなると思う？」

「ぬーん（棒）……？？？」

「なら教えてあげるわ。心の壊こわれ方にもパターンがある。目的に沿ってリスト化した被召物マテリアルを次々と呼び出しては敗北を重ねれば、まるで石の柱を削けずって彫ちよう刻こくを作るように、望む形で魂を整え直す事ができる。……つまり、それがイザベル。川かわ面もサユリっていう柱を削って削って削って!!　元の形が分からなくなるくらい削り続けて作り出された依より代しろなのよ!!」

『ガバメント』は正義の味方、きっと良い事をしたと信じているだろう。

　美しい桐きりでできた簞たん笥すの価値も分からず複数の板に分解し、鋸のこを挽ひいて釘くぎを打ち、新しくテーブルを作ったとしても。

　故ゆえに、これはいわゆる二重人格などとは違ちがう。死体から作ったダイヤのようなもの。

　元となった人物など、もういない。そんな奇き麗れいな区別はない。ロケットの中の写真と金きん髪ぱつ碧へき眼がんの軍服少女の顔が似ても似つかないのと同じように。

　ここにはもう、イザベルしかいない。

「うーん、爆ばく盛もり論が通らない」

「何が？」

「召しよう喚かん師しは依代とセットで動くから、それだとイザベルと一いつ緒しよに召喚師の魂も壊れないとおかしい」

「ああ、そんな事」

「『蟻あり塚づか』は依代の量産計画だって言っていたし、依代一人に召喚師一人を潰つぶすのでは爆盛り効率が……」

「簡単よ。『ガバメント』は人柱を立てた。本当にそれだけなの」

「？」

「確かに最初は一対一、依代と一緒に召喚師は潰れるわ。だけど、自我を失って壊れた召喚師を、次の依代候補にあてがえば良い。あてがって、命じれば良い。再さい契けい約やく再契約再契約再契約……。別に召喚師は死ぬ訳じゃない。死なないから、永遠に続けるしかない。次々にやってくる依代候補と一緒に、模擬戦で負け続けるだけの人生。それもそれで悲劇よね。それが、『蟻塚』の真実なのよ」

『蟻あり塚づか』と、誰だれも彼もそう呼んでいた。

　建物や施し設せつに対する暗あん喩ゆと考えるのが普ふ通つうかもしれない。

　だが違ちがう。

　蟻に蝕むしばまれていたのは、物ではなく人。

　強きよう烈れつな匂においを放つチーズの中を這はいずる小虫のように、ぐずぐずぼろぼろに人の魂たましいへトンネルを開けていく計画。そうした方が風味が出る、価値が上がるなどと含ふくみ笑いと共に崩ほう壊かいの様をじろじろと好色な目つきで眺ながめ回される、貴族の遊び。

「残念だけど」

　ギリッ、と唇くちびるを嚙かみ締しめ、斑むら鮫さめクイナは低い声で呟つぶやいた。

「あんたを川かわ面もサユリに戻もどせるかどうかは、かなり怪あやしい。魂ってもの自体の研究が進んでいない、一番の有力株の『ガバメント』は下げ衆すの集まり、ミスったら即そく死しか全身が異い形ぎよう化かする。これじゃ手の出しようがないもの」

「……」

「だけど」

　ここで。

　さらに一段、少女の声が低く落ちた。それはもう人の喉のどを震ふるわせているというよりは、もっと別の、目に見えない器官から直接滲にじみ出る怨えん嗟さそのもののようだった。

「これをやったヤツは、あんたをそうしたヤツは、一人残らず地じ獄ごくに送る。地獄を見せるではまだ足りない、きっちり全員を叩たたき落とす。私にはそんな事しかできないわ。だけど、そんな事しかできないからこそ、せめてできる事は完かん璧ぺきに成し遂とげる。そうしてみせる」

　譬たとえるなら、魂から直接。

　触ふれただけで、吸っただけで、致ち命めい傷しようとなる赤黒い霧きりのように。

「だから手を引いて、サユリ。あんたはあんな連中の盾たてになる必要はないわ。だって理由がない。それに何より、私が契けい約やくした召しよう喚かん師し、ビヨンデッタはパーフェクトよ。その場の全すべてを粉々に粉ふん砕さいするあいつの戦術に、あんたを巻き込みたくないの」

「……イザベルは」

　俯うつむいたまま、軍服の少女は呟つぶやいていた。

　その肩かたを震わせながら、

「イザベルは馬ば鹿かだから詳くわしい事は細盛りも分からない」

「サユリ!!」

「イザベルはもうサユリと呼ばれてもピンと来ない」

　顔を、上げる。

「だけどイザベルを形作っているものが、大きな柱を削けずって作り出した爆ばく盛もり新しいモノだというのなら」

　かつて隣となりを歩いていた少女の目を見る。

「製法はどうあれ、現実に動いているのが人の魂たましいと同じモノなら」

　そして言い放つ。

　それが川かわ面もサユリかイザベルか、元々あったものか後付けされたものかも区別がつかないままに。

　ただ、ありのままに思い浮うかんでいる本音を。




「イザベルはイザベルの憎ぞう悪おで『これ』を壊こわして良いのかどうかが分からない」




「……ッッッ!!」

　ギギリ!!　という奥おく歯ばが削けずり取られるような異音が、イザベルの耳まで届いた。

　斑むら鮫さめクイナ。その革かわの手て袋ぶくろを嵌はめた左手が不気味に震ふるえる。『少女使いガールズバツクドア』。鉄砲の形を作って指定した若い女性を問答無用で操る正体不明のデバイス。だが斑鮫クイナはそれをイザベルに向けない。それが一番簡単だと分かっていても、絶対にそれだけはできない。

　何故なぜならば。

　斑鮫クイナは、その一〇〇点満点の答えが『作られたイザベル』のものではないと知っている。川かわ面もサユリという少女を深く理解するからこそ、彼女ならそんな風に言うであろう事も分かっている。
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　だけど。

　だからこそ。

「何であんたが、そこまで毟むしり取られなくちゃならないのよ……」

　点火する。

　復ふく讐しゆうという内燃機関で膨ぼう大だいな火力が躍おどる。

「そんな風に思えるあんたが好き放題貪むさぼられて、誰だれかの利益のために全まつたく別のモノに作り替かえられなくちゃならないのよ!!　そんな風に思える心を壊こわされなくちゃならないのよ!!」

「……」

「あんたが選ばれた理由だって一億人に一人の才能なんていうのじゃない。伝説の剣けんを引っこ抜ぬいたとか空からやってきた天使が子を授けたとかそんな御ご大たい層そうな引き金もない！　ビヨンデッタに聞いた、おそらく依より代しろの素質は私の方が上だったって。でも『ガバメント』があんたをさらったのは、凡人に手を加えて使い物にできるか調べるためだったって!!　そんな理由だけで!!　まるでファイルを検けん索さくしてゴミ箱にでも捨てるように『ガバメント』は人を集めた！　集めて、使い潰つぶした!!　それなのに!!」

「でも、あなたのやっている事を見過ごしても細盛り何も変わらない」

「っ」

「誰もそんなの望んでいないし」

「っっっ」

「イザベルだって望んでいない。爆盛り絶対に」

「だとしたら!!　何だって言うのよォォォおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお!!」

　世界そのものを吐はき出した怨えん嗟さで埋うめ尽つくすように、斑むら鮫さめクイナは咆ほう哮こうしていた。

　そんな事、分かっている。

　最初の最初から、とっくの昔に理解が及およんでいる。

　川面サユリという心優しい少女は、たとえ自分が殺されたって殺人犯に復讐してほしいなどとは願わない事くらい。そんな風に手を汚よごされるなら、いつまでも引きずられるなら、いっそさっさと忘れてほしいとでも言いそうな事くらい。

　だけど、納得がいかないのだ。

　世界の誰でもない、斑鮫クイナ自身が許せないのだ。

　結局、復讐とは自己がその心を慰なぐさめるための行こう為いに過ぎない。復讐という行為に没ぼつ頭とうする事で、目の前の高過ぎる壁かべ、受け入れがたい喪そう失しつから全力で目を逸そらす現実逃とう避ひに過ぎない。

　分かっている。

　分かっている分かっている分かっている!!

　ならば、デジタルに処理して前へ進むのが正しいのか？　怒いかりも喪そう失しつも時計の秒針のような歩みで踏ふみ潰つぶし、淡たん々たんと未来へ歩むのが人として完全な在り様だとでも言うのか？

　そんな風には思わない。

　そう結論する自分の歯車が壊こわれていると評価されても構わない。

　つまるところ。

　結局は。

　斑むら鮫さめクイナという一人の少女は、忘れたくないのだ。

　当たり前のように続くと思っていた日常が無残に破は壊かいされ、二度と戻もどらなくなった。一〇年来の幼おさな馴な染じみは原形を失い、その名で呼ばれても自身の事だと分からなくなるくらいに壊された。

　そんなのを、認めたくないのだ。

　先へなんて、進みたくないのだ。

　だから。

　復ふく讐しゆう者しやが戦っているのは、ただ単純な下げ手しゆ人にん相手に留とどまらない。あるいは社会から、あるいは世界から、あるいは時代から。正論しか振ふりかざす事のない暴君は圧あつ倒とう的てきな物量と速度でもって一番大切なものを押おし流し、色を褪あせ、風化させていく。それが嫌いやだから、それを絶対に認めたくないから、『かつてあったもの』を守り抜ぬくために、復讐者はただ一人、その全すべてに立ち向かうのだ。

　猛もう烈れつな向かい風。

　鉄てつ砲ぽう水みずや土ど砂しや崩くずれのように押し寄せる重圧。

　それら全てに真正面から挑いどみかかり、少女は実際にここまで踏み込んできた。

　多くのものを削けずり取られながら。

「……私は認めない」

　ボソリ、と。

　錆さびついた巨きよ大だいな歯車を無理矢理動かしたような、重たい軋きしみにも似た声で。

「盛大な空回りだろうが、無意味な現実逃とう避ひだろうが、何だって。それでも川かわ面もサユリをズタズタに引き裂さいて利益を貪むさぼる連中が野放しのままにされているなんて、そんなの絶対に認めない！　たとえ世界の全てが、サユリがそれを望んでいないと言ったって!!　この私がそれを認めやしないっっっ!!!!!!」

　それもまた、正義の形なのだろう。

　だからこそ、なまじ下手へたな悪事よりもよっぽど食い止めるのが難しいのだろう。

　復讐。

　人を許さない事で、人を助けない事で、人を幸せにしない事で、成し遂とげられる正義。

「……けて……」

　気け圧おされるように、いつしかイザベルはそう呟つぶやいていた。

　不ふ明めい瞭りような音は、やがて蚊かの鳴くような声に変わっていく。

「たすけて」

　復ふく讐しゆう者しやから自分の身を、という意味ではない。

　イザベルというモノを形作った研究者達を、という意味でもない。

　顔を見てもピンと来ない。

　名前を聞いてもサッパリ分からない。

　それでも確かにこうして存在して、今もなお自分のためにここまで憤いきどおってくれる誰だれか。

　つまりは、




「イザベルのともだちを、たすけて」




　　　　６




　城しろ山やま恭きよう介すけとイザベルが初めて顔を合わせたのは太平洋上で『イリーガル』の旧式戦せん闘とう機きを落とすために依より代しろとしての契けい約やくを結ぶよりも、さらに前。

　大型輸送レプリグラス『オオハクチョウ』の中だった。

　まず指し摘てきがあった。

　あなたの名前は本当にイザベルなのか、と。

　質問に対する価値が理解できなかった。だから答えた。サユリでもイザベルでも、ビフォアとアフターのどちらであっても構わない。何だったらドールやウェポンでも問題ない。どんな風に呼ばれたところであまり意味を持たない。

　そしてその少年は天を仰あおいでいた。

　理由が分からずに尋たずねてみると、彼は簡素なファイルをイザベルの方へ突つき付けてきた。

　これから予想される敵の名。

　正体不明の召しよう喚かん師しと共に行動していると思おぼしき、復讐者の依より代しろ。

　斑むら鮫さめクイナ。

　例の太平洋上での空中戦の話ではない。この小こ競ぜり合いが終わった後に、必ずかち合うであろう仮想敵の存在を、すでに城山恭介は部分的に摑つかんでいた。

　そして『復讐』の根幹、その理由についても。

『ガバメント』で何が行われているかは知らない。

　だけど結果として生まれたのがイザベルで、そこでは何かしらの犠ぎ牲せいがあったのだと。

　そう言われたところで、イザベルにはピンと来ない。

　もう顔も名前も思い出せない。

　書類に目を通しても実感らしい実感が湧わかない。

　でも。

　だけど。

　添てん付ぷされた顔写真を見た時、イザベルという作られた少女はほんのわずかに胸むねが痛んだ。この人が自分のために手を汚よごし、身を滅ほろぼすところは見たくないな、とそう思った。それがどこからくる気持ちなのかはもう判断がつかなかったけど、彼女は『今ここにある自分』に従った。それが正しいと、自分で自分を受け入れるように。

　だから、




『たすけて』




　自然と、その言葉が洩もれていた。

　自分の胸を親指で示し。わずかに残っていたものに、気持ちに、すがるように。




『「この子」のともだちを、たすけて』




　だが、




『やなこった、だね』




　その召しよう喚かん師しは首を縦たてには振ふらなかった。

　代わりに彼はこう言ったのだ。




『あなたの友達と言えるのならば、いつでも手を貸すけどさ』




　　　　７




　ガンッ!!　という金属音が炸さく裂れつした。

　城しろ山やま恭きよう介すけとビヨンデッタ。

　その両者が、ビリヤードの台にも似たテーブルへ、それぞれ取り出した励起手榴弾インセンスグレネードの底を思い切り叩たたきつけた音だった。

　まるで、一息に呷あおった火酒の空からのグラスをそうするように。

　救命者と復ふく讐しゆう者しやは四角いテーブルを挟はさんで互たがいに睨にらみ合う。

「僕はイザベル達を助ける」

「あら。『女王』絡がらみの言葉でも折れないだなんて、珍めずらしい」

「自己矛盾なんかどうでも良い。そんなのは後で考えれば良い。今こうして救いを求めるイザベルには関係のない話なのだから」

「くすくす、それでこそ戦せん闘とう狂きよう。やはり私と坊ぼうやは似ていますわね」

　何とでも言えば良い。

　どんな風にでも愚ぐ弄ろうして、どんな風にでも嘲ちよう弄ろうすれば良い。

　再びその瞳ひとみに自己の信念を宿し、恭きよう介すけはテーブルの底に押おし付けた励起手榴弾インセンスグレネードのピンへ手を伸のばす。応じるように、角を生やすビヨンデッタもまた。

「それでも、僕は」

　救命のウサギは明確に宣言する。

「ええ、私は」

　復ふく讐しゆうの猫ねこも、全まつたく同じ声色で。




「「人を助ける事を、絶対にやめない」」




　ピンを抜ぬいた。

　椅い子すを蹴けり倒たおすように立ち上がり、双そう方ほう同時にブラッドサインを抜く。きっちり五秒。同時に炸さく裂れつした励起手榴弾インセンスグレネードが一辺二〇メートルの人工霊れい場じようを形成し、離はなれた場所にあるビルの屋上から、強制的に依より代しろの少女達を呼び寄せる。

「行くわよビヨンデッタ!!」

「報ほう酬しゆうは爆ばく盛もり勝手に設定して！　イザベルはあの子と戦う!!」

　彼女達が着地する前から、すでに戦いは始まっていた。

　超至近の格かく闘とう戦せん。『白しろ棘とげ』を使って立方体の『薔薇ばら』を打ち砕くだく。その始まりの儀ぎ式しきすら互たがいに妨ぼう害がいし合うように。

「ＢＡＮＧ☆」

　まずビヨンデッタ。至近から爆音と共に狙そ撃げき用ようのライフル弾だんが飛んだ。

　まだ彼女は二つ折りのブラッドサインを展開させてもいない。そして折り畳たたんだまま強引に引き金を引いていた。

　恭介はこれをレプリグラス製のブラッドサインで強引に押さえつけ、衝しよう撃げきを逃にがすようにぐるりと体ごと回転する。返す刀で剛ごう腕わんのように振ふり回された長大な棒をビヨンデッタは折り畳まれた銃じゆう身しんで押さえつけ、熱した関節部分を強引に摑つかむ。じゅう、という嫌いやな音も気に留めず、ブラッドサインを大きく展開。さらに二度、三度と応酬を交わす。

　その隙すきを縫ぬい。

　互たがいが放った『白しろ棘とげ』が、前後同時に『薔薇ばら』へ激げき突とつして二一六個の『花弁』を人工霊れい場じよう一帯へ撒まき散らす。

　スポットに叩たたき込まれた『花弁』に従い、二人の依より代しろもまた形を変えていく。

　斑むら鮫さめクイナは音域『中音』、コスト１。『始祖の緑ｋ』。

　イザベルは音域『高音』、コスト１。『始祖の黄ｓ』。

　共に三メートル大の粘ねん液えき状じようの被召物マテリアルだが……ここで奇き妙みような事が起きた。

　ガッギィ!!　と。

　ビリヤード状のテーブルの上へ身を乗り上げた恭きよう介すけとビヨンデッタの二人が、被召物マテリアルよりも先んじて直接激突したのだ。

　互いの防護円に弾はじかれるように侵しん攻こうを阻はばまれるが、九〇〇番台の怪かい物ぶつ達は気にも留めない。

「チェシャ猫!!」

「うるせえぞウサギ野郎!!」

　睨にらみ合う。

　まるでボクシングのインファイトのような格好で、しかし一八〇センチ近くもあるブラッドサインを自在に操って戦せん闘とうを続行していく。

　いかにブラッドサインでも敵方の防護円の中までは突つき込めない。ただし、それ以外なら話は別だ。防護円から飛び出した敵方のブラッドサインを、こちらのブラッドサインで絡からめ取る。弾はじき、逸そらし、押おし出す。『白棘』の狙ねらいを崩くずすように、被召物マテリアルの錬れん成せいを阻んで有利な展開をもぎ取ろうとするように。

　槍そう術じゆつや棒術にも似た応おう酬しゆうは、ただそれだけに留とどまらない。

　召しよう喚かん師し達の戦いは、あくまでも被召物マテリアルの錬成とその凶きよう暴ぼう極まる激突にこそ真しん髄ずいがある。

　肉にく弾だん戦せんのわずかな隙すき間まをかいくぐって、あるいは妨ぼう害がいされるのも織り込み済みでブラッドサインの軌き道どうを逸らされたまま、互いの『白棘』が打ち出されて正確に人工霊場の中を駆かけ巡めぐる。三クッション、四クッションは当たり前。時には六回、七回と複雑に跳はね回って必要な『花弁』を的確にスポットへぶち込んでいく。

　これが、九〇〇番台同士の戦闘。

『一五兄姉弟妹きようだい計画』の末に生み落とされた規格外の神童モンスターチヤイルドの領域。

　救命者と復ふく讐しゆう者しやの衝しよう突とつ。

　オカルトのルールを把は握あくしゲームのように召喚儀ぎ礼れいを執とり行う……などちゃんちゃらおかしい。世界の全すべてを利用して目の前の敵を撃げき滅めつせしめる究極の形。




　恭介側は音域『高音』、コスト４。『食する花lvz・j』。

　ビヨンデッタ側は音域『高音』、コスト５。『舞う槌kk・hdi』。




　恭きよう介すけ側は音域『低音』、コスト９。『鮮血追う槍bih・ei・dp・tq』。

　ビヨンデッタ側は音域『低音』、コスト10。『砂塵舞う蠍の尾hu・ce・kk・di・a・x』。




　恭介側は音域『中音』、コスト21。『鋼色に輝くマンティスリーパー０５vi・ou・quc・sn・a・rol・ei・yw・fv・li』。

　ビヨンデッタ側は音域『中音』、コスト22。『老化に沈め寿命刈り取る泡立つ歯車nj・ou・ha・jv・a・lm・ei・tz・kr・no・xi・g』。




　片方は、銀の鎧よろいを組み合わせて作り上げたような、五メートルを超こえる巨きよ大だいなカマキリ。レーザーブレードのように輝かがやく大おお鎌かまでもって全すべてを引き裂さき、喰くい込ませ、口元に運んで咀そ嚼しやくする、究極の捕ほ食しよく者しや。

　もう片方は、大小無数の歯車の集合体という、被召物マテリアルの中でも殊こと更さらに非生物めいた怪かい物ぶつ。ギリギリゴトゴトと嚙かみ合う歯車の音を標的の耳に滑すべり込ませ、呪じゆ詛そか何かのように対象の体構造を急激に老化させていく奇き怪かいな攻こう撃げき方法を好む嗜し虐ぎやく者しや。

　打ち出すのは恭介の方が早い。だがビヨンデッタは後追いで食い下がり、音域を丁てい寧ねいに合わせてくる。おまけにコストが常に１高い。先行する恭介側は自然と消しよう耗もうした状態になり、そして同音域の場合はコスト差がものを言うため、まるで常に前の道をライバル車に塞ふさがれ続けたままレースを強しいられるような有り様だ。

　ならばその手を止めるまで。
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　高速で『白しろ棘とげ』の応おう酬しゆうを繰くり広げながら、恭きよう介すけは時にブラッドサインでブラッドサインを絡からめ取り、時に励起手榴弾インセンスグレネードに偽ぎ装そうしたスモークやスタングレネードを投げ込み、時にテーブル上にあったコーヒーや紅茶の容器を絡め取って投げつけ、あらゆる手段を講じて妨ぼう害がいに入る。

　だが届かない。

　スモークは足で蹴け飛とばされ、スタングレネードは金属のトレイを被かぶせて上から踏ふみつけられ、飲み物の容器など防護円で受け止めるまでもなく真横へ避よけられる。

　しかも返す刀でビヨンデッタは両足を肩かた幅はば以上に広げた。

　自然と恭介が短いスカートの奥おくを警けい戒かいする理由は、

（妨害系のグレネード!?）

「視線」

　言われて、恭介はその動きがフェイントだと気づいた。

「チッ!!」

　慌あわてたように顔を上げると、そこでビヨンデッタが奥歯を不自然に硬かたく鳴らしたところだった。カッ!!　とマグネシウムを反応させたような鋭するどい光が悪あく魔まの口の中から溢あふれ、恭介の目に刺ささる。

「裏の裏をかく、私達にとっては基本でしょう？」

　わずかに手に入れた空白、安全地帯。

　ドガッ!!　と、ビヨンデッタのブラッドサインは『白棘』を高速で打ち出していた。力任せのパワーショットではない。球形の白光の右みぎ端はしギリギリを擦こするように突つき、強きよう烈れつなひねりをかけたスピンショット。まるでブーメランのようにギリギリギリと急激な弧こを描えがく『白棘』が、ある『花弁』を正確に突く。

「陣じん形けいはすでに完成していますわ」

　それは三、四個の『花弁』が集まった小さな山だった。

　それが散らばった先にも別の山があった。

　それが、それが、それが、それが。

「鏡合わせのコピー戦術など、所しよ詮せんは本命のための目め晦くらまし」

　ドミノ崩くずしのように立て続けに弾はじけ、次々と連れん鎖さを繫つなげて、怒ど濤とうの勢いでスポットへ叩たたき込まれていく。そのたびにビヨンデッタ側の被召物マテリアルが恐おそるべき速度で錬れん成せいを繰くり返す。一度に大量に、ではなく連続して大量に。階段を踏ふんで高みに上がるように、あっという間にコストが上り詰つめていく。

「本命は地じ雷らい設置と連鎖爆ばく発はつ!!　すでに雪崩なだれが始まってしまった以上、坊ぼうやには止めようがないのですわ!!」

　まるで総ざらい。

　気がつけば、コスト差や音域などで語れる領域を飛び越こえていた。

　尻尾しつぽの飾りを揺ゆらすビヨンデッタの傍かたわらに立つのは、エジプト神話で大きく語られる、屹きつ立りつした黒い人ひと影かげ。乾かん燥そうと暗黒を司つかさどる不義の象しよう徴ちようにして、冥めい界かいの王オシリスを殺害し、一時はその王位を簒さん奪だつした悪神。

　つまりは神格級。

　未いまだに規定級に留とどまり続ける恭きよう介すけ側では、逆立ちしても勝てない相手。

「さようなら、救命者。唾だ棄きすべき鏡合わせの私」

　もはやブラッドサインの構えを解き、バトンのように軽く回しながらビヨンデッタは薄うすく笑う。長大な棒を肩かたに担かついで彼女は語る。

「次に目を覚ました時には全すべて終わっていますわ。ですから安心して、敗北の味を楽しんでくださいませ」

　パチン、とウェイトレス服の悪あく魔まは空あいた手で指を鳴らした。

　直後に、闇やみが殺さつ到とうした。

　ドォッッッ!!!!!!　と。黒い人影がその形を崩くずし、全てを乾かわかし干からびさせる死の霧きりとなって恭介側の被召物マテリアル……イザベルへと突つき進む。

　どんな被召物マテリアルだろうが、音域が三つ巴どもえのどれであろうが、規定級では神格級に勝てない。

　故ゆえに、一いち撃げきで破は壊かいされるはずだった。




　ゴッキィィィン!!　と。

　甲かん高だかい音を立てて、防護円に守られた恭介自身が割って入らなければ。




　手持ちの被召物マテリアルさえ撃破されなければ防護円は解かい除じよされず、敗北の衝しよう撃げきで忘ぼう我がする事もない。

　そして防護円は外的・内的、あらゆる阻そ害がい要因から召しよう喚かん師しというより儀ぎ式しきそのものを防ぼう衛えいする。

　ビヨンデッタは肩に担いだブラッドサインをくるりと回して、

「余計な時間稼かせぎを」

「ああそうさ、根本的な解決にはならない訳だが。そしてこんな子供騙だましも何回もは続かない。僕ぼくの動体視力では神格級の動きにいつまでもついていけないし、何より被召物マテリアルはどいつもこいつも闘とう争そう本能の塊かたまりだから、自分から神格級に突っ込んでしまうだろうしね」

　そう。

　こんな戦法が有効なら、そもそも戦い方のセオリーが変わる。召喚師が前ぜん衛えいで全ての攻こう撃げきを受け止め、被召物マテリアルが後ろから安全に砲ほう撃げきするスタイルの方が主流になっていたはずだ。

　だが、現実にはそうなっていない。

　被召物マテリアルが前衛で召喚師が後衛。そうなるからには、そうなるべき理由がある。

　なのに、

「だけど、準備に随ずい分ぶんと時間を掛かけたな？　人工霊れい場じようの展開時間は平均して一〇分。対して、今はどれだけ経過した。八分かな、九分かな。『白しろ棘とげ』は一〇秒ごとにチャージされるから、時間を把は握あくするのはそう難しい事ではないと思うけど」

「まさか……？」

「僕ぼくは逃にげ切るだけで良い」

　逆に、こちらからブラッドサインの先せん端たんを突つき付けながら、

「そもそも『本番』はここではないんだ。その前に練りに練った得意な戦術を開示してくれて何より。このデータ、実際の撤てつ退たい作戦では有益に使わせてもらおうかな？」

「こ、の……ウサギ野郎がァァァあああああああああああああああああああああああ!!」

　激げつ昂こうするビヨンデッタに、恭きよう介すけは取り合わなかった。

　あるべきパートナーへ言葉を飛ばす。

「イザベル、足元を崩くずせ!!」

《───、》

「イザベル、一度のチャンスにこだわり過ぎるな!!」

《がしーん（棒）、イザベルはメイプルクリームの三段アイスで爆ばく盛もり手を打ちたいし》

　ッッッゴン!!　と。

　地面が割れ、全すべてが吞のみ込まれた。

　恭介とビヨンデッタ、そして二体の被召物マテリアル。それらがまとめて真下へ落ちる。広大な公園を支えていた数十本、いや一〇〇本以上の柱の林の中を、数十メートル単位で落下していく。真下の海に向けて、一直線に。

「お客様!!　今ならやれます、意識の照準を合わせ───」

　叫さけびかけたその時、ジジッ!!　とビヨンデッタを包んでいた防護円が揺ゆらいだ。そう思った時には解かい除じよされ、彼女は生身のまま下からの風圧に叩たたかれる。

（一〇分が経過した!?）

　化け物を形作っていた少女達も、元の姿へ戻もどっている。

（ならばそれでも良い、どこでも良いから着地と同時に励起手榴弾インセンスグレネード、いいや狙そ撃げき銃じゆうでも何でも使って……!!）

　意識が煮にえるビヨンデッタだったが、そこですぐ真横を同速度で落下する恭介がこちらを見てうっすらと笑っている事に気づいた。

　その唇くちびるが動いている。

　声の伝達では間に合わない。そう言外に告げているように。

『防護円　は　解除　された』

「……？」

『だから　気　を　つけた方　が　良い。もう　お前　を　守るもの　は　何も　ない』

「なっ……しまっ……!?」

　叫さけぶ間もなかった。

　無数に林立する柱の一本。そこから真横へ枝のように飛び出した、複数の鉄骨を組み合わせた鉄てつ塔とうのようなもの。滑かつ車しや付きのメンテナンス用クレーンシャフトがチラリと見えたと思った時には、恐おそろしく鈍にぶい音が炸さく裂れつしていた。

　恭きよう介すけは唐とう突とつに視界から消失したビヨンデッタの行方ゆくえなど確認せず、両手足を伸のばし、空中で姿勢を制せい御ぎよして、同じく落下中のイザベルへ接近する。

　抱き寄せ、海面を目指す。

　そのまま勢い良く水を突つき破る。
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　ぶらぶらと。

　その塊かたまりは、空中で静かに左右へ揺ゆれていた。

「まったく……」

　ウェイトレス服の悪あく魔ま、ビヨンデッタであった。

　彼女はクレーンシャフトへの激げき突とつ寸前、風圧と姿勢制御を利用してアクロバットジャンパーのように空中で身をひねり、普ふ段だんブラッドサインを固定している長い革かわのベルトを全身へ巻きつけていた。それもただ乱雑にではなく、衝しよう撃げきを全身に分散するよう、パラシュートの装着図のように計算して、だ。

　その上でわざとクレーンシャフトの鉄骨に絡からまり、普通であれば手足どころか胴どう体たいすら千切れていてもおかしくない衝撃を完全に逃にがす事に成功した。

　携けい帯たい電話が鳴る。

　ぶら下がったまま通話に応じると、依い頼らい人にんにして依より代しろの斑むら鮫さめクイナからだった。

『あんた、どこにいるのよ!?』

「おそらく上を見上げていただければ、大人の勝負下着とご対面できるかと」

『とりあえず動ける状態なら良かったわ。こっちも無事に着水した。落ち合う場所を決めましょう』

「ええもちろん。ただし件くだんのウサギ野郎にお気をつけくださいませ。彼は私と同じく搦からめ手が大好きですから。召しよう喚かん師し同士の戦いの前に、依代を個別に確保して撃げき破はしてしまえ、くらいは普通にあり得ます」

『ならあんたが迎むかえに来なさいよ』

「イエス、お客様」

　するすると、まるで革のベルトそのものを得体のしれない触しよく手しゆのように操りながら、ビヨンデッタは複雑に鉄骨を組んだクレーンシャフトの上へ立つ。

　一番近くの非常階段まで三メートルはあったが、助走もつけずに躊ちゆう躇ちよなく跳とぶ。同じ目線の足場には届かず、しかし折り重ねるように続く下層の踊おどり場へと正確に着地する。

『手の内を知られたまま逃にがしたのは痛かったわね。ビヨンデッタ、失ったアドバンテージを取り戻もどす手立てはあるかしら』

「お客様が望まれるのでしたら、何だってご用意させていただきますわ」

　階段を駆かけ下りるというよりは飛び降りるに近い勢いで、猛もう烈れつな速度でビヨンデッタは柱に寄り添そう非常階段を下りていく。

「例の撤てつ退たい作戦、警護計画が変へん更こうされた可能性が濃のう厚こうであると以前、ご説明させていただきましたよね？」

『それが？』

「『ガバメント』内部の組織勢力図を考えれば、あのウサギ野郎が嚙かみ付いた程度でそうそう簡単に警護計画が変更される事はありませんわ。逆に言えば、どこかで無理をしている。無理をした分だけ軋あつ轢れきが生じている。アルゴリズムを読めば良いのです、私ならこうすると」

『結論を言って』

「電話一本で決着をつけますわ」

　最下層、海面ギリギリまで到とう達たつした。

　ビヨンデッタは携けい帯たい電話から耳を離はなし、眼前にいるびしょ濡ぬれの少女に向けてこう言った。

「悪あく魔まは不ふ浄じような魂たましいに甘あまく囁ささやきかけて意のままに操るものと相場が決まっておりますので」
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　恭きよう介すけ達は恭介達で、別の岸に到達していた。

　海水を吸った左手の革かわ手て袋ぶくろの感かん触しよくが気持ち悪いが、文句は言っていられない。

　コンクリートで固められた基部へ身を乗り上げ、非常階段を使って人々の行き交う巨きよ大だい陸橋まで辿たどり着く。さりげなく視線を投げて周囲を確認するが、仮装イベントも善よし悪あしだ。あの奇き抜ばつなウェイトレス服も、ディレイ・ヴァルプルギスの最中ではかえって埋うもれてしまう。

　スマートフォンの向こうからは、『ガバメント』の調整役の声が聞こえていた。

『「不殺王アリス（ウイズ）ラビツト」、貴君の要請に応じ「ガバメント」側でも調整を行った。例の撤退作戦に際しこちらで貸たい与よできるのは、海上大型輸送レプリグラス「スティングレイ」、さらに洋上待機の潜せん水すい型がたレプリグラス「シロナガスクジラ」、それぞれ一つずつ。パッケージについては「蟻あり塚づか」プロジェクト全体のコアユニットである機き密みつサーバーと、計画を主導していたマリア＝ハートオーシャン女史そのものになる。これで不足はないか？』

「十分だ」

『移送計画の詳しよう細さいについてはメールで添てん付ぷしたが、平たく言えばトイドリーム35に残る女史を「スティングレイ」で拾って街の外の「シロナガスクジラ」まで運び、後は潜せん航こうして国外まで逃にがす手順になっている。貴君が活かつ躍やくできるのは、そして「仇染めライアーキヤツト」が嚙かみ付いてくるとすれば、「スティングレイ」のゾーンだな』

「問題ないよ。あの分ならチェシャ猫は必ず現れる、どれだけ胡う散さん臭くさい罠わなが張ってあっても。あいつが復ふく讐しゆうっていう料理が冷めるのを待つ訳あるか」

『……まさか、もう接せつ触しよく済みなのか？』

　質問には答えず、恭きよう介すけは通話を切った。

　傍かたわらのイザベルはぶるる!!　と頭を振ふると、ずぶ濡ぬれのままこちらの顔を見上げていた。

「イザベルは最初に言った」

「ああ」

「最後の最後でイザベルの目的を果たしてくれるなら、どれだけ寄り道をしても爆ばく盛もり付き合うって」

「覚えているよ。だから助けに行こう、噓うそつきの猫の口車に踊おどらされるあなたの友達を。……確かに火種は彼女かもしれないが、チェシャ猫が大量の燃料を与え続けなければあんな風にまではならなかっただろうからね」

　イザベルという少女のどこに救いがあるのか、何をすれば助けた事になるのか。

　それはもう、恭介にも分からない。

　安価で手軽に作れる依より代しろであれ。それだけを望まれて魂たましいをボロボロに蝕むしばまれ、引きずられるように容姿も崩くずされ、親が見たって親友が話したってかつての面おも影かげを感じ取る事ができなくなった、哀あわれな残ざん骸がい。そこから芽め吹ぶいた何か。

　だけど、少女は確かに望んだ。

　自我も意識も人格も記き憶おくも全すべてが曖あい昧まいな中……それでもかつて隣となりを歩いていたであろう、今では顔も名前も思い出せない友達を助けてほしいと。

　そんなものが最も切せつ迫ぱくした望みであり、それが叶かなえられれば自分もまた救われると。

　だから、『不殺王アリス（ウイズ）ラビツト』はイザベルの見み出いだした定義を尊重した。

　自分を助けてほしいと思い浮うかべるよりもなお早く、道を踏ふみ外はずした友人を少しでも早く元の軌き道どうに乗せてほしいと願った少女の心を。

「イザベルは何度でもお願いする。ぺこり（棒）」

「うん」

「イザベルのともだちをたすけて」

　それは。

　かつて耳にした無機質で他た人にん行ぎよう儀ぎな願い事とはほんのわずかに違ちがっていて。

　だけど、確実に小さな少女の胸むねの内から発せられた言葉。

　誰だれかの抜ぬけ殻がらではない。

　残ざん滓しなどではない。

　正しよう真しん正しよう銘めい、イザベルという少女の心から発せられたもの。

　何が少女の『救い』になるかなんて、今でもはっきりとは定義づけられないけれど。

　恭きよう介すけは、ほんのわずかに笑っていた。

　こんなもの、結局はビヨンデッタと同じ道。決して真まっ直すぐではない歪ゆがんだ道。パッと見だけなら依い頼らいに応じる素そ振ぶりを匂におわせながら、実は自分が一番聞きたかった言葉を引き出しているだけ。分かっていて、それでも満足して彼は告げる。

　たとえボロボロの道であっても、命の一つくらいは預けられると信じて。




「仰おおせの通りに」




　召しよう喚かん師し達は雑ざつ踏とうの中へ消えていく。

　間もなく日にち没ぼつ。

　暗くら闇やみを裂さき、全すべてを賭かけた『蟻あり塚づか』の撤てつ退たい作戦が始まる。













　　　あるいはもっと過去の話







　小さな頃ころから一いつ緒しよだった。

　ずっとずっと一緒だった。

　幼おさな馴な染じみと言っても、仲良しグループと言っても、普ふ通つうはなんだかんだでリーダーや上下関係ができてしまうものだと思う。だけど、斑むら鮫さめクイナと川かわ面もサユリの間にはそんな、どうしても生まれてしまう歪ゆがみのようなものもできなかった。

　その日の主導権なんて、コイントスで決めてしまえば良い。

　斑鮫クイナが友達の手を引いて遊びに出かける事もあれば、川面サユリがわがままを言ってアイスやクレープを食べに行く事もあった。きっと周りの人にどっちがリーダーかと聞かれれば、二人は迷わず自分の顔を指差して『私だ』と言い出すだろう。でも、それで良い。だからこそ、彼女達は奇き麗れいごとしか言わない上うわっ面つらの仲良しグループではなく、本当に平等な親友なのだから。




『クイナちゃん、こっち』

『えへへ、また同じクラスになれたね』

『今度のお休み、どうしようか。どこか行きたい所とかあるの？』




　もちろん、人間同士の関係なんだからこじれる事もあった。

　だけど結局は何でも分け合った。

　最後には仲直りして笑うのが当たり前だった。二人は誰だれよりも仲の良い親友同士だった。

　この先何があっても。

　離はなれ離ばなれになる事なんてありえないと、何となくそう思っていた。




『これは、約束』

『もしも私達のどっちかが困った事になったら、必ず助けに行くって』

『そういう約束だからね、サユリ』




「……、」

　どうしようもない事を思い出していた。

　斑鮫クイナは夕暮れの墓地に佇たたずんでいた。彼女達が勝手に作ったもの。遺骨なんてどこにもない、そもそも川面サユリが生きていた事さえ誰だれも知らない、そんな空からっぽの墓石の前で。

「……あの子の前じゃ、泣なかない事にしていたのよ」

　傍かたわらに立つウェイトレス服の悪あく魔まに、クイナはポツリと呟つぶやく。

「でもきっと、あの子も同じ事を考えていたんでしょうね。泣き虫のくせに心配性、最悪のコンボなのに私の前じゃいっつも笑ってた」

　覚えている。斑むら鮫さめクイナだけが覚えている。

　一見地味で穏おだやかだけど、実は何でもそつなくこなす器用貧びん乏ぼう。自分でその価値に気づいておらず、中学生にもなってサバクロとかにゃんこ保安官とかマスコット集めにご執しゆう心しんだった事。高みに昇って次のステージに進む事より、ただ目の前の手の届く所に幸せが待っていると信じ続けていた、魔女のおばあさんに見つかる前のシンデレラ。

　意味のない会話だった。

　どこまでも乾かわいた空気だけが二人の間を流れていた。

　やがて。

　ビヨンデッタは静かにこう告げた。

「お客様」

「何よ」




「もう、我が慢まんなさる必要はないのでは」




　そこが限界だった。

　くしゃりと顔が歪ゆがむ。斑鮫クイナの中で、固く堰せき止めていたものが、溢あふれる。涙るい腺せんがじわりと決けつ壊かいする。目元に大おお粒つぶの透とう明めいな液体が溜たまる。

　頰ほおを伝うよりも早く、ウェイトレス服の悪魔は傍らの少女を抱き寄せた。

　号ごう泣きゆうするしかなかった。

「どうしてっ!!　どうしてなのよ!!」

　世の理り不ふ尽じんに対して、今の今まで我慢してきた全すべてが言葉の形で溢れ出す。

「何でサユリじゃなきゃいけなかったの？　あの子が選ばれて、全てを奪うばわれて、『ガバメント』だか何だか知らないけどそんな連中のオモチャにされなくっちゃならなかったの!?　魂たましいをいじくられて、引きずられるように肉体も人格も壊こわされて！　あんな、あんなのっ、もうサユリじゃない！　人肉を使ったフランス人形にしか見えない!!　どうしてサユリはあそこまで酷ひどい目に遭あわなくちゃいけなかったの!?」

　ビヨンデッタは口を挟はさまない。

　ただ自みずからの主人が胸むねの内に溜め込んだものを全て吐はき出すまで、待ち続ける。

「何より、どうして私達にはサユリを元に戻もどしてあげる力がないの!?　召しよう喚かん師しだとか依より代しろだとか、そんなのはどうでも良い。神様とかその奥おくの未み踏とう級とか、知った事じゃない!!　ここまで力を蓄たくわえて、溜ため込んで、何でたった一人の女の子も助けられないのよお!!」

　どうしようもない慟どう哭こくだった。

　自己も他者も全すべてを恨うらみ、世界を滅ほろぼす叫さけびであった。

　だが、ビヨンデッタは決して笑わない。嫌けん悪おも嘲ちよう弄ろうもしない。

　世界の意思が個人の事情に勝るだなんて、誰だれが決めた。坂道の上から巨きよ大だいな鉄球を見せつければ小さな心を押おし潰つぶせるだなどと、誰が決めた。

　合理じゃない、効率じゃない、計算じゃない、利害じゃない。

　ただその心を満たすための戦いを始める事の、何が悪い？

「お客様」

　子供のようにわんわんと泣なき続ける斑むら鮫さめクイナを抱いたまま、ビヨンデッタは静かに語りかけた。

「確かに私には川かわ面もサユリ嬢じようをお救いする力はありません。私の力はお客様が本当に望むものではないのかもしれない」

　真しん摯しに。

　誠せい実じつに。

　ぐっと、抱き寄せる腕うでに力を込めて。

「ただしお客様が願うのであれば、私はどのような復ふく讐しゆうにでも力を貸し与えます。現実的な難なん易い度どなど気にする事ではありませんわ。私は『フリーダム』アワード９２０、『仇染めライアーキヤツト』。ただお客様の復讐を成じよう就じゆする道具なのですから」

「……、」

　しばしの間、嗚お咽えつだけがあった。

　しかしゆっくりと時間を掛かけて、斑鮫クイナの方からもぎゅっとウェイトレス服の悪あく魔まの背中へ腕を回していく。布地を摑つかみ、そのまま引き千切ってしまいそうなほど強く、強く、ひたすら強く、握にぎり締しめていく。

「力を貸して、ビヨンデッタ……」

　それは地じ獄ごくの底から響ひびく怨えん嗟さの声。

　そして同時に、どうしようもなく追い詰つめられた一人の少女の声。

「サユリをあんな風にして!!　私達の思い出をメチャクチャにして！　そんなものを貪むさぼって世界の警察を名乗っている『ガバメント』とかいうヤツらが許せない!!　だから間ま違ちがっていても良い、道を踏ふみ外はずしたって構わない！　あんたの力を貸して、ビヨンデッタ!!　私の、ううん、私達の復讐のために！　わらひを、私達を、たすけてよお!!!!!!」

　砕くだけたガラスのように危うい少女を抱き寄せたまま。

　ビヨンデッタは、音もなく微笑ほほえんだ。

　そして悪あく魔まは告げる。

　決定的に。




「仰せの通りに」
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　スペックの確認をしよう。

『スティングレイ』は全長三五メートル、全ぜん幅ぷく四三メートルもの巨きよ体たいを誇ほこる海上輸送用大型レプリグラスだ。全体的なシルエットはアカエイというか、ブーメラン型のステルス爆ばく撃げき機きに長い尾おをつけたようなものに近いだろうか。その巨体にも拘かかわらず海面を時速二〇〇キロもの速度でかっ飛ばす。世界最大のエアクッション船は五〇メートルクラスの強きよう襲しゆう揚よう陸りく艇ていだが、積せき載さい量りようはそれを上回ると思ってもらって構わない。

『シロナガスクジラ』はもっと大きい。全長七〇メートル規模の潜せん水すい型がたレプリグラスだ。こちらについては速度は出ないが、巨体と静せい穏おん性せいを両立させた稀け有うなモデルで、戦せん闘とう用よう、輸送用、海中情報管制用と、様々なタイプに派生している。シルエットについてはいわずもがな。余談だが、一部の環かん境きよう保護団体は戦術ミサイル兵器のプラットフォームにこの名めい称しようをつける事を嫌きらっているらしい。

「これを踏ふまえてもらった上で」

　と、軍服を纏まとう調整役の女性はＡ区画国際空港の広い会議室で、ホワイトボードを背にそう言った。

「まず、マリア＝ハートオーシャン女史と『蟻あり塚づか』の機き密みつサーバーを『スティングレイ』に乗せる。これは多数の柱で空中に固定されている国際空港から真下の海面まで誘ゆう導どうするだけだから、それほど難しい事ではないはずだ。もっとも、情報によれば『仇染めライアーキヤツト』のブラッドサインには狙そ撃げき機能もあるらしいから、油断はできない。女史については要人防ぼう衛えい用よう小型レプリグラスの『クマムシ』に搭とう乗じようしてもらった上で、周辺をライオットシールドで固めるぞ」

　プロジェクタによって空港の模式図や断面図がホワイトボードに表示され、続いていくつかの矢印が加わる。単純な移送ルートの他、すでにいくつかの仮想狙撃ポイントの割り出しも終わっているようだ。

「女史を乗せた『スティングレイ』は、トイドリーム35から離はなれる事を念頭に置く。時速二〇〇キロなら簡単だと思うかもしれんが、そういう訳にもいかない。何しろあの巨体だ。様々なビルや柱が乱立するトイドリーム35の海を自在に泳げるとは思うな。実際、かなりの回り道になる。『仇染めライアーキヤツト』が召しよう喚かん儀ぎ礼れいを使って襲おそってくるとすれば、おそらくここだろう。……ようは、飛び乗ってくるという訳だ」

　今度はトイドリーム35と周辺の海図。

『スティングレイ』の移送ルートについてはいくつかのパターンがあったが、いずれも調整役の言う通り、回り道の印象は禁じ得ない。

「洋上六〇キロの位置に潜水型の『シロナガスクジラ』を待機させてある。『スティングレイ』がここまで到とう着ちやくしたら、女史と機き密みつサーバーを移し替かえる。ここが最後の山場だ。もちろん可能性はゼロではないが、深海潜せん航こう中の『シロナガスクジラ』が召しよう喚かん師し達に外から襲おそわれる線は低いだろう。実質的に、ここがゴール地点と思ってくれて構わんぞ」

　さて、と言葉を区切って調整役は会議室の席に座らず、端はしの方で壁かべへ背中を預けていた城しろ山やま恭きよう介すけの方へ視線を投げた。

　釣つられるように、『ガバメント』系のレプリグラス操兵や召喚師達が注目していく。

「……以上が、こちらが女史を引っ張り出すために整えた薄うすっぺらい建前となる。実際は九〇〇番台同士の一いつ騎き打うちだ。すでに複数の『蟻あり塚づか』が拠きよ点てんごと正面突とつ破ぱで破は壊かいされている事から分かる通り、『仇染めライアーキヤツト』の実力は防ぼう衛えい計画の想定を軽々と超こえている。我々が現状で用意できる戦力では足手まといになりかねない。もちろん状じよう況きようによるが、基本的に戦せん闘とうはそちらに任せて構わないな？」

「ああ」

　恭介は短く答えたし、周りの『ガバメント』系もまた不服を唱えなかった。

　そもそも、『フリーダム』は五〇〇人前後の個人召喚師の集まりだ。上下関係はおろか横の交友関係すらほとんど持たない猛も者さ達。それでいて、世界の警察の『ガバメント』とも犯罪集団の『イリーガル』とも肩かたを並べる事ができる。つまり、一人一人が冗じよう談だん抜ぬきに一騎当千を地で行き、五〇〇人も集まれば多た国こく籍せき連合軍をまとめて押おし返す……という伝説めいた評価は現場では広く浸しん透とうしていた。

　これまで恭介に嚙かみ付いてきたのは、そういう意味では『現場を知らない高官』あるいは『高アワードの「フリーダム」を見た事がない高官』とでも言えばニュアンスは伝わりやすいか。

「その上で聞きたい。最も濃のう厚こうな線は『スティングレイ』の甲かん板ぱん上での戦闘となるが、何か不足はあるか？」

「問題ないよ。人工霊れい場じよう展開中に振ふり落とされる事はないだろうし、あれだけの巨きよ体たいなら存分に暴れる事ができる訳だが。決着をつけるにはうってつけだろうね」

「実力については？」

「チェシャ猫に負けるような腕うでなら、今ここに立ってはいない」

「よし、じゃあ始めよう！」

　パンパン！　と調整役の女性が軽く手を叩たたくと、スイッチが入ったように会議室に集まっていた人員が戦闘準備と配置につくべく動き出す。

　恭介の後について部屋を出た軍服少女のイザベルは、多くの人々の流れから外はずれた事に疑問を持ったらしい。

「ぬーん（棒）、イザベルはどこに行くのか爆ばく盛もり聞きたい」

「配置につく前に寄り道をしておきたくてね」

　エルフや目覚まし時計の着ぐるみをかき分けて二人が向かったのは、空中庭園と化した国際空港の真下へ向かうためのメンテナンスハッチだ。潜せん水すい艦かんのハッチのような扉とびらを開けて真下を覗のぞくと、そこはもう高層階。一〇〇本以上の柱が建ち並び、真下には数十メートル分の高さ。空港のフロート自体は二五〇メートルの高みにあったが、そこからつららのように無数の商業ビルが『真下へ』伸のびているためだ。彼らがやってきたのは、普ふ通つうのビルで言えば屋上に当たる部分である。

　さらにそのはるか下方に、暗い海に浮うかび上がる巨きよ大だいなエイのシルエットがあった。海上輸送用大型レプリグラスの『スティングレイ』だ。

「どう思う？」

「？」

「僕ぼくが襲おそう側なら、手っ取り早く『スティングレイ』の足を止める。そのためには真上から大量の瓦が礫れきを降り注がせるのが簡単ではないかな？　ここは……」

　言いながら、恭きよう介すけはメンテナンスハッチから身を乗り出した。

　上下逆さまの屋上。空中庭園の真裏は、薄うすっぺらな平面ではなかった。鉄橋の裏側が複数組み合わせた鉄骨で補強されているのと同じく、まるでジャングルジムのように多くの足場が形成されていた。配線や配管関係の整備も兼かねているのか、演劇舞ぶ台たいのキャットウォークのような細い通路や階段まで設置されている。

「……被召物マテリアルを使うまでもない。爆ばく弾だん一つあればいくらでもシャッターを下ろせる訳だが」

「困った。ビルごと折って落とすつもりなら、イザベル達だけじゃ爆盛り人手が足りない。爆弾なんて見つけられっこない」

「そこまではしないだろう。楽観論じゃなくて、非効率の問題で。ビルをきちんと解体するには、数十から一〇〇以上の爆薬を図面に合わせて正確に敷ふ設せつし、計算通りに一いつ斉せい起爆しなくてはならない。その筋の専門家が集団で取りかかっても、一週間以上かかる精せい密みつ作業だ。はっきり言って無意味な演出だよ、失敗のリスクも高い。『スティングレイ』を止めるだけなら、屋上部分を薄く剝はく離りして落とすだけで十分な訳だが」

「なら、ここに『仇染めライアーキヤツト』の二人はやってくるの？」

「まずは、すでに設置されていないかを確認しよう。問題なければ待ち伏ぶせる。少なくとも、真下でスタンバイしている『スティングレイ』が発進するまではね」

　これが当座の第一ステップ。

　しかも、襲しゆう撃げきがなければそれでめでたしめでたしとはいかない。

『仇染めライアーキヤツト』の二人、ビヨンデッタと斑むら鮫さめクイナは必ずやってくる。

　どこかで戦って、決着をつけなくてはならない。そのために、いかに有利なポジション取りをするかという話でしかないのだから。

「あれ、マリアが出てきた」

　赤い帽ぼう子しのイザベルはそう言った。

　透とう明めいな盾たてを持った複数の護ご衛えいと、モコモコした芋いも虫むし人間といった風情のレプリグラス『クマムシ』を纏まとう影かげが一つ。別のビルの『逆さまの屋上』から国際空港を支える巨きよ大だいな柱の一本、そこに寄り添そう非常階段へ伝って、下っていくのが確認できた。

　恭介はゆっくりと息を吐はきながら、周囲へ目をやる。

　見て分かる範はん囲いに、狙そ撃げき銃じゆうとしての機能も持つ二つ折りのブラッドサインを構える悪あく魔まはいないようだった。全身を要人護衛用のレプリグラスで包まれているマリア＝ハートオーシャンなら、七・六二ミリのライフル弾がどこに当たっても死ぬ事はないだろうが。

「別の荷物も。もぞもぞ（棒）」

「『蟻あり塚づか』の機き密みつサーバーかな」

　別の柱に沿うように、複数のレプリグラスが出てきた。人間の足の他、それとは別にバッタの後ろ脚あしに似たユニットを備えた一団。彼らが引っ越こし業者か何かのように抱えている立方体の金きん属ぞく塊かいが、実質的に重量一トンを超こえる機密サーバーだろう。

　自分の魂たましいを砕くだき、人生を台無しにした計画の要かなめ。

　それも、もはやどれくらい哀かなしい事なのかも測れなくなるほどに。

　イザベルにとって、これらが安全な場所へと運ばれていくのは、どういう風に映っているだろうか。

「……、」

　恭介はマリアと機密サーバーの双そう方ほうが別々の非常階段を使って『スティングレイ』へ向かっていくのを眺ながめていた。

　周囲に目をやり、気配を探り、敵のアルゴリズムを読む。

　そして、ついに呟つぶやいた。

「おかしいな……」

「どこが？　順調にテキパキ（棒）進んでいると思う」

「それがおかしいんだよ。僕ぼくが襲おそう側だったら、相手が万全を期すのを待ったりしない。たとえここが本命ではなかったとしても、出鼻を挫くじくくらいの意味で爆ばく弾だんやロケットは撃うち込む。復ふく讐しゆう者しやとして逃にげる標的をじっくり追いたいにしたって、足を片方折って引きずらせた方が嗜し虐ぎやく心しんは高まる訳だが」

「……うん？　僕が襲う側だったら？？？」

「そこまで憎にくめる相手にはなかなか出会えないけどね。……例外はあの『白』くらいか」

　ともあれ。

　護衛に守られたマリアと機密サーバーは海上の『スティングレイ』に到とう着ちやくしてしまった。今が一番狙ねらいやすいはずなのに、ビヨンデッタも斑むら鮫さめクイナも現れる気配がない。

　護衛側が一番警けい戒かいしている時だから襲しゆう撃げきを躊ちゆう躇ちよした？　そんな馬ば鹿かな。そもそも『仇染めライアーキヤツト』は、万全警備の重要拠きよ点てん『蟻塚』を複数、正面突とつ破ぱで破は壊かいしてきたというのに。

　マリアがどこに隠かくれているか、逃とう走そうに何をどう使うか、それらの割り出しができていなかった？　そんな馬ば鹿かな。緑リユウ娘ニヤン藍ランと愛あい歌かを利用して『蟻あり塚づか』周りの全情報は取得しているはずだ。平時はおろか、非常時にどう動くのかも、またそこへ恭介が横槍を入れたらどうなるかも、ビヨンデッタならアルゴリズムの先読みで対処できる。

　それでも彼女達は来なかった。

　どういう事か、恭きよう介すけは数秒思案して、

「まさか……」

「？」

　疑問を顔に浮うかべるイザベルの首根っこを恭介は摑つかむ。

　そのまま二人してキャットウォークのような通路から躊ちゆう躇ちよなく飛ぶ。

　真下は数十メートル大の高さ。テニスコートより広い『スティングレイ』の甲かん板ぱんに墜つい落らくすれば即そく死し、海面に落ちてもショックで気を失い、そのまま溺でき死しの恐おそれがある。

　が、恭介は直接真下に落ちるのではなく、柱から隣となりの柱へ、非常階段の手すりから別の非常階段の手すりへ、メンテナンス用のクレーンシャフトやワイヤーの先せん端たんにぶら下がる鈍どん重じゆうなフックさえ足場にして、と着地と跳ちよう躍やくを短く繰くり返す。高速かつ着実に落下を続ける。わずか二〇秒足らずで一〇階建ての階段を下るに等しい距きよ離りを縮め、『スティングレイ』の甲板へと着地する。

　イザベルの体から手を離はなし、恭介は今まさに『スティングレイ』の内部へ格納されようとしていたマリア＝ハートオーシャン……いや彼女の身を包む『クマムシ』へと近づいていった。

　歩きながら尋たずねる。

「どういうつもりかな」

『何を……』

　答えようとしたのは警護に参加していた周りのレプリグラス操兵だった。

　恭介は彼の口を片手で制した後、躊躇なく『クマムシ』の手を取ってそのまま勢い良くねじった。合気道のように体をぐるりと回して甲板上へ背中を叩たたきつける。

　警護が慌あわてて動くより先に、恭介は冷たい声でこう突つき付けた。

「顔を見せて」

『……、』

「『クマムシ』に搭とう乗じようしていれば自分は安全だとでも？　解体方法ならいくらでも心当たりはある訳だが」

　パシッ、と炭酸飲料のプルタブを開けるような音が響ひびいた。

　首回りが、というより胴どう体たい部分が真っ二つに分かれてガバリと開く。

「……ハッピーヴァルプルギス」

　恭介は思わず呟つぶやいていた。

　そこから出てきたのは、彼の良く知るマリア＝ハートオーシャンではなかった。

　保健室の先生、といった印象の女性からほど遠い、筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうの軍人がいたのだ。話を聞かされていなかったのだろう、周りの警護も呆あつ気けに取られて動きを止めている。

「この分だと、機き密みつサーバーの方も偽にせ物ものかな？」

「上からの命令だった。何を考えているか知らんが、縦たて割わりには逆らえない」

　両手を上げて影かげ武む者しやはそう弁明した。

『仇染めライアーキヤツト』の二人……ビヨンデッタと斑むら鮫さめクイナがここを襲おそわなかった訳だ。

「矛ほこ先さきの数を増やせば、敵の狙ねらいがブレて行動予測ができなくなると言っていたのに……」

　恭きよう介すけは身み振ぶりで手近なレプリグラス操兵にサインを送る。彼も彼で上の空港か下の『スティングレイ』の管制とでも連れん絡らくを取ったのか、やがてこんな風に返してきた。

『もう一隻せき、巨きよ大だいな影が近くで確認されたようだ。今の今まで秘ひ匿とくコードに邪じや魔まされてレーダー上から消されていたがな。同規模のサイズらしいから、おそらく「スティングレイ」がもう一隻投入されている。女史とサーバーはそちらかもしれん』

「そして『仇染めライアーキヤツト』はここに来なかった。このイレギュラーも込みで、完かん璧ぺきに読まれている。……というか、初動からしてビヨンデッタ辺りに仕組まれていたのかな」

「ちょっと待て。それでは」

「気にするな。あなたがミスした訳ではない、上の頭がどうかしていただけだ」

　吐はき捨てるように恭介は呟つぶやき、

「もう一隻の『スティングレイ』の位置は？」

『遠くない。せいぜい二〇〇〇から三〇〇〇』

「なら急いで。向こうはとっくに地じ獄ごく絵え図ずだ」




　　　　２




　経けい緯いはシンプルだった。

　深み山やま業ごう蛇た。Ａ区画国際空港の一角を利用した『蟻あり塚づか』計画の警護主任であり、『ガバメント』所属の高級軍人。撤てつ退たい作戦の計画段階で城しろ山やま恭介と揉もめて、扉とびらへ鼻っ柱を叩たたきつけられ昏こん倒とうしていたあの男だ。

　最初にあったのは、強い苛いら立だちだった。

　原因は年とし端はもいかない少年に軽くあしらわれた事でも、外部の『フリーダム』から『ガバメント』内部の事情に嚙かみ付かれた事でも、マリア＝ハートオーシャンの前で恥はじをかかされた事でもない。

　彼にとっては組織に対する忠ちゆう誠せいも作戦に対する成せい否ひも任務に対する責務も、どうでも良い。

　願うのはただ一つ。

　自分もまた、『蟻あり塚づか』のＶＩＰ達と共にノアの方舟に乗りたかっただけだ。

「くそっ!!」

　次に、携けい帯たい電話のプライベートナンバーへの着信があった。

　妻か息子しか知らないはずの番号に、しかし出てきたのは赤の他人の言葉だった。

『初めまして。私、「フリーダム」アワード９２０、「仇染めライアーキヤツト」とも呼ばれるビヨンデッタ＝シロヤマと申します。本日は宿敵様にとって、とても有益なお話をお持ちいたしました。少々お時間をいただいても？』

「な、あ……！」

　思わず、頭の中が真っ白になった。

　だが二の句を継つぐ前に、もう最後の展開がやってきた。

　ぐい、といきなり後ろから肩かたを摑つかまれた。執しつ務む室しつには彼しかいないはずなのに。そのままこちらを振り返らされた上で、背中を手近なテーブルの天板へと叩たたきつけられた。

　寝ねそべり、息もできない高級軍人の上へ乗るように、ウェイトレス服の悪あく魔まは尻尾しつぽの飾りを揺ゆらし、蠱こ惑わく的てきなしなやかさでのしかかってきた。

　城しろ山やま恭きよう介すけは言っていたではないか。

　自分にできる事なら他人でもできる。こういうのは守る側より殺す側の方が得意だ、と。

　蛇へびに睨にらまれた蛙かえるのようになり、通話中の携帯電話を落としてしまった深み山やま。もはや指一本動かせない彼に、そっと忍しのばせるように至近でビヨンデッタはこう言った。

「お互たがいにとって、有益な話をいたしましょう？」

「何を……この私が、貴様などと手を組んで得られるものなどあるものか……!?」

「そうでしょうか」

　悪魔は笑う。

「例えば、私と宿敵様が全力で殺し合ったとします。私は『ガバメント』という総意によって殺害されるかもしれませんわ。……ですが、その過程で必ず宿敵様は命を落とす。宿敵様がどこへ逃にげても隠かくれても、月面基地へ出張しても核かくシェルターに籠こもっても、私がそうしますわ。こちらの腕うでについては、すでにこうして実証したものと考えていますが？」

「……、」

「ですから、これはどちらかを選べば宿敵様の生死が分かれるという話ではありませんの。今のままでは、どちらにしても宿敵様は血ち反吐へどを吐はいてお亡くなりになる。作戦の成せい否ひに関わらず。それこそ、ズルをしてルールを曲げない限りはね」

　するりと。

　その滑なめらかな指先が、深山業ごう蛇たの左手へ重ねられた。

　より正確には、薬指を彩いろどるシンプルな指輪へと。

「もう一度、当たり前の我が家へ当たり前に帰り、当たり前のご家族の笑顔を見る。これ以上の幸福がこの世のどこにあるとお思いですか？」

「なに、を……」

　掠かすれるように、高級軍人は呟つぶやいていた。

　いつの間にか、頭の中の天てん秤びんがすり替かえられている事に、彼は気づいていない。ここから生きて帰る事と、家族が無事なのかどうかは別問題なのに、『ここを切り抜ぬければ家族は無事だという事が証明される』と錯さく誤ごを生み出し始めている。

　それが、職業倫りん理りに対する罪悪感すら薄うすめていく。

　ノアの方はこ舟ぶねに乗りたい。それだけで頭がいっぱいになっていく。

「私に、何をしろと言うのかね……？」

「影かげ武む者しやを用意なさい」

　シンプルな提案だった。

「私は『ガバメント』の護ご衛えいチームを沈しずめる。宿敵様は『蟻あり塚づか』の機き密みつ情報と要人を乗せて、その隙すきに逃にげ去る。お互たがいにとって悪い話ではないのでは？」

「それが、貴様達暗殺者にどんな利益を生む……？」

「我々は、一定の成果さえ出せればそれで良いのですわ。『ガバメント』の警護システムを切り崩くずし、世界の警察を気取る連中に泡あわを吹ふかせたという事実さえ作れれば。欲しいのは、名めい刺し代わりの履り歴れきだけ。実際に要人が死ぬかどうかは関係ないのですわ」

「……、」

「先ほども言いましたが、これは、やるやらないの話ではありませんの」

　くすり、と悪あく魔まは笑って言った。

「どちらを選んでも、『スティングレイ』が沈むのは確定。後は、そこへ宿敵様が乗るか、乗らないか。そういう話でしかありません。もちろん、話を蹴けっていただいても結構。規約に従って報告してもらっても全然構いません。代わりに、宿敵様は方舟のチケットを自みずから手放す事になるというのだけはお忘れなきようお願いいたしますわ☆」







　実際のところ。

『ガバメント』『イリーガル』『フリーダム』……いわゆる三大勢力の戦いだって、額がく面めん通りの三つ巴どもえではない事を高級軍人は知っていた。

　見た目にはどうしようもない正面衝しよう突とつだって、裏では事前のすり合わせが行われていて、八や百お長ちようのように結果が最初から定められている殺し合いだって。

　あるいは勢力の版図のために、あるいは召しよう喚かん師しのアワードのために。

　そんな事もあるのだと。

　自分もまた、そうしたすり合わせに立ち会ったのだと。

　そう思っていた。

　そう思い込みたかったのかもしれない。

　なのに。







「あ、あ……」

　本命の『スティングレイ』、その戦せん闘とう指し揮き所しよで、高級軍人の深み山やま業ごう蛇たは顔面を蒼そう白はくにしたまま呻うめいていた。

　すでに照明は警告色の真っ赤に切り替かわっており、モニター上では機体各所が黄色や赤色で深刻なダメージを表示している。

　ズズンッッッ!!!!!!　という凄すさまじい衝しよう撃げきが何度も機体を揺ゆさぶり、何重にも保護されているはずの電源系さえ危険域を行ったり来たりしているのか、時折照明が不気味にちらついていた。

『仇染めライアーキヤツト』。

　たった二人の女性が飛び乗ってきただけでこうなったなどと、誰だれが認められる？

「ああ。あああ」

　高級軍人は、自みずからの行いを呪のろっていた。

『ガバメント』と『フリーダム』のすり合わせ。そんな話を何故なぜ信じた？

　記録にも残らない口約束が果たされるなどと、どうして都合良く納得してしまった？

　敵は、敵の利益のためにしか動かない。

　どんなに甘あまい提案にも、必ずそこには敵側にとっての利益が隠かくされているはずなのに。

「あーあ」

　と、どうしようもない状じよう況きようを前にして、やけにのんびりした声が聞こえてきた。

　マリア＝ハートオーシャン。『蟻あり塚づか』計画の研究者。要人護ご衛えい用ようレプリグラス『クマムシ』の胴どう体たいを真っ二つに割り、着ぐるみから顔を出すようにしながら、彼女は呆あきれたようにこう言った。

「どーするのかしらねえ、これ。しっちゃかめっちゃかじゃない。いよいよわたしの命運もここまでかなー」

「……、」

　一いつ瞬しゆん、あらゆる状況を放り出して鉛なまり弾だまをぶち込み、『クマムシ』を奪うばって安全地帯を確保してやろうかと本気で思った。

　だが踏ふみ止とどまる。

　それでは自じ滅めつも良いところだ。ノアの方はこ舟ぶねに乗るためには、もっと有効に使った方が良い。

「女史」

「何か？」

「こちらへ、早く！　女史の身をお守りするには『スティングレイ』から脱だつ出しゆつするしかありません!!」

『クマムシ』の手を摑つかまれ、マリアは息を吐はきながらすっぽりとレプリグラスで全身を覆おおった。

　中央の戦せん闘とう指し揮き所しよから廊ろう下かへ飛び出すと、銃じゆう声せいの連続や複数の足音が響ひびいていた。

　返す刀でやたらと重たい震しん動どうと、同じ分だけの悲鳴や絶ぜつ叫きようが。

『どーするのお？』

「っ。『スティングレイ』には垂直離り着ちやく陸りく型となる別の小型レプリグラスが備わっています。そちらに搭とう乗じようすれば───」

　ゴンッギン！　という鈍にぶい音が廊下の曲がり角から壁かべへぶち当たった。

　メチャクチャに破は壊かいされた戦闘用のレプリグラスだった。

　そしてひょっこりと。

　曲がり角からウェイトレス服の悪あく魔まが顔を出してきた。『スティングレイ』に飛び移る段で怪け我がでもしたのか、あちこち血だらけにして。なお壮そう絶ぜつな笑みを浮うかべながら。




「見ぃつけた☆」




　人工霊れい場じようが存在した。

　九〇秒間の『チェイン』待機状態だった。あれに囚とらわれれば死ぬ。召しよう喚かん儀ぎ礼れいによる直接戦闘を主とはしない深み山やま業ごう蛇たにも良く分かっていた。

　ぐるりと一八〇度回れ右する。とにかく『マリアを守っている』という大義名分だけを維い持じしつつ、高級軍人は我先にと廊下を逃にげていく。

「音域『高音』、コスト１。『始祖の黄ｓ』。どうしていくらでも錬れん成せいをできる中で、こんな最弱の始祖シリーズを使い続けていると思いますう？」

　歌うように、背後からビヨンデッタは高らかに告げる。

「そ・れ・はー、あっさり終えると復ふく讐しゆうの味を嚙かみ締しめられないから。額ひたいに鉛なまり弾だま一発、神格級や未み踏とう級で『スティングレイ』ごと瞬しゆん殺さつ、ではつまらないですもの。じっくりたっぷりねっとりどっぷり楽しむためには、それなりに破は壊かい力りよくを調整しないといけないのですわあ☆」

　最弱だろうが何だろうが、被召物マテリアルは被召物マテリアルだ。

　この世ならざる化け物。戦車が出てこようが戦闘機が出てこようが、束になっても傷をつけられない相手。

　バタバタと、深山やマリアの進行方向からすれ違ちがうように、いくつもの戦闘用レプリグラスが怪かい物ぶつに向かって行った。

『時間はこちらで稼かせぎます!!』

『早く女史を避ひ難なんさせてくだ───』

　ゴッギン!!　という轟ごう音おんが、その台詞せりふさえ最後まで言わせなかった。

「くすくす」

　ベギン！　ゴギン!!　ガゴンガゴンゴギャングシャン!!　という破は壊かい音おんの連続は、もはや深み山やまの頭から現実的な光景を忘れさせる。振ふり返る事もできない。巨きよ大だいな口が全すべてを咀そ嚼しやくしながら迫せまりくるようにしか思えない。

『例の召しよう喚かん師しはどうした、金食い虫の!!』

『七〇〇番台の群れか？　とっくに海へ飛び込んでるよ、金だけ持ってな!!　俺おれ達でやるしかない！』

『マジか、くそ、マジか───がぶげぐ!?』

「くす、くすくすくす、くすくす」

　顔中汗まみれにして、それでも必死に逃にげ続ける。

　部下を犠ぎ牲せいに捧ささげ、仲間を騙だまし、上司を盾たてに使ってでも……とにかく生き残りたい。

　それだけを考えて。

「ッ!!」

　格納用のスペースへとようやく到とう着ちやくした。

　折り畳んだ翼を広げれば一五メートルほどになる、鳥にも似たデザインのレプリグラスが広い空間に佇たたずんでいた。洋上戦せん闘とうを軸じくにした航空レプリグラスの『ウミネコ』だ。別の出入口からやってきた部下達に向けて、半ば嚙かみ付くように高級軍人は叫さけぶ。

「機き密みつサーバーは持ってきたか!?」

『こちらに！』

「積み込め、早く、積み込むんだ!!」

　命令しながら、深山業ごう蛇たは傍かたわらにあった操作パネルを指で操っていく。低い音を立てて天井が開いていく。そして同時に、床ゆか全体も演劇装置のようにゆっくりとせり上がった。格納スペース全体を甲かん板ぱん上へ持ち上げ、『ウミネコ』を飛ばすための準備を進めているのだ。

　が、相手は最後まで待ってくれなかった。

　バンゴン!!　という轟音と共に、扉とびらの一つが向こう側からぶち抜ぬかれた。徹てつ底てい的てきに破壊された戦闘用のレプリグラスが転がり出てくる。床の上昇に合わせて埋うまろうとしていた扉の隙すき間まを潜くぐって、悠ゆう々ゆうと召喚師と被召物マテリアルは踏ふみ込んできた。

『チェイン』待機状態が消しよう滅めつする。

　新たに固定された人工霊れい場じようが、全てを包んでいく。

　絶望が。

　深山業蛇の意識全体を押おし潰つぶしにかかった。

「さあ」

　復ふく讐しゆうの悪あく魔ま、ビヨンデッタはブラッドサインを肩かたに担かつぎ、笑いながらこう言った。

「私のお客様がお腹なかを空すかせてお待ちです。ようく熟じゆく成せいさせたお肉の味を、そろそろ楽しませてくださいな」




　　　　３




「見つけた」

　柱やビルの横を突つき抜ぬけ、時速二〇〇キロという高速で海の上を突っ走る『スティングレイ』の甲かん板ぱん上。城しろ山やま恭きよう介すけは低い声でそう呟つぶやいていた。

　シルエットそのものよりも、黒こく煙えんの方が目立っていた。恭介達は先行する同機種に追従するように追い駆かけている訳ではなく、向かって左手側から同じ交差点を目指すような格好で、二隻せきの『スティングレイ』は接近していく。

　傍かたわらのレプリグラス操兵がこんな風に尋たずねてきた。

『どうするつもりだ？』

「ただ突っ込めば良い。後はこちらでやるから」

　ヒィウン!!　と頭上で風を切る音が連続した。街の最下層、海の上には様々なものがある。幾いく重えにも重なる巨きよ大だい陸橋や公園、学校など大きな敷しき地ちの裏側から、ワイヤーだのクレーンフックだのがあちこちぶら下がっているためだ。

　その頻ひん度どが高まる。

『スティングレイ』がさらに加速していく。

　そして全まつたく同じ二隻が交差点で激げき突とつするように接せつ触しよくした。




　ゴゴンッッッ!!!!!!　と。

　恐おそるべき衝しよう撃げきと共に、甲板上にいた城山恭介とイザベルの二人が投げ出されていく。




　人間をはるかに超こえる膂りよ力りよくや脚きやく力りよくを持つレプリグラス達と違ちがって、生身の人間は無力なものだった。砲ほう弾だんのように投げ飛ばされた恭介は、同じように宙を舞まうイザベルの頭を守るように抱き寄せ、体を丸める。

『スティングレイ』から別の『スティングレイ』へ。

　まともに着弾し、何度も跳はね回り、それでも致ち命めい傷しようにならないよう極力衝撃を殺しながら、何とかして恭介は自みずからの肉体に制動を掛かけていく。

　そこは数十メートル大の、平べったいエイの上。

　人工霊れい場じようの中で、三メートル大の黄色い粘ねん液えき『始祖の黄ｓ』を侍はべらせ、ウェイトレス服の悪魔は笑っていた。

　檻おりに囚とらわれているのは、あちこちで倒たおれたレプリグラス操兵、『クマムシ』はマリア＝ハートオーシャンか、後は脱だつ出しゆつに使うものなのか翼を畳んだ飛行用レプリグラスの『ウミネコ』に、その傍かたわらに放置された機き密みつサーバーらしき立方体の巨きよ大だいな箱、そして全すべての引き金を引いたであろう高級軍人の深み山やま業ごう蛇た。

「ひっ、ひ！　たっ、たじゅ、たすけてくれ……!!」

「……、」

　その言葉に、恭きよう介すけは一いつ瞬しゆんだけ機械的に目を細めようとしたが、

「金ならやるっ、貴様も特別に方はこ舟ぶねへ乗せてやる!!　だから戦えっ、早く、戦うんだ！　貴様はそのために生きているんだろう、『フリーダム』の木こっ端ぱ雇やとわれがあ!!」

　恭介の口が開こうとした。

　だがその前に、傍らでむくりと起き上がったイザベルの方が動いていた。

　赤い軍服少女は表情らしい表情もないまま、自分の親指を喉のど元もとへ押おし付けたのだ。辺りに漂ただよう、濃のう密みつ極まるが全まつたく無意味な血の匂においを鼻に感じ取りながら。

　そのまま、真まっ直すぐ横に引く。

「さっさと爆盛りやられて」

　そして、宣言。

　この状じよう況きようを作り上げた下げ手しゆ人にんを断じるように、ただ一言。

「やられたらイザベルが助けてあげるから」

「そっ……!?」

　矛む盾じゆんする提案の、その直後。

　ズズンッ!!　という轟ごう音おんと共に、ビヨンデッタの人工霊れい場じようが『チェイン』待機状態となった。深山業蛇の意識が途と絶ぜつしたサインでもあった。

　本来であれば、この隙すきに恭介達が自みずから相手の人工霊場に飛び込み、ノーリスクで新しい戦せん闘とうを始める、というのが正しいスタイルだろう。

　だが、ウェイトレス服の悪あく魔まは指を鳴らすと、自ら待機状態の人工霊場を解かい除じよした。

『始祖の黄ｓ』もまた霧む散さんし、一人の少女、斑むら鮫さめクイナへと戻もどっていく。

「……どういうつもりかな？」

「私の目的は単なる大量破は壊かいではなく、復ふく讐しゆうのお手伝いですわ。そしてお客様がそちらの依より代しろとの会話を望まれています。これもまた、円えん滑かつに復讐を進めるためのサービス、メンタルケアの一いつ環かんとでも思ってくださいな」

　すい、と恭うやうやしく頭こうべを垂たれて場所を譲ゆずるように、ビヨンデッタは一歩横へ移動した。

　復讐の『依い頼らい人にん』、斑鮫クイナはイザベルと向かい合っていた。

　いいや、この場合は、

「サユリ。どうしてここまでやってきたの？」

「イザベルはあなたを止めるためにやってきた」

「っ！　イザベルなんて知らない！　そんな風に名乗るのがどれだけ滑こつ稽けいで残ざん酷こくで虚むなしくて辛つらくて苦しい事なのかも分かっていないくせに!!　あんたがそんな風にされたから、せめて私が元げん凶きようだけでも葬ほうむってやろうって思っているのに!!」

　その言葉を受けて、イザベルはゆっくりと首を横に振ふった。

「あなたは知らないの」

「何が!?」

「あなたはそんな人じゃない」

「自分の名前も思い出せないようなヤツに、過去の私の何を語れるって!?」

「まだ分からないの？」

　イザベルは困ったような顔になった。

　何かを哀かなしむような。

　譬たとえるなら、誕たん生じよう日び会かいを楽しみにする友人に、実は誰だれも彼もそんな事をしている暇ひまはないのを知っていながら切り出せずにいるような。

　それでいて。

　事は単なる感情論や奇き麗れいごとだけとも違ちがう。何か、決定的な一言を告げるのに躊ちゆう躇ちよするような、しかしこれを言わない事には先に進めないような、そんな顔つきだった。

「思い出して。今回の起点となったデバイスがあったはず」

「？」

「『少女使いガールズバツクドア』」

「はあん？　あんな囮おとりの陽動役にばら撒まいたものが、何で今さらここで───」

「まだ分からないの？」

　もう一度、繰くり返すように。

　その言葉を受けて、ヘソ出し少女のクイナがゾクリと背筋を震ふるわせるより早く。

　全すべての答えが世界へ出力される。




「あなた自身がそこの悪あく魔まの『少女使いガールズバツクドア』で主人役をさせられている事に」




　斑むら鮫さめクイナの。

　復ふく讐しゆう者しやの少女の動きが、思考の空白によって止まっていた。

「確かに、最初の復讐心『だけ』なら細盛りあったかもしれない」

　だから、イザベルの声は止まらなかった。

「そもそも、イザベルが依より代しろになった段階で、あなたの記き憶おくの中からはイザベルの存在は忘れ去られて、ビヨンデッタが接せつ触しよくしなければ、思い出す事もなかったかもしれない」

　他に止める者もいなかった。

「だけどそれだけで、復ふく讐しゆうという想おもいが行動に直結するかと言われれば全然違ちがう」

　残ざん酷こくな真実が。

「もしもビヨンデッタがあなたの望みを読み取って、外から体を動かしていたとしたら。それこそ見えない手で摑つかんで、普ふ段だんのあなただったら絶対に躊躇ためらってしまうような行動を」

　ただ突つき付けられる。

「つまり、あなたは『少女使いガールズバツクドア』に操られて復讐していただけだった。それを自分の行こう為いと誤認していただけ。これは最初から、召しよう喚かん師し一人のお芝居だった」

　最初から、斑むら鮫さめクイナは外部から操られていた。

　自分が心の奥おく底そこから思っている通りに体を動かしていれば、それは自分の意思で出力している行動だと思い込むようになる。

　実際には『思っているだけで留とどまっていたクイナ』と、『その肉体を外部から操っていた第三者』は全まつたくの別人だというのに。

　誰だれだって、長い長い人生の中では人を殴なぐってみたいとか、殺してやりたいとか、それくらいなら思う時だってあるかもしれない。

　だからって、それができる、できてしまう人間は極めて少ない。

　少なくとも、斑鮫クイナはそうではなかったはず。

　そういった事に気づかせないように、細心の注意を払ってほくそ笑んでいた誰かは別にいた。

「うそ、よ」

　詰つまった息を無理矢理吐はき出すように、クイナは言った。

　反論するというより、信じられないものを突き離はなそうとするように。

「だって、あんた達が懇こん切せつ丁てい寧ねいに『真実』なんか話すメリットはないもの！『ガバメント』を守るために、私達を攪かく乱らんさせてペアの連れん携けいを乱そうとしている方がありうる話だもの！　だから!!」

「一度、僕ぼく達のスタンスを見てもらった方が手っ取り早いかな」

　恭介は適当に言って、手近にあったレバーを摑つかんだ。

　今も時速二〇〇キロで高速移動する『スティングレイ』の甲かん板ぱん上で、コンテナを乗せた車輪に歯止めを掛かけるためのものだった。

　それを、躊ちゆう躇ちよなく引く。

　ガコンッ！　という轟ごう音おんと共に何かが外はずれる。勢い良くコンテナは甲板上を滑すべっていく。誰に止められるものでもなかった。そのまま怒ど濤とうの勢いで流れていく海中へと没ぼつしていく。

『蟻あり塚づか』の機き密みつサーバー。

　計画を続行するために絶対必要だった、重要データの塊かたまりが。

「な、ん……」

「僕ぼくがイザベルから受けた依い頼らいは『無用な復ふく讐しゆうから、斑むら鮫さめクイナを解放する事』それだけだ。『ガバメント』の事情なんかどうでも良い。『蟻あり塚づか』？　そんな気持ち悪いもの、潰つぶせるなら潰した方が良い訳だが。自分達の目的に使えそうだから、『ガバメント』に売り込みをかけていたに過ぎないんだよ」

「だから、イザベル達は『ガバメント』の都合であなたに噓うそをつく理由なんかない」

　軍服少女は。

　真まっ直すぐに、斑鮫クイナの顔を見み据すえていた。

「最初からイザベル達はあなたをその悪魔から助けるためだけに爆盛り戦ってきたんだから」

　ぎちぎちぎち、と。

　やがて、壊こわれたからくり人形のように斑鮫クイナは傍かたわらのビヨンデッタの方へ振ふり返った。

　ウェイトレス服の悪あく魔まは、微笑ほほえんでいるだけだった。

「どういう、こと？」

　質問。

　当然の、その言葉。

「あんた！　あいつが、サユリが言っているのは……!!」

「お客様」

　真実を暴ばく露ろされ、なおビヨンデッタは眉まゆ一つ動かさず、完かん璧ぺきな営業スマイルを浮うかべていた。

　そしていつの間にか、ウェイトレスの薄うすい手て袋ぶくろが熱で炙あぶられたように溶とけ落ちていた。

　一瞬だけ白い指先が見えるが、それも黒く変色していく。

　火傷で炭化した……とは違ちがう。

　べりべりべり！　と左手の皮ひ膚ふもまた、ひとりでに剝はがれていく。その中に潜もぐり込んでいた革かわ手袋が顔を出している。べちょりと粘ねん質しつな音を立てる手袋は、皮膚のない本物の掌てのひらと癒ゆ着ちやくでもしているのか。

　のみならず。

　ビヨンデッタは拳けん銃じゆうの形を作り、人差し指の銃口を依頼人へ突つき付けていた。

　にっこりと微笑んだまま、悪魔は言った。




「今最高に面白いところですので、少々黙だまりやがれですわ☆」




　がくんっ!!　と。

　それだけで、斑鮫クイナの全身が硬こう直ちよくし、次いで四し肢しがだらりと弛し緩かんした。

　瞳ひとみから意思の光が消える。人間らしい表情が消失する。

　まるで無数のトラバサミに手足を挟はさまれ、細い糸を繫つなげられた人形。

　ツリー状のフローチャート。それが不測の事態に従って別のラインへと切り替わった。

　より芝居めいて、より雁がん字じ搦がらめに。

　ビヨンデッタは他人の復ふく讐しゆうに手を貸し、自身の嗜し虐ぎやく心しんだけを満たせればそれで良い。優しい顔をして近づき、その復讐心をそっと煽あおり、具体的な手段と機会を与える代わりに、あらゆる暴力の免めん罪ざい符ふを手に入れる。

　その極きよく致ち、究極のショートカット。

『少女使いガールズバツクドア』。

　人を操っては破は滅めつさせ、自身の欲望を満たす存在……まさしく悪あく魔ま。

　私は従っているだけと嘯うそぶきながら、誰だれよりも特等席で楽しもうとする邪じや悪あく。

「最初から」

　当初、恭きよう介すけ達はクイナが友人のための『復讐』を誓ちかって行動を開始した事は知っていたが、誰が誘さそったのかまでは摑つかみ損そこねていた。ただし、たとえ誰が傍かたわらに立っていたとしても、こうなる危険が高いのではとは当たりをつけていたのだ。

　事は『少女使いガールズバツクドア』だ。

　この事件には、操っている側も操られている側もないのではないか、と。ただの一本道ではない、ピラミッド構造でもない。他人を操った上で、完かん璧ぺきな主人になれと願う、主も従もないメビウスじみたそのねじれ。

「こうなる事は織り込み済みだった訳だ。数ある想定パターンの一つではない。斑むら鮫さめクイナに真実が洩もれる、というのはどこを通っても必ず通過するように設定していた。クイナとイザベルを対立させるために」
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「だあって」

　ビヨンデッタは。

　いつか見た『女王』と同じように、くすくすと笑っていた。

「彼女の復ふく讐しゆう心しんには、セーフティがあるんですもの。世界を全部火の海にするくらいやってほしいのに、あれも駄だ目め、これも駄目、と条件が色々厳しくて。なら、禁忌の筆頭となっているものを自らの手で壊させてしまえば、もう『復讐』の歯止めは利かなくなるんじゃないかなあって」

　つまりは、最も守りたかったイザベルを、斑鮫クイナの復讐の中で殺す。

　クイナの手を汚よごして殺させる。

　それを最高の楽しみとして設定しながら、『少女使いガールズバツクドア』のデバイスを組み立てた。計画の初期段階から、ずっとずっと復讐者の横で笑っていた。

　目一杯貪むさぼるだけ貪り尽つくし、その責任だけを少女に押おし付け、最後にはスケープゴートに使った少女さえも吞のみ込んでしまおうと言わんばかりに。

　恭きよう介すけは、背中からブラッドサインを抜ぬいた。

「完かん璧ぺきにイカれているよ、お前」

「この程度で？　ほんのこの程度で!?『女王』の狂きよう気きを間近で感じ取ってきた私達にとっては、まだまだ生なま易やさしい些さ細さいな悪戯いたずら程度のものでしょうに!!」

「イザベルは爆ばく盛もり本気で頭に来た。びきびき（棒）」

「何でも結構。私は私のために、お客様の復讐を想定以上にしつらえてみせる。たとえ、あまりの惨さん状じようを見たお客様が泣なき崩くずれて自殺を決意するような事になろうとも、私が楽しめればそれで良いのですわ」

　言いながら、ビヨンデッタは両足を肩かた幅はば以上に広げた。

　尻尾しつぽを揺ゆらし、ミニスカートの奥おくから、ゴトンと励起手榴弾インセンスグレネードが転がり落ちる。

「そして『少女使いガールズバツクドア』がある以上、召しよう喚かん師しと依より代しろのコンビネーションはある意味でどんなペアよりも強い。私がお客様のために組んだ戦せん闘とうルーチンは最強だ。さあ、楽しませてちょうだいな。ウサギ野郎、おそらくお前がこの復讐で一番歯は応ごたえのある肉なんだろうからなあ!!」

　その叫さけび声と共に。

　カッ!!　と爆音が炸さく裂れつし、周囲一帯へ改めて人工霊れい場じようが張り巡めぐらされた。
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　その瞬しゆん間かん。

　今まで『忘れる』よう書き込まれてきた激痛が、一気に爆ばく発はつした。

　加害者と被ひ害がい者しや。操る者と操られる者にしか見えない真っ赤な糸と掌てのひらのようなトラバサミに手足や胴どう体たいを嚙かみ付かれていた斑むら鮫さめクイナは、あくまでもプログラム的なフローチャート、ツリー状に展開されるコマンドリストに基づいて正確に肉体を動かしていた。

　動かしながら、呆ぼう然ぜんと外の世界を眺ながめていた。

　自分は今まで何をやってきたのだろう。

　疑問を持つなと、そうコマンドされていたかもしれない。それにしたって、どうしてたった一度も疑問を持つ事ができなかったのだろう。

　殺したいほど人が憎にくい。長い人生の中なら、そんな風に思う時だってあるかもしれない。

　でも、だけど。

　どうしてそこで、本当に殺せてしまったのだろう？

『少女使いガールズバツクドア』だなんて、同じ年とし頃ごろの乙女おとめなら真っ先に毛け嫌ぎらいしそうなものをどうしてあんな簡単にホイホイ使えたのだろう。

　そう、まるで。

　思った通りに自分で体を動かしていたのではなく、思いに従って別の誰だれかが手足を摑つかんでぎくしゃく操っているようだと、そんな風には思えなかったのか。

　その挙げ句に。

　イザベル、いいや川かわ面もサユリ。

　彼女のための復ふく讐しゆう。彼女をこんなに傷つけた者達への報復。それだけを願ってきたのに、どうして彼女と対たい峙じしなくてはならないのか。

（……私の、復讐？）

　意識が残っているのは、わざわざビヨンデッタがそうなるように細かく調整したからだろう。

　この絶望を見せつけるために徹てつ底ていして数式を組み上げた結果だろう。

（私が心の中から望んでいた事を、想定以上にやってくれる。サユリを殺してしまう事が……？）

　首を横に振ふりたいのに、もうできない。

　そんな事は口にしていないのに、ビヨンデッタの行いが少女の本音という事にされてしまう。今までだって限界を超こえているのに、必要のない犠ぎ牲せいまでクイナのせいにされてしまう。

　対して。

　人工霊れい場じように囚とらわれた召しよう喚かん師しと、その傍かたわらに立つ金きん髪ぱつの少女。

　彼らはこう言い放ったのだ。

「ふざけるな」

「うん、イザベルは知ってる。斑むら鮫さめクイナって人の事を、細盛りのほんの少しでも。彼女はこんなの望んでいないって事くらい!!」

　その言葉が、ウェイトレス服の悪あく魔まの囁ささやきを打ち砕くだく。

　彼女の友人は。

　各おの々おのの信念によって決別したはずの誰だれかは、さらに続けざまにこう宣言していた。

「だから助けて、イザベルのともだちを！　あんなヤツの魔の手から!!」

「それはもちろん、仰おおせの通りに。もうビヨンデッタの一人芝しば居いにはうんざりだ」

　戦いが始まる。

　操られるままの斑鮫クイナには何もできない。微笑ほほえむ悪魔の言う通りに最大最悪の力を振ふり回す事しかできない。

　だけど。

　たとえ眉まゆ一つの動きさえ禁じられたとしても。

　それでもきっと、少女の魂たましいは泣ないていた。




　　　　５




　一辺二〇メートルの立方体、人工霊れい場じようが展開される。

　二組の召しよう喚かん師しの中間地点に二一六個の『花弁』を立方体に束ねた『薔薇ばら』が生じる。

　恭きよう介すけとビヨンデッタは虚こ空くうから現れた球形の白い光『白しろ棘とげ』を、ブラッドサインの先せん端たんで思い切り突つき出す。

『薔薇』が粉々に砕け、虚空に握にぎり拳こぶし大の黒い穴、スポットが三六ヵ所に生じる。

　撒まき散らされた『花弁』が乱反射し、その内のいくつかがスポットへ叩たたき込まれていく。

「イザベル!!」

「お客様」

　今も高速で移動を続ける『スティングレイ』の甲かん板ぱん上で、二人の少女の形が大きく変わる。

　恭介側は音域『高音』コスト１。『始祖の黄ｓ』。

　ビヨンデッタ側は『低音』、コスト１。『始祖の赤ｂ』。

（三つ巴どもえの相性ではこちらが有利。ですが、そんな事はどうでもよろしいのですわ）

　有利な間は『待ち』に徹てつすれば良い。黙だまっていてもビヨンデッタに勝ちが転がるのだから。

　そして恭介側が動かざるを得なくなり、『白棘』を使って望む『花弁』をスポットへ打ち込み、被召物マテリアルの音域を別のものへ切り替かえたところで、ウェイトレス服の悪魔もまた動く。

　ドカッ！　と。

　後追い、猿さる真ま似ね、ストーカーのように精せい密みつに。

『中音』なら『中音』。

『低音』なら『低音』。

　フェイントを挟はさみ、裏の裏をかき、恭きよう介すけがどんな手を使おうが、ビヨンデッタは『目で見てから』追従するだけで良い。同じ音域で、コストは常に＋１、しかも後出しを繰くり返す事で常にこちらの被召物マテリアルが新しく、体力では勝る状態。

　同じメーカーの同じブランドの同じ系けい統とう樹じゆの、一世代古いコンピュータとベンチマーク勝負を続けるようなもの。

（それだけで良い。これはチキンレースで言うなら、距きよ離りのハンデがある状態で勝負に挑いどむようなものですわ。相手はこちらがギリギリになるまで待つ事ができず、ブレーキを掛かけるしかない。本当にそんな事を挑んでしまえば、自分で崖がけから落ちる羽目になりますもの）

　無論。

　恭介側はこれが『第一の檻おり』である事には気づいているはずだ。

　しかし分かっていても無視できない。囮おとりだろうが陽動だろうが、この時点で恭介側の被召物マテリアルがコアたる『人じん郭かく』を破は壊かいされて敗北してしまえばおしまいなのだから。

　だから、その奥にまでは届かない。

　ただその完成を待つしかない。

「ッ！」

　業ごうを煮にやしたのか、城しろ山やま恭介は弾だん丸がんのようにこちらへ駆かけてきた。

　例の接近戦か。

　互たがいに防護円で守られた召しよう喚かん師し同士では殴なぐり合っても意味はない。が、極小の防護円からはみ出たブラッドサインをぶつけ、弾はじき、絡からめ取る事でショットの精度を狂くるわせる事はできる。

　ただし、

「くす」

　ビヨンデッタは、思わず笑ってしまった。

　一メートル以内の至近距離で睨にらみ合い、時に棒術や槍そう術じゆつのように互いのブラッドサインを絡めながら、時にそれでも『白しろ棘とげ』を打ち出しながら、ウェイトレス服の悪あく魔まはこう告げる。

「私のリソースを奪うばうのは正解。ですが、その過程で宿敵様のリソースも同じ分奪われてしまえば、アドバンテージは変わらず。つまり、檻の中からは抜ぬけ出せませんわ☆」

「……ッ!!」

　一見して大きく外はずしたように見えた『白棘』が、空中で急激なカーブを描えがいて目的の『花弁』を叩たたく。芯しんを敢あえて外し、極大のひねりを加えた球体が強きよう烈れつなスピンショットと化したのだ。

「そしてまだ宿敵様は私の力を知らない」

　ガキン！　という甲かん高だかい音が響ひびいた。

「私がこの速度域に留とどまっているのは、宿敵様に追従し、宿敵様の速度に合わせているため。余ったリソースを解放すれば、このような事もできるのですわ」

　ビヨンデッタのブラッドサインが、束つかの間、二つに折れていた。

　そして彼女は狙そ撃げき用ようのトリガーに触ふれる。

　ズドン!!　という轟ごう音おんと共に、折れた中間地点から七・六二ミリのライフル弾だんが解き放たれた。

　どのみち、防護円で守られた召しよう喚かん師しには届かない。

　かと言って、相手のブラッドサインを狙ねらった訳でもない。

　ビヨンデッタが直撃させたのは、恭きよう介すけのさらに後方。今なお激げき突とつを続ける怪かい物ぶつ達。

　被召物マテリアル。

「一部の例外を除のぞいて、ブラッドサイン式で呼び出される被召物マテリアル、特に規定級は基本的にオツムが弱い」

　再びブラッドサインを一つに連結させながら、ビヨンデッタは笑う。

　この時、恭介側の被召物マテリアルは音域『低音』、コスト30。『ＳＳＣｆｏｒパペット＃２０００yi・a・ns・ou・wh・ia・iu・seb・e・hig・o・sd-c・li・dr・oq』。

　巨きよ大だいな西洋鎧よろいの甲かつ冑ちゆうに無数の赤い光の糸が絡からみついたようなその威い容ようが、ライフル弾の直撃を受けてぎぢぎぢぎぢぎぢ、とこちらを向く。

「豆まめ鉄でつ砲ぽうだろうが何だろうが、ヤツらはまず自分に攻こう撃げきしてきた方へ矛ほこ先さきを突つき付ける。であれば、敵方を操る事など造作もありませんわ」

　ゴッ!!　と爆ばく音おんが発せられた。

　ビヨンデッタは一歩横へ逸それるだけで良かった。

　下手へたをすれば空母の飛行甲かん板ぱんすら缶かん詰づめのように切り開いてしまいかねない、鉄てつ鋼こうの凶きよう悪あくなスパイクの列が狙いを外はずし本来の主であるはずの城しろ山やま恭介を強きよう烈れつに打ち据すえる。

　防護円に守られていれば、致ち命めい傷しようにはならない。

　だがその膂りよ力りよくは、防護円と共に恭介の体をピンボールのように大きく弾はじき飛ばす。

　怪け我がはない。衝しよう撃げきも痛みもない。

　だが確実に、立ち位置をずらす。

　隙すきが、大きく広がる。

「ぐっ……チェシャ猫……!!」

「黙だまれウサギ野郎。私は『少女使いガールズバツクドア』で味方を操り、狙撃で敵方を操り、全すべてを掌しよう握あくして盤ばん面めんで舞まい踊おどる。たかだか孤独な召喚師ごときに止められるとでも思いまして？」

　そもそも『第一の檻おり』、同音域コスト＋１のコピー戦術さえ、恭介は破れていない。

　そこへ来ての『第二の檻』、ライフル弾による敵方被召物マテリアルへの間接干かん渉しよう。

　差が広がれば、自由が大きくなれば、それだけ『仕上げ』にかかるリソースを割さける。

『第三の檻』が完成する。

　崩ほう落らくと共に全てを押おし流す、吞のみ込む、最大最悪のドミノ崩くずしが。

（狙ねらうは、神格級の音域『高音』、コスト10。古代エジプトの裁さばきの王にして、ギリシャのヘルメスと混同される事で新たな名と力を手に入れた犬頭人身の神）

　一辺二〇メートルの人工霊れい場じようの内、多くの『白しろ棘とげ』や『花弁』が行き交うのは、主に高速移動を続ける『スティングレイ』の甲かん板ぱん近くだった。いいや、そうなるようにビヨンデッタが仕向けた。

　例えば、それ以外。

　巨きよ大だいな立方体の角、壁かべ際ぎわ、上限ぎりぎりの空中。そうした所に吹ふき溜だまりのように三～四個の『花弁』が集まっている。小さな山を作っている。

　一つ二つではない。

　まるで蜘蛛くもが巣を作るように、クラゲやイソギンチャクが触しよく手しゆを漂ただよわせて獲え物ものを待つように。

　無数の山が完成し、哀あわれな召しよう喚かん師しを取り囲む。

「さようなら、私の壁かべ」

　未いまだ規定級に留とどまる城しろ山やま恭きよう介すけへ、追い越しのサインを送る。

　復ふく讐しゆうの醍だい醐ご味み。

　自分は絶対に死なないとふんぞり返る標的が、あらゆる前提を一いつ瞬しゆんで覆くつがえされるこの瞬間。それもただの偶ぐう然ぜんではない、着実な積み重ねによって最強・無敵・幸福の座を切り崩くずして引き摺ずり下ろすこの愉ゆ悦えつ。

　イタリア製の高級車を乗り回してご満まん悦えつの天てん狗ぐの鼻をへし折るため、身の丈の三倍以上もあるロケットエンジンを強引に積んだスクーターでぶち抜ぬくようなこの快感。

　ぞくぞく、ぶるる、と。

　ビヨンデッタの背筋に、得体のしれない震ふるえが走る。

「宿敵様では私に届かない。そんな有り様ではウサギ野郎と呼ぶまでもない。檻おりがあると分かっていても、その腕うででは今さら介かい入にゆうもままならない。ただ圧あつ倒とう的てきな物量と速度に吞のまれて圧死するが良いのですわあ!!」

　ビヨンデッタはブラッドサインを垂直に。ドガッ!!　と真下に向けて解き放った『白しろ棘とげ』は足元の甲板に激げき突とつすると大きく跳はね、さらに強きよう烈れつなスピンの力を借りて空中でギリギリと急激な弧こを描えがいていく。

　終われ。

　絶望しろ。

　泣なきじゃくれ。

　あの時と同じように。




「さて、それはどうかな？」




　───が、眼前の城しろ山やま恭きよう介すけの表情はビヨンデッタが想像した全すべてのパターンから外はずれていた。相手にはまだ余よ裕ゆうがある。顔面が蒼そう白はくになったり、目玉が泳いだり、汗まみれになったり、顔の全てのパーツが真ん中に集まって梅干しみたいになったりしていない。

　これでは、意味がない。

　復ふく讐しゆうとは、破は壊かいするだけではつまらない。その破壊によって、対象の心から何をどれだけ抉えぐれるかにこそ真しん髄ずいがあるというのに。

「基本的な事を教えてあげよう、チェシャ猫。お前は敵味方の被召物マテリアルを間接制せい御ぎよし、盤ばん面めんの『花弁』を掌しよう握あくした事で全てを操っていたように思い込んでいたかもしれない。だけどそれでは前提が間ま違ちがっている。ここは『ガバメント』の所有する『スティングレイ』の甲かん板ぱん上で、つまりはそもそも巨きよ大だいなアウェーの中にいた。お前は復讐者として、自分の周り全てが敵となる可能性を考こう慮りよすべきだった」

「……に、を」

　二クッション、三クッション。

　解き放たれた『白しろ棘とげ』は何度も人工霊れい場じようの壁かべにぶつかり、標的たる『花弁』を正確に狙ねらう。導火線に火が点ついていると分かっていても、恭介側は目の前の問題に対処するのが精一杯でとても妨ぼう害がいはできない。

　そのはずだった。

　そのはずだったのに、『不殺王アリス（ウイズ）ラビツト』の表情は何な故ぜ崩くずれない……!?

「お前は虫むし籠かごを覗のぞき込んで女王様気分でも味わっていたのかもしれない。だけど実際には、お前は一回り大きな鳥籠に囚とらわれていただけだった訳だが」

「だから、何を言っているんだ……。このくそウサギ野郎が、とっくに盤は詰つんでいるだろうが！　チェックを決めたんだから絶望しろよ!!　王様取られたまんまゲームを続けようとしているんじゃあねえ!!　敗北者ののろのろゾンビ状態のテメェをいたぶったってつまらねえんだからよおッッッ!!!!!!」

　五クッション、六クッション。

　余計な『花弁』の隙すき間まを潜くぐり抜ぬけ、全ての起き爆ばく剤ざいとなるたった一つに向けて、ビヨンデッタの『白棘』が突つき進む。もう誰だれにも止められない。彼女の被召物マテリアルは神格級へ突き抜ぬけ、いつまでも規定級に留とどまる恭介達を真正面から粉ふん砕さいする。

「だから」

　その時、信じがたい事に恭介はブラッドサインを操る手を止めていた。

　指を鳴らした途と端たん、ヒィウン!!　という風を切る音が頭上を突き抜けた。




「それは、こっちの台詞だ」




　直後の出来事だった。

　ゴッキィィィン!!　という快音と共に、確実なコースに乗っていたはずのビヨンデッタの『白しろ棘とげ』が、いきなり真横へ大きく弾はじかれた。

「……なっ……」

　恭きよう介すけが『白棘』を放って妨ぼう害がいした訳ではない。

　あちこちの巨きよ大だい陸橋や公園、病院、学校などを支える空中庭園の真下から伸のびる、様々なクレーンワイヤー。時速二〇〇キロで突つき進む『スティングレイ』上から見れば一直線に鋼はがねの暴風が向かってくるにも等しい。そのＪ字のフックが正確にビヨンデッタの『白棘』へ直ちよく撃げきしたのだ。

「忘れたか？　フィールドは常に動いている訳だが。それも自然現象ではない、『ガバメント』の、お前の敵になる者達の意思で」

　たったの一撃が、全すべてを崩くずす。

「そして『花弁』や『白棘』は人工霊れい場じようの壁かべや障害物に当たって反射する。石を投げるとか弾たまを撃うつとか、人の意思がダイレクトに加えられた場合は素通りとなるが、今回は当てはまらない。フィールドを動かすのは人の意思でも、クレーンワイヤーはただぶら下がっているだけなんだからね」

　切り崩されたのは、『白棘』に留とどまらない。

　大小無数のクレーンワイヤーが、正確に築いていたはずの『花弁』側、ドミノ崩しをバラバラに分解していく。それらは散らばり、ビヨンデッタの美しい完成図をメチャクチャに乱す。

　そう思っていた。

　だが違ちがう。

「そしてお前は良くやった」

　ドガッ!!　という快音が響ひびいた。

　衝しよう撃げきによって生じた束つかの間の空白。それが、ビヨンデッタの手を止めた。『第一の檻おり』、同音域に＋１の壁が崩れる。その隙すきを突いて、恭介は『白棘』を大きく離はなれた場所へと解き放っていた。

　バラバラに崩れたビヨンデッタの完成図の、その残ざん骸がいへと。

　それでいて、破れかぶれに一つ二つの『花弁』をスポットへ落とすのとも違う。

　一つの山が崩れた。

　散り散りに散らばった『花弁』達は、別の山へと直撃した。

　複数の山が崩れた。

　それらは蜘蛛くもの巣を張るように、一いつ斉せいに赤い軌き跡せきの乱らん舞ぶでもってビヨンデッタを取り囲む。ありとあらゆる『花弁』が次々にスポットを目指す。

　まるで。

　まるでそれは、

「何よ、これ……。私は知らない、こんなドミノ崩くずしを、こんな完成図を作った覚えはありませんわ!?」

　ドミノ崩しは無ぶ粋すいな手で薙なぎ払われたのではない。

　ドミノＡからドミノＢへ。

　まるで隊列を組み替かえるように、正確に別の形へと切り替わっている……!?

「それはそうだろう。そうなるように、僕ぼくが誘ゆう導どうしたんだから」

「───、」

「自分で作って、自分の勝利のために、あの状じよう況きようを構築したとでも思っていたのかな？　お前は僕の勝利のために巣を作っていたに過ぎないんだよ。熊くまに荒あらされる事も知らずにせっせと蜜みつを集める働き蜂ばちみたいにさ」

　最初から、こうなる事を狙ねらって。

　自みずからの手で、窮きゆう地ちに陥おちいったふりをした。

　トイドリーム35のどこにどれだけの障害物があるかは、撤てつ退たい作戦の資料にあったかもしれない。だが二隻せき目の『スティングレイ』の存在自体が謀む反ほんと言っても過言でないものだった。いくら資料を睨にらんだって、事前にどこをどう通るかは書かれていないはずだ。

　それでも、構わなかったのか。

　この短時間でアルゴリズムを完かん璧ぺきに構築し、『自分だったらこうする』で予測のルートと速度を完璧に先読みした上で、九〇〇番台のビヨンデッタさえ利用して。

　最初から、この一いつ瞬しゆんだけを見み据すえて。

　後は、『そうなるように』全すべての状況を操ってきただけだったのか。

（まずい、このままでは神格級を持っていかれる!!）

　ビヨンデッタは即そく座ざに人工霊れい場じよう内部の『花弁』の布ふ陣じんを読み取り、新たに『白しろ棘とげ』を解き放つ。恭きよう介すけの『白棘』へ叩たたきつけ、その軌き道どうを大きく逸そらし、これ以上の錬れん成せいを防ぐと同時に、そのドミノ倒たおしへ途と中ちゆうから割り込み、恩恵を全て横取りしてしまおうとする。

「まだだ!!　まだ終わってねえぞウサギ野郎!!　ここから私も神格級になっちまえば───!!」

　叫さけび、そしてその言葉が止まる。

　城しろ山やま恭介の表情は、やはり変わっていなかった。

　先ほど、ドミノを完成させてチェックメイトを決めた……いや、そう思い込んでいた時と同じく。

「ま、さか」

　呟つぶやく。

　気づく。

「……これも、宿敵様の狙ねらい通りの動き……？」




　　　　６




　城しろ山やま恭きよう介すけの目の前で、状じよう況きようは決定的に動いた。

　人工霊れい場じよう内部にある『花弁』を奪うばい合い、互たがいの被召物マテリアルが立て続けに錬れん成せいを続けていく。

　だがその流れも永遠には続かない。

　やがては明確な結果を突つき付ける。

　恭介側は神格級、音域『中音』、コスト９。ケルトにおいて狩しゆ猟りようを司つかさどる冥めい府ふの王。生命の象しよう徴ちようとして一対の動物の角を生やした獰どう猛もうなる男性神格。

　対するビヨンデッタ側は、

「届か……ない？」

『あまねく災禍を前に脱皮を繰り返し不滅の肉体保つ蛇達の王bf・hatl・ei・vo・ou・dv・ei・bc・iu・jkv・a・jok・lv・nic・a・yx・vjz』。

　音域『低音』、コスト38。

　ただし、

「規定級のまま……神格級には届かないですって……!?」

　体たい軀くの上では、ビヨンデッタ側が勝まさっているように見える。

　片や筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうと言っても二メートル大の人間の男性、片やとぐろを巻いている状態でなお見上げるほどに巨きよ大だいな赤き蛇へび。

　だがそんなのは関係ない。

　腕うでの一ひと振ふりで全すべてが終わる。

　規定級と神格級の間には、圧あつ倒とう的てきなレベルの違ちがいが存在する。

「どうしてそうなった？」

　ズンッッッ!!!!!!　と、ケルトの神が一歩前へと踏ふみ出した。

　城山恭介は、すでにブラッドサインを肩かたに担かついでいた。これ以上は必要ないと、言外に語っているかのように。

「『一五兄姉弟妹きようだい計画』は確かに最悪だった訳だが。あれに参加した全員が才能と引き換かえに何かしら道を踏み外はずした。だけど、『そうなった』のはお前だけだ、チェシャ猫。……どうしてそうなった。復ふく讐しゆう狂ぐるい、『仇染めライアーキヤツト』。あの『女王の箱庭』で、お前は一体何を見たんだ」

「……、って……」

　その圧倒的な存在感に気け圧おされるように、山のような赤い蛇が身じろぎする。

　ビヨンデッタと呼ばれた悪あく魔まもまた、恭介の視線から一歩下がるように、

「……だって、坊ぼうやだけですもの……」

　それでいて、呆ぼう然ぜんとしたように彼女は語る。

　その瞳ひとみが現在を見ているのか、過去を見ているのか。それすらも分からないまま。

「『女王』の憎ぞう悪おを知った、『女王』の獰どう猛もうを知った、『女王』の蠱こ惑わくを知った、『女王』の激情を知った。元の家族なんて概がい念ねんは裏切りと売ばい却きやくで捨て去られ、狭せまい箱庭の中には友人なんていなくて、大人達はみんな邪じや悪あくで、社会なんて薄うすっぺらくて、姉弟なんて繫つながりを人工的に付与されて、それさえ信じられなくなって……」

　同じ時間を共有した者でなければ読み取れない。

　そんな、断片的な言葉を。




「それでも、坊ぼうやだけは本物の『愛情』を受け取っていたでしょう。それがたとえ、あのおぞましくも忌いま々いましい『女王』からのものであったとしても!!」




「……、」

　城しろ山やま恭きよう介すけは、『不殺王アリス（ウイズ）ラビツト』は、わずかに目を細めていた。

『一五兄姉弟妹きようだい計画』に参加した、いやさせられた全員は残らずモンスターと化した。家族は優しい、先生は正しい、友人は楽しい、恋人は温かい。そんな当たり前の感情を、得られなかったばっかりに。最初のプリセットを間ま違ちがえたせいで、そもそも『家族は安心できるもの』という概がい念ねんが理解できなくなるほどに。

　いきなり外の世界へ放り出されて自由を得たところで、そこに幸せなんてあったのか。みんなが思う『当たり前』と自分が思う『当たり前』が決定的に狂くるっている中で、馴な染じむ事なんてできたのか。

　そんな中で、唯ゆい一いつ恭介が壊こわれなかった理由は何だ？

　突つき詰つめ、ビヨンデッタが導き出した結論が、それだったのか。

　パンドラの箱の中には、あらゆる災さい禍かが詰め込まれていて、しかし、その中に一つだけ希望が残っていたという。

　ただ一人、その希望を享きよう受じゆしたのが城山恭介だったと、そう言いたいのか。

　だからビヨンデッタは復ふく讐しゆうをしたかった。復讐をしたいのに『女王の箱庭』は粉々になっていて、当時の大人達もいなくて、『白き女王』は圧あつ倒とう的てき過ぎて……手近な標的を壊して壊して壊して壊して心を慰なぐさめていく内に、巡めぐり巡って再び恭介の前へ立ったと、そういう話だったのか。

　結局、この戦いは。

『それ』を、唯ゆい一いつ与えられた蜘蛛くもの糸と受け取るか。

『それ』を、泣なきっ面つらに蜂はちだったと断ずるか。

　そこで意見が分かれてしまった、人工的に接続された姉弟の話。

　全すべてを理解した上で。

　城しろ山やま恭きよう介すけは、しかし間ま違ちがいを正すように、冷れい酷こくにこう告げた。




「錯さつ覚かくだよ、そんなもの」




　咆ほう哮こうと呼ぶにも絶ぜつ叫きようと呼ぶにもなお生ぬるい、全力の雄お叫たけびが返ってきた。

　悪あく魔まの中に、狂くるえる闘とう争そう心しんが再点火する。

　もう勝てない勝負と分かってなお、ブラッドサインを摑つかみ直す。

　城山恭介は応じなかった。

《虚むなしいね》

　イザベルがそんな風に呟つぶやいていた。

「まったくだ。僕ぼく達一五人が得たのは等しく『女王』の恐きよう怖ふだけだった訳だが。後はその解かい釈しやくの違いでしかなかったのに、何をどうして愛情などと錯覚した？」

《イザベルはそういう意味で言ったつもりは細盛りもないけど》

　束つかの間、恭介はイザベルの真意を測りかねた。

　ともあれ、これでチェックメイト。

　ただケルトの有角神へと変じたパートナー、その依より代しろへと。

　一言だけ、放つ。

「やれ、イザベル」

　一いち撃げきだった。

　男性形の有角神の手で赤き蛇へびは不気味な音と共に引き裂さかれ、己おのれの奉ほうじる神を目の前で惨ざん殺さつされた衝しよう撃げきをまともに受けた召しよう喚かん師しと依代が『スティングレイ』の甲かん板ぱん上へと転がった。
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[image: エンディングX-01　少女達のわずかな希望]













　一夜が明けた。

　赤い軍服少女のイザベルはトイドリーム35、そのＰ区画の公園にいた。

　城しろ山やま恭きよう介すけとの待ち合わせのはずだったが、相手は来ない。周りを歩くカボチャの着ぐるみや鬼おに娘むすめなどが楽しそうに談笑する中、一点だけ時間が止まっているようだった。

　行き交う人々から取り残され、ぽつんと噴ふん水すいの前に立つ軍服少女の携けい帯たい電話が鳴った。

「ぬーん（棒）？　どこにいるの」

『すぐ近くに。もうすぐ全部終わるよ』

　恭介の声はいつも通りだった。

『とりあえず、斑むら鮫さめクイナの事は心配しなくて良い。少なくとも、今後もビヨンデッタに操られたまま彼女の依より代しろとして復讐あそびの道具にされる事はないだろうから』

「例の『少女使いガールズバツクドア』で？」

『いいや、召しよう喚かん師しとの戦いで撃げき破はしたんだから、そんなものに頼たよらなくても「神を殺された衝しよう撃げき」で誘導できるさ。とりあえずビヨンデッタに下したのは二つ。斑鮫クイナとの契けい約やくを切れ、「ガバメント」に投降しろ。敗北下で複雑な再契約は無理だけど、切るだけならできる。……少なくとも、「蟻あり塚づか」関連の件についてはこれで一件落着かな』

「イザベルは斑鮫クイナがどうなるのかを爆ばく盛もり聞きたい」

『さあね、それは彼女にも聞いてほしい訳だが。今回の復ふく讐しゆう劇げきは徹てつ頭とう徹てつ尾び、ビヨンデッタが自分の遊びのためにクイナを操っていた訳だから、その線でごり押おしすれば無罪放免にする事もできる。だけど、もしも彼女自身が懲ちよう罰ばつを求めているのであれば、それは救いにならないと思うし。かと言って、契約を解かい除じよして全すべてを忘れた彼女の懲罰感情をほじくり返すっていうのも、それはそれでね』

「……、」

　その言葉を受けて、イザベルはわずかに沈ちん黙もくした。

　朝の公園には相応ふさわしくない顔つきだった。

「イザベルには何が幸せなのか細盛りも分かんない」

『僕ぼくもだよ。ずっとそんな事ばかり考えて生きている気もするけど』

　吐はき捨てるように言って、恭介はそこで話題を変えた。

『それから、もう一つの問題を解決したいと思うんだけど』

「？」

『斑鮫クイナ……あなたの友達は依代ではなくなり、ただの人へと戻もどった。ここまでならハッピーエンドに聞こえるかもしれないけど、実はそうでもない。まだ、あなたの問題が残っている』

「それって」

『あなたは「不殺王アリス（ウイズ）ラビツト」の依より代しろのままだ。ただの人に戻った斑むら鮫さめクイナからすれば、目を離はなした途と端たんに忘れ去られてしまう希き薄はくな存在に過ぎない。……それは、駄だ目めだろう。そのまま終わらせてしまっては、斑鮫クイナを助けた事にはならないと思うんだ』

「でも契けい約やくを解かい除じよしたら」

『ああ、あなたは僕ぼくの事を忘れる訳だが。再び僕を肉眼で捉とらえるか、新しく召しよう喚かん師しと契約を結ばない限りはね』

　恭きよう介すけの言葉はあっさりしたものだった。

　こんな別れを何度でも繰くり返してきた。そんな風に言っているように。

『「ガバメント」の方とは話をつけたよ。もう、あなたが「蟻あり塚づか」の計画に振ふり回される必要はない。あなたを川かわ面もサユリに戻す事はできないけれど、少なくとも、これ以上イザベルが何かを奪うばわれる事はないんだ』

「待って」

『待たないよ』

「イザベルは爆ばく盛もり待ってほしい!!」

『〝私の友達を助けて〟───誰だれの言葉だったかな？　悪いけど、僕の最優先はあなた一人ではない。斑鮫クイナとイザベル、両者にとって何が一番かを考えさせてもらうよ』

　ザシッ、という音が聞こえた。

　群衆の向こうで、誰かが立っていた。

　城しろ山やま恭介。

　異世界に迷い込んだ少女を出口へ案内する、白いウサギ。

　彼は右手の人差し指を軽く嚙かみ、指の腹に一滴の血を滲にじませる。その指先を、遠く離はなれたイザベルへと突つき付ける。

　肉眼で捕ほ捉そくされ。

　指先を向けられて。

　イザベルは、それが召喚師と依代の契約を解除する血のサインだと、気づいてしまった。

「どうするの？」

『何が』

「イザベルが救われたとして、あなたはこれからどうするの？」

『さあね』

　恭介は。

　どう表現して良いのかも分からない、淡あわい淡い笑みを浮うかべてこう答えた。




『僕は、一体何がしたいんだろうね』




　ッッッキン、と透すき通る音が頭の奥おくで響ひびいた気がした。

　そんな風に思った時には、すでにイザベルは自分が何でここに立っているかを思い出せなくなっていた。

（そう、確か誰だれかと待ち合わせをしていて）

　慌あわてたように群衆の行き交う朝の公園を見み渡わたす。

　見知った顔がいないかどうかを、必死に思い出そうとしながら。

　そして。

　そして。

　そして。

「サユリ！　お待たせ、時間ってピッタリだったわよね？」

　横合いからそう言われて、細い手を摑つかまれて、イザベルはようやく思い出した。

　そう。

　そうだ。

　確か自分は、知り合いの斑鮫クイナと待ち合わせをしていたはず───。

「ぬーん（棒）、イザベルはそんな名前じゃない」

「はいはい、中学デビューだかハンドルネームだか知らないけど、まあ合わせてあげるわよ。今日はどうする？　まずは繁はん華か街がいでアクセのショップを回って、お昼になったら適当にレストラン探して、まあ後はおいおい決めていけばいっか！」

　ぐいぐいと引っ張られながら、イザベルもまた群衆の中へと溶とけ込んでいく。その中の一人となり、一いつ般ぱん社会の一部となり、召しよう喚かん儀ぎ礼れいの世界から遠ざかっていく。

　すぐ近くにいる友人と話をしながら、一度だけイザベルは辺りを見回した。

　だけど似たような顔ばかりが並ぶ中、これ以上知り合いの顔を見つける事はなかった。







「……、」

　そして恭きよう介すけもまた、群衆の中から立ち去っていくイザベル達を見送っていた。

　一言も発せず。

　手を振ふる事もなく。

　彼女達の無事を願い、背を向け、別の出口を目指して公園から立ち去っていく。
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　その前日、午後七時半。

『フリーダム』アワード９２０、『仇染めライアーキヤツト』のビヨンデッタ＝シロヤマを撃げき破はした直後の、海上輸送用大型レプリグラス『スティングレイ』の甲かん板ぱん上での事だった。

　唯ゆい一いつの脅きよう威いだった『仇染めライアーキヤツト』を完全撃破した事で、『スティングレイ』もまた撤てつ退たい作戦を続ける意義を失った。今はトイドリーム35の高層ビル群の真下で波間に揺ゆられて停止している。

　あちこち破は壊かいされた甲板上では、複数のレプリグラス操兵達が消火活動や救助活動などを続けていた。消火ホースに、担たん架かに、救命セットに、歪ゆがんだ扉とびらを破壊するための防災斧おのまで、とにかく色々な道具があちこちに散らばっている。

　そんな中で。

『クマムシ』を脱ぬぎ捨てたマリア＝ハートオーシャンが吞のん気きな声で話しかけてきた。

「よーやく一段落って感じかしらねえ」

　自身の命が狙ねらわれ、警護に回った多数の『ガバメント』の兵隊達が撃破され、研究の要かなめだった機き密みつサーバーに至っては守る側だったはずの恭きよう介すけ達の手で海へ放り捨てられている。それにしては、全まつたく堪こたえている様子は見られなかった。

　恭介は片目を瞑つぶって、

「その命は救った。代わりに機密情報は破壊した。釣つり合いが取れるなんて思ってはいないよ。だけど僕ぼくは自分勝手な『フリーダム』で、依い頼らいを受けていたのはあなたではなくイザベルだった訳だが」

　納得しろとは言わない。

　文句があれば第二ラウンドを始める。

　それだけの話。

「分かってるわよお。あなたは『フリーダム』でわたしは『ガバメント』。主義主張は違ちがって当然、個人の自由を重んじるために世界まで壊こわしかねない変人集団を利用しよーなんて考えた時点でー、ある程度のしっぺ返しは覚かく悟ごしなくっちゃあね」

「……、」

「それにー、この結果はわたしにとっても悪くないものだった。……ほんとは分かっていたんでしょ？」

「あなたが『蟻あり塚づか』の計画を続けたくなかった事が？　まあ、世界の警察の『ガバメント』にしては、随ずい分ぶんと自分を犠ぎ牲せいにする作戦ばっかり承しよう諾だくしてくれたな、とは思っていたけど。まるでビヨンデッタの復ふく讐しゆうで倒たおれたがっているような」

「まー、元々は『魂たましいの研究』なんて終わりの見えないプロジェクトの予算を引きずり出すための、客寄せパンダでしかなかったからねえ」

　と、自じ嘲ちよう気味にマリアは笑っていた。

「机き上じようの空論、研究が進めばいずれこーんな事にも手を伸のばせますよ、で十分だったのに……いやはや、お歴々の欲望を甘あまく見ていたわあ。気がつけば馬ば鹿かデカい鉄球が転がり始めていて、わたし一人の力じゃどーにもならなくなっていた。自分で坂道から転がした雪玉のくせに、それに押おし潰つぶされて死んでしまうだなんて、馬鹿げた話。でも本当、八はつ方ぽう塞ふさがりだったのよお」

　そこまで言って、マリア＝ハートオーシャンは言葉を切った。

　周りの『ガバメント』と一いつ緒しよになって負傷者の手足に包帯を巻いている、小さな軍服少女の方を見て、その目を細める。

「……わたしは、あの子達になんて言って謝れば良いのかしらね」

「一生を掛かけて考えれば良い。少なくとも、やり直しが利くかもしれない人生なんて、幸せ以外に評価のしようはないんだからさ」

　まるで自分はそうではないと言っているかのような口ぶりだった。

　しばらく、二人は黙だまっていた。

　やがて、マリアの方が胸むな元もとのループタイを指先で弄もてあそびながら、再び声を掛けた。

「じゃあ懺ざん悔げの代わりに、一つだけ聞いてもらえるう？　わたしの罪は、わたしの研究についてこられる人にしか理解されないだろーしい」

「何か」

「そもそもお歴々が『蟻あり塚づか』に固こ執しつしていたのは、安定した依より代しろの量産方法を手に入れるため、だけじゃない。人の魂たましいにチューニングを施ほどこし、特定の未み踏とう級との相性を極限まで高めるところにあった。そー、それこそ、どこかの誰だれかがやっているように、人と人との会話にも似た対話処理を行えるレベルでねえ」

「……、」

　一いつ瞬しゆん。城しろ山やま恭きよう介すけの脳裏に純白の邪じや悪あくがよぎったが、

「ああ、いや、そーいう事じゃないわ。確かにわたし達は『女王の箱庭』の残ざん骸がいを参考にプロジェクトを構築してきた。だけど今回の狙ねらいはそこじゃない。わたし達が狙っていた未踏級は、『白き女王』の他にいたのよお」

「では、どういう事かな？」

「『大三角』を形作る一角にして、『ガバメント』の守護者」

　マリアはそう言った。

『白き女王』とはまた違ちがう、それでいて明確に例外的な伝説の保有者を。




「───『罪過凶事を射抜き見通す「赤眼」の麗人fa・ao・ab・ei・fj・cib・b・du・a・eif』よお」




　ヒュン、とマリアは何かを軽く投げた。

　スマートフォンのようにも見えるが、違ちがう。おそらく市し販はん品ひんではなく、『ガバメント』の研究機関が一から組み上げたデバイスだろう。

「今はそれを使って、匣はこの中で安定状態を保っていた『赤の麗れい人じん』と疑似的な対話処理ができるよーにしているけどお……とにかく機械任せじゃプロンプトが足りなくてねー。やはり人の頭でもって人の口を使って処理しなくてはならない、なんてお歴々は結論付けていた訳」

「匣の中で、安定状態……」

　恭きよう介すけは呟つぶやき、それから気づいた。

　自みずからが海の中へと投じた、あの機き密みつサーバーの正体を。

「まさか!?」

「ま、あんなザマだからどれだけ保つか分かんないしい、とっくにシステムは崩ほう壊かいしているかもしれないけれど、チャンスをあげるわー。あなたもあなたで、『白き女王』関連で行き詰づまっているんでしょう？　だったら、人を超こえた頭脳に頼たよってみるのも悪くない。おあつらえ向きに、『大三角』はとびきり人類への面倒見が良い事でも有名だからねえ」

　それだけ言うと、マリアはひらひらと手を振ふって立ち去ってしまった。

　取り残された恭介は、しばしの間、手の中のデバイスを眺ながめていた。

　これがあれば、人では手の届かない叡えい智ちへ断片的にでも触ふれられる？　未み踏とう級の中でも『大三角』の一角、とかく人の世に関わり組織を守護したがる『分かりやすい』知性を持った存在とコンタクトが取れる？

『白き女王』の。

　その素性や特とく徴ちよう、弱点について、人とは違う視点から情報を得られるかもしれない……？

「……、」

　気がつけば、恭介の指先は震ふるえていた。

　その狙ねらいの定まらない指先でもって、小さなボタンを必死で押おしていた。

　画面に光が宿る。

　そう思った時には、すでに目の前いっぱいに立体映像のようなものが広がっていた。

　世界が変わった。

『赤の麗人』は、本体だけなら一八歳さい程度の色白の少女に見える。足回りは漆うるし塗ぬりの下げ駄たなので、見た目ほど背丈はないのかもしれない。どこまでも伸のびる長い赤の髪かみに、肢し体たいを隠かくす気もないのか帯を忘れて前を全開にした楓かえで柄がらの着物。その奥おくに覗のぞいているのは、やはり同色のワンピースの水着のようなものだった。

　額ひたいを割り裂さくように伸びた二本の角。

　見開けばあらゆる凶きよう事じを的中させる、いいや決定づけるとまで畏い怖ふされるその赤い瞳ひとみは、今は涼すずやかに閉じた瞼まぶたの奥。

　そしてそんな『本体』とは別に、後方一帯に恐おそるべき質量の歯車が嚙かみ合わさっていた。漆を塗ぬったような艶つややかな光こう沢たくを持つ、巨きよ大だいな木製の歯車。それらは得体のしれない南国の巨大な花のようにも、あらゆる運命や寿じゆ命みようの糸を手た繰ぐり寄せる機はた織おりのようにも見えた。そう、巨大な歯車の連なりから全方位へ放たれるように、まるでレーザー光線にも似た赤い糸が張り巡めぐらされているのだ。それらはよくよく観察すれば、やはりどこまでも伸のびる彼女の髪かみ。あたかも、運命そのものを統率するように。

　総じて、『罪過凶事を射抜き見通す「赤眼」の麗人fa・ao・ab・ei・fj・cib・b・du・a・eif』。

『白き女王』には及およばないものの、それでも並み居る他の未み踏とう級とは一線を画し、何より人に力を与える事に躊ちゆう躇ちよをしない『大三角』の一つ。

　全体を見れば優に二〇メートル……既き定ていの人工霊れい場じようを越こえてしまうほどの存在を前にして、城しろ山やま恭きよう介すけは固かた唾ずを吞のんだ。

　何を放つべきか、迷う。

　ここでの選せん択たくの間ま違ちがいは、今後も続くであろう『白き女王』との闘とう争そうの流れを悪い方に決定してしまう。根こん拠きよもないのに、それが明確に分かる。

「……聞こえているか？」

　やがて。

　意を決して、ちっぽけな召しよう喚かん師しは高次知性生命体へと声を放った。

「僕ぼくの言葉が聞こえているか、『赤の麗れい人じん』？」

　声に、はだけた着物の少女はゆるりと首を向けた。

　破は滅めつを招く両の瞳ひとみは、あくまでも閉じたまま。

《城山恭介ですね。例の『子供達』の一人にして、かの『白き女王』の寵ちよう愛あい者しや。ええ、あなたの事は、こちらでも良く聞き及んでいますよ》

　こちら、というのが具体的に何を指すのか、恭介にも把は握あくできなかった。

　被召物マテリアルのたゆたう異世界では、彼らは孤こ独どくではないのか。何かしらの情報を交こう換かんするコミュニティを形成しているというのか。どうやって、何を指標に、言語は、知性のレベルは、規定級・神格級・未踏級の壁かべは？　もはや人間の理論を積み重ねても想像すら及ばない。

「望んでそうなった訳ではない」

《ええ、それもまた。把握しております》

「だから教えてほしい、突とつ破ぱ口こうとなる何かを！　これ以上、あの『白き女王』が全すべてを自じ儘ままに振ふり回して破は壊かいしてしまう前に!!」

《……、》

　そこで、『赤の麗人』からの言葉が途と切ぎれた。

　プロンプトが足りない、とマリアは言っていた。もしや、異世界の理論や数式を人間の言語に変へん換かんする機能が不足しているのか。そんな風に危き惧ぐした恭介だったが、違ったようだった。

　直後に、『赤の麗人』はこう切り返したのだ。

《ああ、あなたはまだ、何も、本当に何一つ、理解していないのですね》

「なん、だって……？」

《召しよう喚かん儀ぎ礼れいを用いて、つまりは私達を使って、『白き女王』を倒たおす。……その行こう為いに対する、根本的な矛む盾じゆんが》

「なにを、いっている……」

　恭きよう介すけは、信じられないものを目の当たりにしたように、首を横に振ふりながら呟つぶやいていた。

「それは確かに『白き女王』は最強だ、一いつ択たくしかない究極の答えな訳だが。だけど、だけどそこで諦あきらめていられないだろう!?　誰だれかが何とかしなくてはならないだろう!!　『大三角』全すべての同時攻こう撃げきでも良い、全ての未み踏とう級をかき集めての一いつ斉せい飽ほう和わ攻撃でも構わない！　言ってくれ、『赤の麗れい人じん』、どれだけ困難極まる条件だとしても!!　僕ぼくは必ずそれを達成する道を作る!!　だから!!」

《違ちがうのですよ、城しろ山やま恭介……》

　しかし、『赤の麗人』は応じなかった。

　彼女も彼女で、ゆるゆると首を横に振っていた。

　まるで、聞き分けのない子供に優しく言って聞かせるように。車に乗ったまま、その車の壁かべを強く押おせば前へ進むと勘かん違ちがいしている子供へ、間違いを正してあげるように。

《『白き女王』と戦うというのは、そういう意味ではないのです》

[image: ]

「……、」

《あなたは……いいえ、人の子は全すべて、根本的なところから勘かん違ちがいをしている。ですが、これを私の口から話して良いのかどうかは、判断がつきかねます。答えはシンプルですが、今のあなたがそれを知れば、間違いなく魂たましいが砕くだけてしまう。それほどまでの、あなたの心の支えを丸ごと覆くつがえしてしまう情報なのですから》

「どうして……」

　恭きよう介すけは、眩暈めまいすら感じていた。

　人間が『白き女王』に屈くつするのは分かる。規定級や神格級が脅おびえてしまい、まともな戦せん闘とうにならないのもまだ理解できる。

　だけど、未み踏とう級でも駄だ目めなのか。

　そのてっぺんに立つ『大三角』でさえ、こうなのか。

「どうして、そこで諦あきらめてしまえるんだ……。強さに屈して終わりにしてしまえるんだ、『赤の麗れい人じん』!?　あなたは人と近い知性と理性を持っているはずだ。倫りん理りと責任を感じているはずだ。だからこそ人の世に寄り添そい、アワードを与える事ができたはずだ!!　だというのに、そんなあなたが『白き女王』の邪じや悪あくに気づいていない訳がない！　あれを野放しにしておくという行こう為いがどれだけおぞましい事か、分からないはずがないではないか!?」

《違うのです……》

　いっそ悲ひ哀あいすら滲にじませて、『赤の麗人』は首を横に振ふり続けた。

《あなたは未み熟じゆくではなく純じゆん粋すいなだけで、私とて『白き女王』の暴ぼう虐ぎやくは目に余る。ええ、分かっています、あなたの激情もきちんと把は握あくはできます。ですが……やはり、根本的に、あなたは間違えている。もしも正しい認識を持っていれば、少なくともそんな風には思わなかった。私達『大三角』に教えを請こう事で、かの『女王』を倒たおせるなどとは、絶対に》

「……、」

《例えば、今のあなたの哀かなしいまでの滑こつ稽けいさは、人の子と『白き女王』の絶対的な壁かべは、今回の事件と照らし合わせてもお分かりのはず》

「なん、だって？」

　謎なぞの転校生や『少女使いガールズバツクドア』のばら撒まきから始まった今回の事件。『蟻あり塚づか』の計画と復ふく讐しゆう者しやの少女。全てを操って自分好みの『遊び』に作り替かえて暴れ回ったビヨンデッタ。

　だけど、城しろ山やま恭介は全てを丸く収めたはずだ。

　今さら、哀しいとか滑稽とか言われる筋合いはないはずだ。

《イザベルの秘ひ密みつを担になってきた『蟻塚』や、あなた自身も深く関わった『一五兄姉弟妹きようだい計画』が大きく取り沙ざ汰たされたせいで、あなたは途と中ちゆうから忘れていたのではありませんか？》

『赤の麗人』は、そう切り出した。

《───今回の事件は、『少女使いガールズバツクドア』の件だったという事を。途中から、どうでも良いと投げてはいませんでしたか？》

「……、」

《これは、魂たましいの物語》

　閉じた瞳ひとみの『麗れい人じん』は、明確に突つき付ける。

《『蟻あり塚づか』では人の魂を意図して破は壊かいし、削けずり取り、彫ちよう刻こくのように形を整える事で最適な依より代しろの体質を後付けするためのプロジェクトが回っていました。『一五兄姉弟妹きようだい計画』では、世界各地から寄せ集められた各人の魂を一部書き換かえる事で、人工的に家族の絆きずなを誤認させるプロジェクトが回っていました。……では、そこから生じたビヨンデッタが用意した『少女使いガールズバツクドア』には、どのような理論が用いられていたと思いますか？》

「ちょっと、待て」

《家族の、一族の、魂こん魄ぱくの繫つながりを示す記号はいくつかあります。例えば『血』。それとは別に、それと同じくらいに重要な記号と言えば……『髪かみの毛』ではないでしょうか？　遺骨や遺灰の代わりに採さい取しゆする文化もあり、時にそれは、洋の東西を問わず藁わらや蠟ろうでできた人形にさえ『髪の毛』を混入する事で疑似的な血の繫がりを設もうけ、そこから呪じゆ殺さつの窓まど口ぐちを開くほどに》

　うぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞ、と。

　城しろ山やま恭きよう介すけの左ひだり腕うでに、手首から肘ひじに掛かけて駆かけ昇るように、嫌いやな痒かゆみがあった。

　皮ひ膚ふ上の話ではない。もっと体の奥おくから来る得体のしれない感覚。

《ビヨンデッタは、ある『髪の毛』を触しよく媒ばいにコントローラを構築した》

『麗人』の言葉に、間ま違ちがいはない。

　凶きよう事じを見通すどころか決定づけるとまで言われる彼女の言葉は、冷れい酷こくなほど正しい。

《あらゆる未み踏とう級は女性形の因子を持つ。故ゆえに、『少女使いガールズバツクドア』で操れるのもまた、そうした条件に合がつ致ちする少女達だけだった。ここまでは正解。ですが、依代が被召物マテリアルの意識に割り込むから、という点については部分的に不正解です。あれは、依代ではなく別の存在を軸じくに我々を平へい伏ふくさせる理論を、人の身へ向けられるように応用していた》

　つまりは。

　そう言って、『赤の麗人』は本当に本当に、心の底から哀かなしそうな顔になった。




《『少女使いガールズバツクドア』とは、『白き女王』の『髪の毛』を矮わい小しようなヒトガタへ潜もぐり込ませる事で、魂と魂を接続しその権けん威いを一部貸たい与よさせるデバイスだったのです。平たく言えば、かの『女王』と一つになって虎とらの威いを借かるために。規定級・神格級・未み踏とう級、あらゆる被召物マテリアルを恐きよう怖ふで屈くつ服ぷくさせるのと同じように、です》




　意識が。

　真っ白な火花に焼き尽つくされ、粉々に散らばった。

「う」

　腐くさっていた。

　冒されていた。

　これが、こんなものが、このような左ひだり腕うでが、未いまだに自分の肉体と繫つながっている事に、恭きよう介すけは途と方ほうもない絶望を感じ取る。

《いくら調査のためとはいえ、どうして今の今まで『少女使いガールズバツクドア』を嵌はめ続けていたのです？　城しろ山やま恭介、ビヨンデッタ、斑むら鮫さめクイナ……今回の件に深く関わった者達が軒のき並なみ同じものを装着し続けていた理由は？》

　嘲あざけるのではない。

　本当に憐あわれむように語るからこそ、その一言一言は矮わい小しような恭介の魂たましいを抉えぐりにかかる。

　これは、使用者が誰だれかを操るデバイスではない。

　作り出したビヨンデッタ自身もそう思い込んでいたかもしれないが、絶対に違ちがう。

　こいつは。

『白き女王』が間ま抜ぬけな召しよう喚かん師しや依より代しろを内側から蝕むしばみ、操るための、呪のろいの……!?

《全すべては、かの女王の掌てのひらの上》

　斑鮫クイナもビヨンデッタも有う象ぞう無む象ぞうの使い手も城山恭介自身も、みんなあいつに操られて体ていの良い遊び道具にされていたッッッ!!!???

《自みずからの意思で何かを選び、まして操るなどとは思い上がりも甚はなはだしい。……哀かなしい事に、それが人の世の現実です》

「うおおおおおああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!」

　気がつけば、恭介は絶ぜつ叫きようしていた。

　もはや一いつ瞬しゆんの猶ゆう予よもない。そのまま『スティングレイ』の甲かん板ぱんに散らばっていた道具の一つを摑つかむ。防災斧おの。歪ゆがんだ扉とびらを叩たたき割って脱だつ出しゆく口ぐちを確保するための鈍にぶい刃物を右手で摑み、そのままその刃を自分の左腕……『少女使いガールズバツクドア』を嵌めた腕へと躊ちゆう躇ちよなく叩きつける。
















　ガドン!!

　重たい轟ごう音おん。

　目も眩くらむ激痛。

　それと引き換かえに。

　城しろ山やま恭きよう介すけは真紅の世界で。

　ようやくの『自由』を獲かく得とくする。







　歯を食いしばり、チカチカと明めい滅めつする視界の向こうで、想像を絶する光景が広がっていた。

　自みずから切断した左ひだり腕うで。甲かん板ぱんに転がるその赤黒い断面から、まるで得体のしれない寄生虫のように、銀色の細い髪かみがにょろにょろと這はい出てきたのだ。

『そいつ』は、恭きよう介すけ自身の血を借りて、『スティングレイ』の甲板上に赤い文字を描えがく。




『あーあ。あと少しで、あにうえをわたくしのものにできたというのに』




　呼吸が、止まる。

　明滅する視界すら凍こおり付き、かえって細かくびっしりと埋うめ尽つくす文字の群れが意識の奥おくまで潜もぐり込んでくる。




『魂たましいを書き換かえられるかどうかなんて関係ないこの髪の毛があにうえの脳まで到とう達たつすればもう脳のう髄ずいを縛しばり上げて圧あつ迫ぱくし二つの思考は混ざり合って全すべてはハッピーエンドでしたのに全まつたく世界というヤツはわたくしの所有物の分際でままならないものでございますわねでもでもあにうえはそう簡単に手に入ったらつまらないというのもまた真理ですからそういう意味では世界というヤツも善よきに計らったのかもしれないのでございますわうふふそれにしてもあにうえったらそうやって真実を知った途と端たんに躊ちゆう躇ちよなく自分の腕を落とすとかそういう決断の潔いさぎよさは全くあにうえらしくて可愛かわいらしいですわただし少々ご自身の体を労いたわってくださいなもうその身体はあにうえ一人だけのものではないのでございますからわたくしがあにうえをいたぶるのはまあ許せるとしてわたくし以外のものがあにうえを傷つけるというのは正直に言ってあまり面白くはございませんとはいえ別にわたくしあにうえの自我や尊厳を否ひ定ていするつもりもございませんええそうですねではこういう事でどうでしょう今後あにうえがご自身の肉体を破は壊かいする例えば自みずから目玉を潰つぶし歯を抜ぬいて手足を切断し臓物を引きずり出す際は事前にわたくしにご相談ご報告いただくという方向であらいやだわたくし少々譲じよう歩ほし過ぎでしょうか良りよう妻さい賢けん母ぼの鑑かがみになってしまったのかもしれませんですがあにうえくれぐれも誤解なきように優しくしたからと言って甘あまったれてしまっては元も子もございませんそのような兆ちよう候こうが表れた際には問答無用でお仕置きをするつもりですのでどうかお覚かく悟ごをええ規定級神格級未み踏とう級ときてその未踏級の中でもズバ抜けて最強の位置に君臨するわたくしのお仕置きでございますですがうふふわたくしのお仕置きを受けても原形を留とどめていられる物体など世界広しと言えどあにうえくらいのものかもしれませんそういう意味ではレアでございますわねレアあらいやだあらあら困りましたわわたくし特に何もしていないのにあにうえを無性にお仕置きしたくなってきてしまいましたあにうえもしよろしければ何でも良いので少々オイタをしていただけませんでしょうかうふうふふええそうでございますわねあにうえったらわたくしに一声もかけずご勝手にご自身の腕を切断したばかりでございましたよねまったくあにうえったらわたくしがこのような気持ちになる事も想定しての先読み先出しフライングゲットでございますかなんという相思相愛これをラヴと呼ばずしてなんと呼こ称しようすればよろしいのでございましょうねえあにうえ？』




「……ッッッ!!!???」

　今なお不気味にビクビクと蠢うごめく左ひだり腕うでを眺ながめながら絶句する恭きよう介すけ。

　これぞまさしく『女王』の片へん鱗りん。

　ビヨンデッタの時は、不快や嫌けん悪おはあってもそれだけだった。そこから先、それ以上……『白き女王』が形作る、あの見ているだけで全身の毛け孔あなが開くような狂きよう気きや恐きよう怖ふは感じなかった。

　肌はだで感じて、今さら分かる。

『女王』は決定的だ。何者にも解かい析せき、複製、応用のできないオンリーワンの邪じや悪あく。髪かみの毛一本ですら、この有り様。『少女使いガールズバツクドア』の中心に立ちながら、『少女使いガールズバツクドア』の効果や性能なんぞどうでも良いと言い切ってしまう、どうしようもない反則。全ぜん身しん全ぜん霊れいのビヨンデッタが、それでも『所しよ詮せんは人間だった』というのが嫌いやでも分かってしまう。

　限界値を超こえている。世界の許容量を振ふり切っている。

「……っ、が……」

　しかし、ここまでだった。

　真の敵を見み据すえても、恭介にはもう何もできない。

『自由』と引き換かえに失った血液はあまりにも多く、彼は自みずから作り上げた血の海へと倒たおれ込んでいく。

　揺ゆらぐ意識の中で、最後の最後まで『赤の麗れい人じん』は哀かなしげなままだった。

　そのままに、彼女はこう言った。

《絶望なさい、城しろ山やま恭介》

　歯を、食いしばる。

《絶望して絶望して絶望して……考えつく限りのありとあらゆる方法を全すべて試して、その全てを『白き女王』にへし折られて……そこまでやられたら、もう一度、私の下へいらっしゃい。敗北によって心を鍛きたえ、この世の真実を教えてもあなたの魂たましいが砕くだけないであろうと判断できた場合には、私があなたの根本的な間ま違ちがいを正してあげましょう。もっとも───》

　今はただ、その言葉を聞き続けるくらいしかできない。

　全ての闇やみの中。茫ぼう洋ようとたゆたう意識の向こうで、麗人のきつく閉じられていた瞳ひとみが、音もなくうっすらと刃のように開くのを、恭介は見たような気がした。

　あらゆる凶事を見通すどころか決定づけるとまで恐おそれられる、その真紅の眼光。




《たとえ真理それを知ったところで、『白き女王』を倒せる可能性など万に一つもないのですが》




　そんな事実を、絶対に認めてたまるか。

　そう思いながら、少年の意識は真っ黒な暗闇へと投げ込まれていった。

　今しばらくの休息を与えるため、恐るべき純白とは対極の世界へそっと匿かくまわれるように。







『えーん』

　それはいつともしれない、どこともしれない場所でのお話。

『うえーん、あにうえ、あにうえええ……』

　無機質なくらい真っ白なその空間で、泣なきじゃくる少女が一人。だが見る者がいれば首を傾かしげていたかもしれない。ウェディングドレスの要所をさらに改造したような豪ごう奢しやなドレスを纏まとうツインテールの少女とその少年では、明らかに少女の方が背丈は上だったからだ。体つきの方も、少女の方はすでに妖よう艶えんという言葉さえ似合いそうなほどだった。

　だが、関係性で言えば正しいのかもしれない。

　やってきた小こ柄がらな少年は、眉まゆをひそめてこんな風に言ったのだ。

『一体どうしたんだ、×××』

『あのね、あのですね……』

　ぐずぐずと鼻を鳴らしながら、身み振ぶり手振りを交えて何かしらを強く訴うつたえるツインテールの少女。だがその話を聞いていく内に、小柄な少年は呆あきれたように息を吐はいていた。

　いいや、ようにではない。本当に心の底から呆れていた。

『あのね×××、そんな風にはならないよ』

『本当に？』

『ああ』

『本当の本当に、あにうえはどこにも行かないのでございますか？』

　泣き腫はらしてすっかり目元を赤くした少女の顔を見上げて、小柄な少年は一度だけ頷うなずく。決意も思考も何もない、さも当然の事を改めて確認するような気軽さで。

『僕ぼく達はずっと変わらないよ。僕はどこにも行かないし、×××の側そばに立ち続ける。そんなに心配なら、一つ約束をしようではないか』

　少年は右手の小指を差し出した。

『？』

『僕達の間ではこうやって約束を交わすんだよ。指切りげんまんって言って』

『一体どんな効力を持つおまじないなのでございますか、あにうえ』

『うん』

　そして。

　在ありし日の城しろ山やま恭きよう介すけは白き女王へこんな風に説明した。
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『もしも約束を破ったら、自分の指を切り落とすっていうおまじないだよ』
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　そんな訳で三冊目。

　鎌かま池ち和かず馬まです。

　前回の二巻において、『白き女王』が一時味方についていたせいか、ややラスボスとしての箔はくが弱まったかな、とセルフ危き惧ぐしておりまして、今回はその辺をもっかいニュートラルに戻もどす意味合いの強いお話作りをしてみました。たとえどれだけ可愛かわいらしくても、デレても、有用でも、あにうえ超絶ラヴでも、でもやっぱり『見ているだけで全身の毛け孔あなが開きそうな狂きよう気き』が根底にないと女王じゃないよねー、という感じでございます。

　関連して、ラストでは城しろ山やま恭きよう介すけも引きずられるように思い切った事をしていましたが……この、『ある種の覚かく悟ごを見せるために自己の肉体を破は壊かいする』というのは、日本では昔っからある文化。一番分かりやすいのは切腹、ハラキリだと思いますが、他にも遊ゆう郭かくなどで行われてきた指切りげんまん、一つ目小こ僧ぞうのルーツになったとされる自みずから片目を潰つぶした神官などなど、枚まい挙きよにいとまはありません。

　また、今回のスペシャル召しよう喚かんは髪かみの毛一本。意外と思われるかもしれませんが、神格化された髪というのはあながち珍めずらしい話でもありません。女性の髪には特別な力が宿る、という考えは古今東西あちこちにあるもので、北ほく欧おう神話では麦の実りを表現した女神シフの金きん髪ぱつ、ギリシャ神話では無数の蛇へびに譬たとえられるゴルゴンの髪などなど、まあとにかく色々あります。シスターさんが髪を隠かくすのは男性を惑まどわす魔ま性しようが宿るからとされていますし、逆に魔女は髪を誇こ示じする事もあるのだとか。これが極まると『髪の毛そのものが別個の独立した存在に格上げされる』といった形に拡大するらしく、例えば日本では神社に祀まつられてご神体となった髪の毛まであったりするのです。『麻あさ桶おけの毛』などで検けん索さくしてみれば詳くわしい話が出てくるかと。

　爪つめの先、髪の毛一本あれば世界を冒し、最強主人公さえ掌てのひらで転がして絶望させる。そこまでやっての『女王』であってほしいかな、と。







　今回のテーマは『魂たましい』。一見すると前回の『命』と似通っているかもしれません。ただ、実際に二つを読み比べていただければ分かる通り、今回は主に『その利用、その加工』を主題に掲かかげているため、カラーリングは大きく異なっていたはずです。

　死者の魂を宿す、またはその言葉を語る。古今東西どこにだって似たような話はありますが、それくらい魅み力りよく的てきな力を秘めているんでしょうね。

　それらの究極の形が『人形に魂を宿す（あるいは他者の魂と遠えん隔かく接続する）』技術。日本人なら丑うしの刻こく参まいりを真っ先に思い浮うかべるかもしれません。でも、西洋の魔女術でも蠟ろう人にん形ぎようの中に血液、爪、髪の毛などを封ふう入にゆうし、それを針で突つく事で人知れず対象を呪じゆ殺さつする、という民間伝でん承しようめいた技法があるんですよね。結局、人が考える事はそう変わらないのかも？　という訳で、今回の『少女使いガールズバツクドア』に組み込ませていただきました。

『少女使いガールズバツクドア』……すんげー俗ぞくだな!!　と思われた方も多いのでは？　ただ、わざわざ高次知性生命体を召しよう喚かんした伝説の術者達が何を願ったかを改めて調べてみれば、意外と俗なものがゴロゴロあるんですよね。例えば『ソロモンの七二柱を呼び出すと、各おの々おの何をしてくれるのか』を調べてみるだけでも簡単に分かるはずです。この手の『召喚の恩恵』の中には『頭が良くなる』『地中のお宝が見つかる』そして『異性にモテモテになる』といったものも普ふ通つうにあります（……というか、召喚術が使える時点で頭は良くないのか）。召喚というテーマを『本気で』『目を逸そらさずに』取り扱あつかうなら、どこかで敢あえてこういう俗っぽさを極めたテーマもやらなきゃな、と思っていましたので、ここでドドンと出してみました。

　ちなみに才能依い存そんで不足気味な依より代しろを安定生産する『蟻あり塚づか』計画。成功すれば三大勢力のバランスを崩ほう壊かいさせるなどとことん大おお仰ぎように見せていましたが、実はこの問題、『フリーダム』の冥めい乃の河かわ姉妹がしれっとした顔をしておきながらほぼノーリスクで目標達成しているのもポイントです。単なるピラミッド的なインフレではなく、巻をまたいでパワーバランスが行ったり来たりするのも大好物でございます。







　それから、今回は主人公・城しろ山やま恭きよう介すけの『家族』について少しだけ触ふれています。……あくまでも個人的な感想の話ですが、ラブコメなどでありがちな、特に意味もなく両親が海外出張に出かけていて代わりに義理の妹が居着いているタイプの話って『……何だろう、いらない両親カードを二枚生いけ贄にえコーナーに送って山札から究極美少女カードを一枚召喚したこの感じ』と多少モヤモヤしない事もないので、主要な舞ぶ台たいに親がいないならいないなりの理由を基幹設定の中に一個作っておくのが癖くせになっているのですが……今回は、その辺りが超ヘビーになっております。

　敵キャラのビヨンデッタは、恭介と同じ『フリーダム』の九〇〇番台にして、彼とは正反対の『人助け』をする復ふく讐しゆう屋やとして大暴れさせてみました。最後までお読みいただいた方ならお分かりの通り、問答無用のド外げ道どうでしたが……でもこれ、実は恭介にも一部当てはまるところがあった事にはお気づきでしたでしょうか？

　ビヨンデッタはビヨンデッタが一番気持ち良く感じる復讐の成じよう就じゆを手伝っていただけなのですが、恭介がもたらす救命にも似たようなカラーがあるんですよね。もしも彼がヒロイン側の立場を一〇〇％尊重していたのなら、毎度の『別れ』は存在しないはずですし（ただしもちろん、無む償しようで救われておきながら腕うで組ぐみ仁に王おう立だちで『己おのれを一切滅めつして我のために戦え』と命じるヒロインなんていたらそれはそれで嫌いや過ぎますが）。

　自じ己こ矛む盾じゆんが分からないのではなく、分かった上で突つき進み、それで成功してしまうのが、恭介やビヨンデッタの悲劇なのかもしれません（つまり叱しかってくれる、引き留めてくれる誰だれか、それこそ真の家族と呼ぶべき人物がいない）。全体的に望みは叶かなえつつ、でも依い頼らい人にんが思いもよらなかった何かを奪うばっていくなんて、いかにも『契けい約やくの悪あく魔ま』っぽい感じもしますしね。

　ビヨンデッタはメイドでも良かったのですが、敢あえてウェイトレス服を取り入れてみたのも、『頼たのまれればどんな料理だっていくらでも持ってくる。ただしお客様の健康とお財布については自己責任』というのが復ふく讐しゆう屋やとしてのスタンスを示すのに美味おいしいな、と思ったからですね。

　それと、『一五兄姉弟妹きようだい計画』の枠わく内ないに、『白き女王』当人は入っていません。あにうえ、という呼び方の経けい緯いはもうちょい複雑ですので、色々ご想像いただければと。







　イラストの依い河かわ和わ希きさん、担当の三み木きさん、小お野の寺でらさん、阿あ南なんさんには感謝を。太平洋上の空中戦から始まってラストは巨きよ大だいなエイに乗って海上戦、とロケーションも大変だったのではないでしょうか。今回もお付き合いいただきありがとうございました。

　そして読者の皆みな様さまにも感謝を。これで一応『ガバメント』『イリーガル』『フリーダム』のプレゼンテーションは終了しました。が、まだまだ欧州貴族連盟ラウンドテーブルやら一五兄姉弟妹きようだい計画やら、そして何よりトイドリーム社やら不思議ワードがてんこ盛り。今後もお付き合いいただければ幸いです。




　それでは今回はこの辺りで。




　被召物マテリアルも増えたし、そろそろ言語解かい析せきにかかる猛も者ささんが現れるかも……


鎌池和馬
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